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H•R の指導・経営に関する実践上の問題点

寺 オ三 一王 諜

Some Problems of Practising Home Room 

in Technical College Curriculum 

Masaaki Teramoto 

In "A Standard of Technical College Curriculum" issued by the Higher Education and 

Science Bureau of the Education Ministry, Home Room of one hour a week is assigned to 

the classes of 1st, 2nd and 3rd year as one of the special education activities in general 

subjεcts, but its object and contents are not expressed clearly. Professors, however, if they 

heartily desire to educate students perfectly and to attain the purpose of the college educa-

tion, should take a serious view of Home Room activity. Therefore, from my experience, I 

try here to take up and examine some problems that arise when we practise Home Room. 

はじめに

工業高等専門学校が、豊かな教養と専門的な技術を

身につけた工業に関する有為な中堅技術者を養成する

ことを使命として、 誕生して5年になる。その高専の

教育課程の標準の一般科目（各学科共通〉の、授業科

目中に特別教育活動として1、2、3年に何週 1時間

の時間が配当されている。又他の各科目には、 各々の

目標と内容が明示され、広い視野に立った人間教育を

行い、社会人として又公民と しての基礎的教義と訓練

に必要な一般的教養を与えるとしてある。ところが特

別教育活動についての目標、内容については全くふれ

ていない。ただ1965年文部省発行の「生徒指導の手び

き」中第6章生徒指導と学級担任、ホーム・jレーム担

任の教師及び1966年文部省発行 「生徒指導の実践上の

諸問題とその解明」中E学級担任、ホーム・ノレーム担

任の教師が当面している問題又1961年文部省発行高等

学校学習指導要領の一部にそれぞれわす、かながら、抽

象的に説明しであるにすぎない。 折角設けられたH•

R について本校は勿論各高専はどんなにしてあるのか

と考え教務主事と相談した事はたびたびであった。本

当にH・Rの経営はまことに大変な仕事であり、困難

な事である。併しながら教官が学生の全人教育を目指

す限り、よりよい人間的育成を念願する限り、 H•R

の経営を等閑視する事は出来ない。特に高専設置の教

育目標からしてもH・Rの存在価値が高いのである。

以下私の高等学校在職10数年問と、 高専花Jfi~の経験、

立場から少々両方混同するかも知れないが、 H•Rの

指導経営に関する実践上の問題点について ふれて み

る。

ホーム・jレームの経営には次の3つの分野が考えら

れる。

(1) ホーム・ノレームの全般的経営

(2) ホーム・ノレームとしての時間（長時、短時）の運

呂

(3) ホーム・ノレーム内学生の個人的な補導（カウンセ

リング）。

第1の面は教室の美化整理、出欠や学業成績の問

題、いろいろなホームの世話助言、その他もろもろの

事務的な注意達示、外形的な仕事とホーム・ノレーム学

生に対する集団的な指導である。

第2のホーム・ノレーム時の運営、指導は、戦後の教

育制度の特色といってよい。 高校に於ては20年近くの

経験によりいろいろの事がなされている。 しかし高専

に於ては新設のため、又教官自体の編成が高校と異な

り、 （大学、高校、会社その他よりの出身者〉 考え方

その運営指導の方法や内容に関する実情になると、各

人各様で、 高専に於けるホーム・ノレーム時の運営指導

が如何にむつかしい乙とかを意味するものである。

第3の個人指導も旧教育に見られない特異性であ

る。ホーム・ jレーム担任教官は、 教科学習の指導校務

の遂行、クラブ活動の指導や其の他いくつかの指導分

野を担当しながら、自分のホーム・ノレームの学生につ

いては学業、生活指導の全般にわたって面倒を見なけ
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ればならない。

(I) H・R運営計画の立て方

1 H・R経営計回立案に関する留意点
(1) H・Rの経営には、日常不断の凡ゆる時と所を
通じて行う面に対する方針と方法並びにH・R時
（長時、短時〉の運営に関する方針と方法の両分

野がある。

(2) 又H•R内の全人員を集団として取扱う面と、

一人一人の個人の補導を行う面との指導方針及び

方法を考えねばならない。

(3) 日常不断の指導方針は担任教師の教育観、人間

観、そして人格からにじみ出たものであり、その

方法は深く研究されて、 情熱と努力と経験によっ

て実践されて行くべきであろう。

(4) H・R時の運営に関する方針は大きくは学校教
育の目標や方針にのっ とり、又高専5カ年の中の

3カ年を通じて考えられた上に、当該学年に適当

するものでなければならない。更に又、 そのH•

Rの独自性が発揮さるべきものでもあらなければ

ならない。方法としては次のような事項を考慮す

べきである。

(a) 学生と教官と十分話し合って年間計画をきめ

る。

(b）毎時の具体的な実践計画を事前に学生と話し

あう。

(c）学生が自主的に行えるように考える。

(d）変化をもたせて常に新鮮な興味を感ずるよう

にする。

2 H・R長時の運営計画立案過程に関する私の過去
の実践例計画の立案については周到な準備と適正な

過程をへて行われねばならない。以下私の過去の例

を上げよう。 H•R運営委員会は全学年を通ずる

般目標と学年目標を設定する。

（一般目標〉

付）学校管理上に必要な事項（例学生心得の体得、

環境整理や美化、教科課程の理解等〉

（ロ）すぐれた社会人として育成するために必要な事

項（例校内エチケット、交通道徳、就職、会議や

討論のしかた等〉

判個人補導に必要な事項（悩みの解決、学校生活

を楽しませる事等〉

（学年目標）

1年……学校生活を正しく 理解し、 本校生として

の生活態度の基礎を確立しよう。

2年…・一個人と社会との関連を再認識し、その中

における集団生活（学校生活〕の意義と

理想と信念iζ生きょう。

3年……有為な社会人としての出発に十分備えよ

O
 
－つ

H•R運営委員会はH ・ R運営年間計画のサン

プノレ（従前実施されたものや、他校の例参考書

による例等を参考としたもの〉を作って各H•

R に流す、各H・Rは一般目標、学年目標のワ
ク内で、実践事項及び方法はそれぞれ独自性を

発揮するように、 年間計画を立案する。各H•

Rの年間計画表をH・R運営委員会に提出し、
委員会は更にそれ等を集録した一覧表を作っ

て、各H・Rに流し参考の資とする。 （以上の
措置を4月中に完了）

3 各H・RのH・R長時に関する年間計画のタイプ
前項2の手続きをへて各H・Rはそれぞれ独自の計
画を立てるがそれにはいくつかの類型がある。

付）各H・Rの計画立案の方法に関する類型
(a）学生と教官が十分相談しながら作ったもの。

此のタイプのものが大多数である。此の場合の

学生も代表者（H・R委員）を意味するものと
H・R全学生をさすものとの二種類がある。
(b）学生が主体で教官が従となったもの。

(c) 教官が主体で学生が従となったもの。

上の他に学生のみ、或は教官のみによるものが考

えられるけれども、之れは数年前まであったが現

在は皆無である。

（ロ）計画の形式に関する類型

(a）年間の適時に適当な項目をおり込み、一項目

の時間も、適当に多くしたり少く したりしたも

の。

(b）毎月（H • R時4回として）の第1週は話し

合い、第2週は討議、第3週は芸術鑑賞、第4

週はレクリ エーションという風に骨組を作っ

て、月毎の具体的内容にかわったものにして行ー

くもの。

(c) 一時間毎に内容をかえて行くもの。

以上の中で、a、又はaとcの中間的性格のも

のが大多数である。 bは一見機械的のようであ

るが、実際にはなかなか味のある方法であっ

て、此例の数は少いけれども、運営は大変よく

行われている。

付計画の内容に関する類型

どのH・Rでも討議。教官の話し（人生観、時事：
解説、教養、その他）芸術鑑賞。短歌や俳句会。

歌唱、スポーツ、ハイキング、フォークダンス等

によるレク リエーション読書会とその感想発表。

学生の意見発表や反省会。 などの各種項目を適宜



lζ組み合わせて計画されていて、 各項目に多少の

ウェイ トは合っても、著しく偏ったものは見うけ

られない。併し多少のケジメをつけるならばと思

つ。

(a）討議や意見発表lζ重点がおかれたものが約三

分のーである。

(b) 次にレクリ エーション並びに教官の話しに重

点がおかれたものが多い。

以上H・R長時運営計画に関するそれぞれのタ

イプについて記したが、どのようなものが好ま

しいかについては一長一短があってなかなか一

概にきめにくい。むしろ類型の如何という ζ と

よりも運営の実践に対する工夫と努力とが大切

な事であって、 どんな類型のものにしろH•R

の学生及び、担任教官がその実践に意を注ぐなら

ば、それでよいものとなろう。乙の意味におい

ては各H・Rの自主性を尊重する方が、実践の

成果を期する要件ではあるまいか。もっともど

のような類型が望ましし功ユについて、教官相互

間で研究し合う事は必要である。

4 H・R短時（毎朝10分間） の運営方法試案毎朝始

業前10分間のH・R時は短時間ではあるけれども、

之を有効に過すか否かは毎日の事であるから、その

結果には大きな差異を生じよう。 実施状況を見ると

次のタイプに分れる。

(a) 出欠点検、伝達事項、調査等の専ら事務的業事

のみに終始するもの。

(b) aのひまひまに担任教官の話し （所感、時事、

その他〉をするもの。

(c) aのひまひまに学生の意見発表（毎朝1～2

人、3分程度を）行うもの。

(d) aのひまひまに生活読本を読み、更に感想を発

表し合う もの。

以上の中ではaは殆んどやっているがaとbとの

中間的なものが大部分である。之は話の内容をむ

つかしいものにすると、 1m口な 学生は嫌がるの

で、 ごく 手近な話題なら何でもよいことにして

（例えば 「私の昨日のすごし方」とか。 「新聞や

雑誌を読んで面白かったこと」とか。なるべく体

験談にするとよい。〉 始めると、案外に成果があ

る。 40人単位のH•Rでも年聞を通ずると 1 人が

4～5回話す機会が出来る。 之で

付）人前で話をするのを嫌がった学生も年度末に

は馴れる。

（ロ） 教官は学生の体験、物の考え方、個性を知る

ことが出来る。

村 学生相互の心の融和が行われ、ひいてはH・

，、
‘二p

R長時の討議や意見発表が活発に行われる。

（ニ） 更に学生の話題に関連させながら教官自身の

意見を随時にさ しはさむならば、教官と学生と

の心の結びつきを高めるのに非常に効果があ

る。

(Il) H・Rにおける討議の指導

討議はホーム・ノレーム時だけでなく、学生会活動、

クラブ活動や教科学習活動等凡ゆる、機会において行

われ、新教育の一つの特色をなすものである。然るに

その方法については案外に無関心であり、その指導も

なおざりにされている。 H•Rにおいて討議を正しい

方向に活発に行わせるためには、教官として次の事に

留意する必要がある。

1 討議方法の研究

（剖討論会形式

テーマを出来るだけ対立的になるように設定

し、予め二派に代表者を所属させて意見を発表さ

せる。

例テーマ「高専生の服装は制服がよいか。 制服で

ないがよいか。」

制服がょいと主張する側（甲〉…3人。

制服でない方がょいと主張する側（乙）…3人。

先ず抽せんl乙より最初に発言する組をきめて、

あとは甲乙交互に意見をのべる。それがすん5

分程休み、次に甲、乙より相互に先にのぺた反

対側の意見に対する駁論、質問などを出して論

戦する。最後に審査員（H・Rでは指導教宮）

が、 甲、 乙の討論の内容、方法などに関し判

定、批判をする。此方法は飽くまで自分の所論

を貫くように考え主張する点が大切で、物事を

；点と表から深く ほり下げて考えるのに役立つ。

一寸考えてすぐ結論を下したり、多くの人がそ

ういうからその方に賛成するという附和雷同的

傾向を改めるのによい。併しう っかりすると討

論のための討論になりたがる点に指導教官の適

切なリードの必要がある。又討論の勝負の判定

は学生の興味を高め、討論会を活発にさせる点

に役立つけれども、聴衆がその結果によって結

論づけないように、むしろ物事には必ず一長一

短があり、何事にも表があれば裏があるととを

よく 理解するように指導することが大切であ

る。

（私の実践例）

(1）礼儀を正しくするには相手を敬愛する心が大

切であるけれども、それには表現（形式〉が適

正でなければならないこ とを理解さ せるた め
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lζ、

何）人におじぎをする時に帽子を冠ったままで

することはよし1か悪いか。

（ロ）年賀状は虚礼かそうでないか。

(2) 郷土愛、国家愛についての意義を理解し、而

も国際協調心と調和させるにはどうあるべきか

を考えるために。

付） 親に対して子が自分の必要以外には話をし

ないのは是か非か。

（ロ）親の言うことが間違っていると思う時に子

供がそれに従うのがよいか従わな いがよい

か。

(B) 代表者数名を一般聴衆の前に出して座談会式に

意見の発表交換をする方法（パネル法〉。

此の方法は多くの機会に行われている。特色は

代表に予め卜分準備させ、思いつきや枝葉の意見

をなく する点にある。この場合司会者は前以て十

分に意見発表者の環境、その他を研究しておく必

要があり、又代表メンバーの構成が一方にかたよ

らないよう、凡ゆる方面、分野のものを含むよう

に考慮が払われていなければならない。

(C）全員から随意に意見を出させたり、討論させた

りする方法。

此の方法はホーム・ ノレームにおいて行われてい

る。全員を活動させる点においてすぐれているけ

れども、司会者がよくないと、単なる思いつきの

意見に終始したり、 枝葉末節のあげ足とりに発表

したりして、限られた時間内に能率的な運行が出

来ず、又ごく皮相な話し合いになってしまったり

する恐れがある。

(D) Aの討論会式を多少崩してBに近づけた方法。

(E) BとCとを組み合せた方法。

(F) 少クツレープを編成して、 各グノレープ毎に話し合

せる方法（パズ、法）。

ホーム・ノレームでは5～10人程度に机を寄せ集

めて数群を作り、設定された議題について各人か

ら意見を出させる。各グノレーフ。には班長を作って

まとめ役とする。 此方法では平素無口な者、多人

数、大会場では発言をしたがらない者でも少数の

気心安さからよく発言し、 全員が議題にとりくむ

ようになって好い結果を得た。

之までの実践結果によると、パズ法のみに終始

せず、その後に討論会法凶やパネノレ法倒にもちこ

むがよかった。又悼）や（B）の方法で討議を行わせる

ための準備段階としてパズ‘法を行っておく法が、

あとの討議に活気が出る点でよかった。

2 討議の準備

討議の内容を正しい方向にむけ、活発な多数の発

言を出させ、且時間的に能率化を期するには事前の

準備が十分行われねばならない。準備についての留

意点は

付）議題及びその主旨の説明を少くとも 1週間前に

全員lζ知らせておくこと。

（ロ）議長（司会者）になる学生の指導をしておく乙

と。

議長をつとめる事も一つの修練であるから現在

各H・Rでは大部分が輪番制に議長の選出を行っ

ているけれども、 不馴れのため折角の討議がまこ

とにギコチなく、又議題のほり下げ不十分な皮相

的運行に終っているものが多い。教官は予め議長

となる学生にテーマの主旨、問題点、或は議事進

行法などを指導しておかねばならない。

「議長（司会者〉はどうあらねばならぬかjについ

て研究するH・R時を設けるなら更によい。

村全員に関心をもたせ、 発言をさせるような方

法、措置を講じておく乙と。乙の場合前項のパズ

法を採用することがよいようだ。又平素から話の

練習、話しの場に対して馴れさせるために、前述

朝のホーム・ノレーム（短時〉 を利用する乙ともよ

し） 0

3 討議の整理

結論が出る出ないにもかかわらず必ず事後の整理

が大切である。

（イ） 学生相互にまとめをすると共に教官は必ず批判

を下し、 或は自分の意見をのべるととが必要であ

ゐ。

（ロ）討議を討議するだけに終らせないように、更に

次のH・R運営事項と関連っーけたり、学生の実践

行・勤の練習へもって行ったり、学校行事、教科学

習の場にもちこんだりしなければ、口先きだけの

指導に終る。

(TIO H・Rにおけるレクリエーションのあり方

1 H・Rレクリエーションの意義と目的

一般的に言うレクリエーションの意義については

種 の々考え方があろうが、要は個人の心のシコリを

ほぐし、 次の業務に精励出来る素地を作るための行

為でなければならない。併 しH•Rにおいてレクリ

エーションを取り上げる場合、それは教育の場と言

う点が一般の生産社会等の場と違っているため、必

ずしも一般社会におけるレクリエーションとは一致

しないであろう。

H•Rにおけるレクリエーションのねらいについ

ては次の事柄があげられる。



付）学生個人の心のシコリをときほぐし、次の学業

に精励する素地を作る乙と。

（ロ）H・R運営に変化をもたらせる。 H・Rの行事
が、室内ばかり とか、討議ばかり とか一方に偏る

ことは嫌気と退く つを生じ、好い結果を期し得な

付学生相互間の心の融和をはかり、又学生と教官

との結びつきを高める。

（ニ） レクリ エーションそれ自体の意義の認識を深

め、社会生活においてレクリエーションの必要

性、正しいレクリ エーションのあり方、方法等に

ついて体得させる。

2 H・Rレクリ エーショ ンの内容と方法。
H•R レ クリ エー ションは、 スポーツ （ノイレ 一、

バスケット、野球、ソフ トボーノレ、 その他〉ハイキ

シグ（一時間以内の近くの丘、池畔等へ、昼食携行

等）音楽（レコード鑑賞）美術鑑賞、文学 （俳句、

短歌〉等種々あるけれども、最も多いのはスポーツ

である。

H•R のレ ク リエーションとはどんな事をどのよ

うにしたらよいだろうか。

（イ） レクリ エーションは学生の心のシコリをときほ

ぐす乙とを目的とする点では学生の個人個人が興

味をもち、心から進んで行うことでなければなら

ない。この意味ではたといスポーツをしてもそれ

が押しつけであったり、苦痛を伴うものであった

りすれば、レクレエーションとは言えなくなる

し、又極端な例として討論会を行っても、それが

個人個人の興味があり、そのため却って心の和ぎ

を得るならば、それはレクレエーションだとも言

いうる。此処にレクリエーションの内容、方法、

程度について考慮すべき問題がある。理想的に言

えば文学を好むグノレープ、スポーツを好むグノレー

プ、等と小集団毎にそれぞれの興味ある事を行わ

せる事がよいように考えられる。

（ロ）併し、H・Rでは少くとも40人程度の集団であ
ること。或は時間や場所が学校というワクの中に

はめられていることから上述のような方法は実施

困難である。通例一定時間、一定場所において同

じ事柄が行われるのはこのためである。乙の場合

クラス中の何人かは興味をもたない事になろう。

併し、 それは前述のネライ の（ニ）或は（ロ）付が目的と

されている限り当然そうあって然るべきである。

又学生の興味や好き嫌いをそのままにうける面

だけでなく、それを是正し、或は向上させる面が

教育の場であるから、 H•Rのレクリエーション

では生のままの学生の興味本位に内容や方法が考
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えられない部面の存在価値をも認めなければなら

ない。

判 レクリエーションが余暇の善用の一方法とみら

れる場合H・Rとしては単に長時のみを考える乙
となく、通常時の休憩時、放課後、或は休日にお

いて組中が一緒に楽しみ、遊び合うようにする乙

とにも留意しなければならない。特に学生相互間

の心の融和、学生と教官との結びつきをはかろう

と思えば、常時不断lζレクリエーションがあっ

て、むしろ乙の効果の方が大きいことに注目すべ

きであろう。又組の中に小クツレーフ。が出来て、そ

れが反目不和の種ともなれば如何なるH・R運営
もうまくゆかない事を考えると、 H・R運営のコ
ツは正しく、深く考えられたレクリ エーションか

ら出発すると言っても過言ではあるまい

（町） H・Rにおけるしつけについて

1 しつけの意義

しつけを広義に解釈すれば内面的、外面的のいづ

れについても考えられる。 つまり、学生の理非善悪

の判断とか徳性一般に関する物の考え方をもしつけ

の中に含まれる。併し一般的にはもっと狭い意味で

のしつけ、つまり礼儀とか作法、勉学の習慣づけ、

その他主として行動を伴う場合（外面的なもの〉が

主体となっている。併し此部面と雌もその根底には

内面的なものが基盤になっているので両者を切り離

して考える乙とは出来ない。だから広義においては

教育活動のすべてはしつけに通ずるものであると言

える。問題は狭気のもの即ち外面的な面を主とする

しつけが自主性伸長の教育と調和するかど、うかの点

にあろう。

現在一部の教官の中には自主性の伸長、ー開放主

義の教育を高唱する余り、形式陶治を主体とする し

つけは無用であるとか、むしろしてはいけないと考

えている者が少くない。成程形式陶治に主点をおい

たしつけには学生の考え、興味、好悪の感情を抑止

して親、教官から与えるとか、押しつけると言う強

制作用がはたらきかける。だからこそ新教育ではし

つけは考えられないと言うのであろう。併し、果し

て強制作用が無視されてよいものであろうか。現在

学生がもっているのみを土台として行くことは教育

でなく放任である。

教育活動という乙とが学生のよりよい成長と発展

とを期する限り、当然未発達の段階にある学生の現

在の興味、好悪、 考えを抑制してもより上のものの

よりすぐれたものを与えていくためには強制作用が

行われるととを認めねばならなし」乙の意味におい
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て如何なる教育においても、それが教育と呼ばれる

限り、狭義のしつけも行わるべきである。尤もしつ

けの方法になると極力学生の納得理解をはかり、自

ら進んで行動するようにしなければならないことは

言うまでもない。だから自主性尊重云々はしつけの

方法論に属するととであって、しつけが教育活動に

必要か不必要かと言う教育本質論とは話しの立場が

違っている。それ故、私が教育には必然的にしつけ

が伴うと言った事は、決してその方法論において自

主性尊重を否定するものではない。

2 しつけに関する問題点

戦後の教育lとついて種々の批判や反省が加えられ

ているが、その中のーっとして道徳教育がありひい

てはしつけをどうするかが問題となっている。しつ

けについては、高専に於ても真剣にとり組まなけれ

ばならない。併し現状では高専生のしつけについて

いくつかの間題点がある。

(1) しつけとはどんな事をどのようにする事か、又

学生花対してどんな人間像を画いてしつけをする

のか。

(2）高専生のしつけにはどのような内容事項がある

のか。又どの程度にすべきか。

(3) 自主性の尊重、自主性伸長の教育としつけとは

矛盾しないか。どとで調和させるか。

(4) しつけについて教官相互聞に考え方や指導方法

にズレ、ギャップがあるようだが、それをどうす

るか。

(5）学校相互間（小 ・中・高或は高専相互間）に考

え方、方法にズレが大きいのをどうするか又学校

と家庭、或は社会との聞にズレがあるようだがそ

れをどうするか。

(6）青年心理（例えば誤った英雄心、反抗心等〉と

しつけとの関係をどう調和するか。

(7) 男女共学の高専では、性別による しつけの方法

に区別があるかと、うか。区別があるとすれば実際

にはどうすればよいか。

(8）教官の実践行動が学生のしつけをゆがめたり、

妨げたりすることがある場合それをどうするか。

(9）最後の教育においては意志のたんれんという部

面が欠けているが、之をしつけにおいてどのよう

に具現するか。

等があげられる。 上の項目の中で、 最も問題とな

り、又今日の教官が戸惑いを感じていることは「し

つけとは何か」 「新教育でしつけはどの程度にして

よいのか」ということであり、従って又その戸惑い

から来た各教官のしつけに対する考え方、方法のズ

レ、であろう。しつけとは何か。又それが新教育lζ

おいても、なさるべきものであることについては前

項、 「しつけの意義」において既にのべた。

此処では教官聞のズレ、不統ーについて考えよ

う。学校教育が多数の教官の力の総結集によってな

されている今日、それが精神陶治にしろ、形式陶治

にしろ、同一学校内の各教官の歩調が揃わないこと

は、確かに大きな欠陥となり、その効果が大きく減

殺される。併し乍らしつけ教育の場合、殊に具体的

な問題になると、現状では各教官の聞に相当大きな

ズレがある乙とを認めないわけには行かなし可。例え

ば学生が教官に対して挨拶する場合でも1帽子をとっ

ておじぎをするのと、 l帽子を冠ったままおじぎする

のとどちらがよいか悪いか。冬になって高専生がマ

フラーを使用するのに対して禁止するか、許可する

か。オーバーの色を黒や紺に統一するかしないか、

4年生以上は替ズボン、無帽を許すか、大学生なみ

にとりあっかうか、等々論義しはじめるとなかなか

やかましい。極端に言えば、挨拶の場合帽子を冠っ

たままであろうと、ポケットに手を入れたままであ

ろうと相手を敬う心さえあれば形はどうでもよいで

はなし1かと言うことになり、そうなると形式陶治と

かしつけと言うことは顧みる必要もないと言う乙と

になる。上の事は一例であるけれどもこれに似たよ

うな考え方のズレは到る処に転がって居り、或教官

はしつけをやかましく言い、他の教官はルーズにし

て、聞にはさまれた学生は進退居住に迷ったり、更

に教官不信の念を抱いたりするようになって不幸な

のは学生である。我々が教育効果を期待しようとす

る限り、此の様な教官聞のズレをなくさねばならな

し、。

さてしつけに関して考え方のズレが起るのは主と

して行動、外形に関する方法なり程度の問題であろ

う。所で例えば礼儀とか、言葉使いとか、規律とか

に関して具体的な行動の基準を定める場合に平均規

範と価値規範（九大池田数好教授の話）とがある。

平均規範と言うのは、大多数の人が正しいとして行

っていることを規準とする乙とである。例えば葬式

の場では高笑いしてはし1けないというような乙とで

も、本質的に言えば会葬者の皆が必ずしも悲しんで

いるわけではないかもしれないが、乙んな時に悲し

い表情をするのが平均規範であって、それに反する

のは礼儀でないと言うことになり、そこから一つの

基準が出来ているわけである。所謂i世間的な礼儀と

か公衆道徳とかは、このような統計的な規範の上に

立って定められたものが多い。

ポケットに手を入れたままおじぎしたって構わな

いではないかという考えは、葬式の会場でおかしい



ことがあったら高笑いする乙とが何が悪いと言うの

と同じである。

次に価値規範とは「斯くあるべきである」とそれ

ぞれの立場から定められてく るものである。

「心身の鍛練をするべきである」とか 「質素にすべ

きである」とかいう価値の標準がきめられて来た

ら、そこから若人にはマフラーはつけさせない方が

ょいとか、華美ゼイタクを防止するために紺、黒色

のオーバーに統一する方がょいというような服装の

基準がきめられて来る。乙の価値規範による場合に

特lζ教育の使命が大きく存在するものであろう。

しつけの具体的方法論に関する教官聞の考え方の

ズレがあると言う のも、つまると乙ろは教官が学生

の行動基準について、平均価値両規範によって統ー

した基準を考えようと しない所に原因があるのでは

ないだろうか。

（イ） 集団行動規律化のしつけ

学生が学校という集団、ホーム・ノレームという

集団の中に生活している限り、秩序ある行動をと

らねばならないことは言うまでもない。然るに戦

後の集団行動は余りにも無秩序不規律であった。

私はいつも学生には次の事を言っている。

(1）集合区長時間を要したり、整列がうまく出来

ない乙とは、皆がお互に迷惑することであり時

間のロスとなる。

(2）行動が適確迅速でないことは仕事の能率が上

らないし、又不確実な結果を生む。

(3）不慮の災害 （例えば学校火災、修学旅行時の

交通事故、その他）に出遭った時、規律ある集

団行動が出来ていなければ、必要以上に被害を

受ける。

（ロ）勤労に対するしつけ

新しし‘社会が労働尊重を主張しながら、高専で

は勤労に関する実践指導は余り行われていない。

此点戦前のアノレバイトシューノレとか、戦時の勤労

奉仕作業が目的は別として実践の点でははるかに

すぐれていた。近代社会が労働を益々要求して行

くのに対して、 学校教育ではなぜ等問視されてい

るのであろうか。

今日の高専における勤労指導と言えば、先ず教

室の掃除程度である。それも満足に行われている

とは限らない。

（方針）

(1）学生に勤労の喜びを感じさせねばならない。

戦時の勤労奉仕のように上からおしつけて、説

教的lζ勤労愛を説いても駄目である。勤労の結

果が形にあらわれ、それが学生の身近な場所、
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時にはその甲斐があったと喜びを感ずる作業を

しなければならない。

(2）全校生すべてが作業に従事するけれども、ホ

ーム・ノレーム単位に作業の内容や、方法を考え

る乙と。高学年から卒先するとと。

おわりに

高専ホーム・ノレームの経営の実施状況は全般的に見

て、必ずしも望ましい段階にあるものではないと思

う。特lζ高校に比べると、可成り遜色があるといわ

れでも弁解の余地はないようだ。乙れは高専の教官が

熱意がたらないからであろうか。 私は必ずしもそうで

あるとは思わない。 高専教育の特異性に由来するもの

と思う。はじめに述べた通り教官編成が異なり、高校

でもない大学でもない。前に道なく 後lζ道が出来る現

状である。高校より出向された教官は経験と努力によ

り一層の成果がある。他教官は経験も指導も日浅きた

め比むを得ないと思う。 しかし学校にある以上ホー

ム・ノレームの担任になったら自分の専門の研究ととも

に、クラスに情熱を持ち格段の研究実践を行う熱意を

持ち好成績を納めたい。

一面の特異性をあげたが勿論これ等が高専教育本来

の目的にすべて適うものであるかどうかと言うことは

別問題である。現状では乙れ等の特異性のために高専

ホーム・ノレーム経営に非常にむつかしさがあることを

指摘しているのである。しかし困難点があるからと言

ってホーム・ ノレームの経営が軽視されても仕方がない

と言う理由にはならない。むしろ幾多の障害があるか

らこそ、逆に高専ではホーム・ノレーム経営、ひいては

生活指導に一層の努力がなされねばならないだろう。

ある面で教官の熱意と努力が大きいにも拘わらずホ

ーム・ jレームの運営がうまく出来ないことである。特

lζ長時の運営について此の傾向がある。此の場合忘れ

がちな事はホーム・ノレームの学生がホーム・ノレームの

意義、長時の価値をどれだけ認識しているかと言う点

に関する考察と処置とである。新入生lζ対して中学校

でどのような体験をして来たかを調査した所学校や

学級によってまちまちであり、而も案外に放任、無意

味なホーム・ ノレームを体験したものもあった。

最後に教科指導と生活指導との調和は完全に一致さ

れねばならない事は言うまでもないが、両者の調和を

どのようにしてはかつて行くかが非常に問題としてと

り上げられ、実践されて行かなければホーム・ノレーノレ

経営の振興も期し難い。記述は抽象的、理論的な問題

には触れないで専ら実践方法に関して問題点となる事

について、私が高校17年高専4年にわたって研究し実

行して来た事柄を中心にまとめたものである。
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新単位“AVON”の提唱

（モ ノレ概念の明確化 と統 一〉

樋口

佐々 木

大

英

成

人

New Unit “AVON”instead of Troublesome “MOLE" 

Hiroshige Higuchi and Hideto Sasaki 

There are similar chemical terms; mole, gram-atom, gram-molecule, gram-ion etc. Do they 

represent the units of number, or of weight, or of volume or of quantity of electricity? 

Among these units, is gram-molecule the only synonym for mole? Are gram-icn and gram 

-atom also the same with or different from mole? To find out the answer to these ques-

tions, we made a thorough investigation in many chemistry books published in Japan, 

Europe and U. S. A. After all, we could not find a solution, but were in a dilemma. It 

nevertheless makes us anxious that this is very serious both from an educational and from 

a scientific standpoint. In conclusion, we suppose there is no way for the solution of this 

confusion but to create a new unit“AVON" as the unit of number in chmistry. That is, 

one avon equals 6, 02252×1Q23. 

1. モル概念の混乱の状態

著者の一人は、かつて、化学教育誌（日本化学会、

化学教育委員会編〉において、 高等学校39年度用、化

学Bの教科書に記述されているモル概念を引用して批

判したことがある。①今、 乙こにもう一度その中のど

く一部を引用して、グラム原子とか、モノレという言葉が

駕くほど乱れた状態で用いられているととを指摘する

ととからこの論文を書き始めよう。以下、 A、B…と

あるのは、高等学校検定教科書からの引用である。

RA (40. 41. 42ページ〉

化学反応をとり扱う ときは、原子や分子の数で表わ

すのがよいことはあきらかであるが、乙れらの数その

ままでは多すぎる。そこで 12個を 1ダース、144個を

1グロスというように129の12c原子の数N （アボガ

ドロ数、実験によれば6.02×1023）を使い、 N個の原

子、あるいはN個の分子をそれぞれ物質の量を表わす

単位とする。すなわち、N個の分子（原子、イ オン）か

らなる物質を 1グラム分子（グラム原子、グラムイオ

ン）の物質という。1グラム分子を 1モノレともいう。

③B (18.19ページ〉

原子量をグラム単位で表わすと、 実用上便利であ

る。たとえばHは水素の 1gを、 0は酸素の169を表

わすことにする。 乙の量をそれぞれの 1［｝原子とよ

ぷ。 イオンの場合にも、Na＋の239、あるいは Clーの

35. 5 9をそれぞれの1グラムイオンという。同様に、

分子量にグラムをつけたものを 1グラム分子、式量lζ

グラムをつけたものを 1グラム式量という。1グラム

分子、または1グラム式量のことを 1モノレという。

cC (53. 55. 61ページ）

原子量を表わす数値に相当する質量をグラム単位で

表わしたものを 1グラム原子という。分子量を表わす

数値lζ相当する質量（グラム単位〉 を1グラム分子と

いう。 （中略〉各物質の1グラム原子あるいは1グラ

ム分子の中には、それぞれ同数の分子が含まれている

が、その数はいくらであろうか。乙の問題はいろいろ

な方法によって研究されたが、その結果、概数として

6×1Q23という数が得られた。（中略〉われわれはこと

で、アヴォガードロ定数6×1Q23個の原子の集団、あ

るいは分子の集団を 1モノレとよぷ乙とにする。つま

り、1モノレは分子については 1グラム分子に当たり、

原子についてはグラム原子に当たる。（後略〉

著者は、以上 のような例を8種の教科書から引用

し、ここに再び挙げた乙の3種からでもうかがえるよ

うに、次のようにまとめた。

1. 1グラム分子を 1モノレともいうもの

1グラム分子と 1モノレとは迷うもの

7種

1麗
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2. 1グラム分子や1グラム原子などが数の

単位らしい筆法になっているもの 2程

質量の単位ら しい筆法になっているもの 6種

3. グラムイオンというのが数の単位であるものが3

種、質量の単位らしいのが5種。しかし、この中

には、グラム原子やグラム分子が質量の単位とし

て使つであるのに、同じ教科書でグラムイオンだ

けは数の単位として使つであるものや、この逆の

場合のものもある。

著者の論文に対し、やはり化学教育誌で岩崎氏⑤は、

著者の論旨に更に批判を加えられながら、その中で著

者が引用しなかった、ある種の化学Bの教科書を引用

しておられる。それは次のとおりである。

RD (12. 13. 16. 35ページ〉

それぞれの元素の原子量にグラムをつけた量を、そ

の元素のグラム原子とよぷ。

ある化合物の分子量または式量にグラムをつけた量

をその化合物のグラム分子またはグラム式量という。

（脚注として「グラム分子のととをモノレともいうが、

グラム式量もモノレということがある」という記載があ

る〉 （後略〉

岩崎氏は、著者が引用したものをも含めて10書のう

ち、乙れがもっともひどい。モノレは化合物にだけ使い、

単体には使わないのだろうか、と指摘しておられる。

岩崎氏は、同誌において、結局は 「モノレの dimension

は何なのか」と厳しく追求された。

乙のモノレの概念を少例ではあるが欧米に求めてみ

る。

①化学工一一一アメリ力一一

記号 Cuは、単休中と化合物とをとわず、銅元素を

表わすのに用いられる。乙の記号は同時に銅の一定量

（中略）その中でも特に、1グラム原子量 gram-atom

すなわち銅の63.54 gの意味で使う乙とが多い。同様

に化学式 CuS04・5H20は、 （中略〉その中でも特

に、1グラム化学式量 gram-formulaweight 249. 69 

9の意味で用いられることが多い。

1モノレ moleとは、分子量をグラムで表わしたもの

と等しい物質の量である。もしある物質に対して書い

た化学式が正しい化学式である乙とがわかっていれ

ば、化学式量と分子量とは一致し、モノレとグラム化学

式量とは一致する。

アボガドロ数 Avogardro’S number N は炭素1g 

原子中の炭素原子数であると定義される。乙れが同時

に、あらゆる元素1g原子中の原子数となり、またあ

らゆる物質1モノレ中の分子数にあたることはいうまで

もない。

電子1モノレ （アボガドロ数個の電子〉 の電荷の大き

さは、96,500クローンである。 （同頁問題解説中の引

用一一著者ー一一〉電解槽を通る電子1モノレがナトリウ

ム原子1モノレをつくる。電子1モノレは1ファラデーで

あり、ナトリウム原子1モノレはナトリウム 1g原子、

すなわち23.00Pである。

③CBA－ーアメリカー一一

化学者は、原子の相対的な数を示すのに、しばしば

アボガドロ数個の原子の倍数を用いる。ある物質がア

ボガドロ数個だけの構造単位を含んでいるとき、その

質量をその物質の 1モノレという。 （中略） 1モノレとは

正確にはかった32gの酸素中に含まれている分子数と

同数の構造単位を含む物質の質量である。

＠ケムス化学一一一アメリカ一一

パン屋はビスケッ トをダースでかぞえる。 （中l略〉

化学者たちはどうしてモノレで数えるのだろうか。 6.02

×1Q23という変な数をえらんだのはなぜだろうか。な

ぜ化学者はもっとわかりやすい数、たとえば1億を単

位にえらばなかったのだろうか。乙れには理由があ

る。化学者は容易に、かつ高い精度で測定しうる量に

もとづいて規定する習慣がある。かぞえるべき粒子が

非常にたく さんある場合には、数をかぞえるよりも、

重量をはかるほうが容易である。それで、化学者はモ

ノレを定義するのに、粒子の数でなく、ある適当な重量

をえらんで、それを基礎にしたのである。 19世紀の聞

に化学者は、ちょうど329の酸素中に含まれる分子の

数を標準の数にしようと決めた。したがってこれにも

とずいて定義すれば、 1モノレとはちょうど酸素32g中

に含まれる酸素分子の数である。

モノレの意義は、重量よりも、上記の粒子の数と関連

づけるのが一番便利である。この数はその後の研究に

よって6.02×1Q23であることが知られ、アボガドロ数

とよばれるようになった。 （中略〉

実際的な目的のために、原子1モノレの重量は重要な

値であって、これを原子量という。 （中略） 次に化合

物について考えてみよう。この場合も、化学者にとっ

て有用な数は、分子1モノレの重量である。乙の重量を

分子量という。

⑬College Chemistry一一ーアメリ力ー一一

重量がg単位でその分子量に等しい物質の量は、そ

の物質の1グラム分子または 1モノレと呼ばれる。

1グラム原子、あるいは 1グラム原子量というの

は、原子量単位で表わす原子の重量の数値にPをつけ

ただけの元素の重量である。

＠初等化学E一一ーソビエト一一一

ある元素について、その原子量の値と等しいグラム

量を1グラム原子という。 （中略）物質の分子量と等



しい値のグラム量を、乙の物質の1グラム分子あるい

は1モノレという。 （中略）すべての気体について、 標

準状態において1モノレが占める体積を、乙の気体の 1

グラム分子容という。すべての気体の 1グラム分子容

は、ほぼ等しく 、22.4£である。

⑫無機化学一一ドイ ツ一一

原子にはグラム原子を採用する。また化合物にはこ

れに対応してグラム分子を用い、簡単にはモルとい

う。しかし、分子の存在しない結品 （例 A1203）など

では分子量ではなく式量とすべきで、これもまた簡単

にはモノレと表わす。 （著者訳〕

⑬化学一一フランス一一

元素であれ、純物質であれ、モ ノレは常に実際の原

子、あるいは分子の同数個Nを含んでいる。一般に、

ある元素のモノレ質量 （著者註、lamasse molaire）を

Pで表わせば数値的に原子量に等しい。純物質のモノレ

（その化学式で示された）は、乙の物質のN個の分子

の集団を示し、それに対応する質量がモノレ質量であ

り、ふつう、 Mで表わされる。結論として、モノレなる

語は、N個の粒子の集団を示す。 〔なお二つの例題が

あるのでこれを示す。著者註〕

例題の1 H2S04のモノレ質量Mを計算せよ

答 M=l×2十32×1十16×4=98 r; 

例題の2 CのP原子量は12.0である。

〔著者訳〕

このように、 7書にわたって外国の化学の教科書と

して用いられているものを挙げてみたが、 挙 げるほ

ど、読むほどにくい違い、混乱と、その著者達の我田

引水が自についた。特にBl用しなかったが、イオンに

ついては、イ オンの1モノレという表現がいつの聞にや

ら導入されているのがふつうであった。そして、反而

グラムイオンという言葉は用いられていないようだ。

それに、前の方に、モノレはグラム分子の言いかえだ、

と説明してありながら、いつの聞にか、グラムイオン

に相当するものにモノレをつけるという責任のなさが目

立った。また、それでは、グラム原子をモノレと言し1か

えていいのか悪いのかの疑問も残ったままである。一

方、CB Aやケムスでは、グラム分子やグラム原子と

いう用語は抹殺されモノレ一本になっている。それにし

ても、ケムスのように（乙れは日本の教科書にもよく

見られるが〉モノレという概念の発生と定義とを一緒に

書乙う とするため、数の単位なのやら重さの単位なの

やら、読んでいてわからなくなるものがある。

とにかく、著者らが、日本の高校の教科書で受けた

困惑が、外国の本を見ることによって、いよいよ深み

に陥ってしまった。
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2. 混乱の集約と、その改善の方向

結局、これらの混乱を要約すれば、次の四点にある

のである。

第ーに単位上の混乱である。ある時は質量の、また

体積の、または個数の、あるいは電気量の単位として

抵抗なく用いられる習慣がついているc たとえば、次

の表現に誰でも抵抗を感じないほど不感症になっては

いないか？

酸素分子の 1モノレは6×1Q23個の 02分子の集団で

ある。

水素ガスの1モノレは2gである。

酸素ガスの 1モノレは標準状態で22.4£である。

電子の1モノレは 1ファラデーである。 （上記文献⑦

より引用〉

第二に定義上の多義性である。まとめると次のよう

なと とになる。

1. 1モノレという語が一義的に1グラム分子の言い

かえに限定して用いられている場合。

2. 多義的lζ1グラム原子、1グラムイ オンなどを

も原子のlモノレ、イオンの 1モノレと使われている

場合。および、原子には 1モノレを使っていない場

合。

3. 電子のN個、陽子のN個にも、それぞれの 1モ

ノレと用いる場合。

4. グラム分子、グラム原子、グラムイオンという

言葉をすでに廃止し、モノレ一本に用いられている

場合。

など。

第三に単位上の混乱と、定義上の多義性の聞の錯綜

がある。た とえば、 1モノレは数の単位、1グラム分

子、1グラム原子は質量の単位として使われている場

合などが乙れに当たる。

第四に定義の説明にアポガド口数導入のプロセスを

混合したために起る混乱である。

しかも、困ったことに、化学の基礎であり、化学の

初心者がはじめて勉強する分野にこのくい遠いがある

ところに、 教育的に大きな問題があるわけである。

以下、著者らは、この混乱を示す身近な例を四つほ

ど挙げ、上述の不合理がどこに起るかを指摘してみ

る。最も多く書かれている定義として「 1グラム分子

の乙とを 1モルともいう」式の教科書を持っている学

生の身になってみよう。

凶大学の教授が次のような入試問題を出すことに、

何らの抵抗は感じないのは当然であるが、

過マンガン酸カ リウム 1グラム分子によってちょ

うど酸化される第一鉄イオンのモjレ数はいくらか
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(37年九州大学）

これなど、第一鉄イオンのグラムイオン数としなけれ

ば教科書流の説明に反するわけで、 教科書流でいえ

ば、過マンガン酸カリウムの方をこそ優先的に1モJレ

と言ってもらわないと、マジメな高校生が困惑するの

である。

(B) 化学反応式中の化学式の係数は反応し合うモノレ数

比を示す、としてふつう説明されている。しかし、

炭素の燃焼のような場合には

c + 02一一ぅ C02
1グラ 1モノレ 1モノレ
ム原子

となるから、上の説明は不備になる。乙れは、この文

を読んで下さる方々から見れば、ささいな挙げ足とり

と思われるかも知れないが、学生の身になり、また、

その教科書を持って授業している教師にとっては、無

用な苦労をするところである。

(C) 1価の弱酸 HAcが、ある濃度、温度において、 電

離度0.1であるとすれば、乙の弱酸の1モノレIf溶液

1 .e中にある全粒子数をどう表現すればよいか考え
てみよう。

HAc ~ H+ + Ac-
1-0.1 0.1グラム 0.1グラム
モノレ イオン イオン

上式より、合計 「0.9モノレと0.2グラムイオン」と答え

るととがこの場合正確になる。これは、ふつう 1.1モ

ノレと言い、 かっそう言わないと、凝固点降下のときな

どの問題では繁雑乙の上もない。

（到 もう一つ重要な問題がある。次のようなアイマイ

な表現が平然と適用してはいないだろうか。

硫酸は2塩基酸だから 9%=49gが1グラム当量

である。一般に1モノレを当量数で割れば1グラム

当量になる。一方、硫酸の 1モノレは2グラ ム当量

である。一般に、1モノレに当量数を乗ずればその

グラム当量数になる。

一体、当量数をかけるのか、割るのか？

ζれらの混乱は、教師や学生にとって、わからせに

くく 、わかりにくい、というだけでは済まされない。

単に教育的でないばかりでなく、学聞的にも、同一用

語が単位上および定義上混乱していることは許容でき

るものではない。乙乙で、著者らは、これらのすべて

の混乱を一挙に整理統一するととができないものかと

考えて、次の二点に注目した。

(1）単位として、数の単位なのか、質量の単位なの

か、体積の単位なのか、 電気量の単位なのかを明

確にすべきものを用いる乙と。

(2）定義の多義性をなくすために、グラム原子、グ

ラム分子、グラムイオン等の用語の一切を廃止

し、さらに、特に強調したいととは、分子を想像

させるような紛らわしい、モノレ、という用語も思

い切って抹殺し、全く別の単位を用いること。

乙の立場より、全く新らしい単位をこ乙に提唱するも

のである。

3. 新単位“AVON”の提唱

(1) 数の単位 12個をもって1ダース、144個をもっ

て1グロスというように、その対象のいかんを問わ

ず、純粋に数の単位として、 6.02252×IQ23個をも

って1Avon（アポン〉と称する。乙れは生ヱgadro's

numberを記念して採ったものである。鉛筆の 1

Avon，星の 1Avon，分子の 1Avonという数え方を

し単位として A の記号を用いる。

(2）質量の単位 炭素原子がlAだけ集合すれば約12

fl lとなり、酸素分子、硫酸イオンがlAだけ集合す

れば、それぞれ32g、96.9になる。これらの質量

は、各粒子のlAの集合体の質量だから、それぞれ

の 1Avon mass （アポン質量〉と称し、 単位とし

て AMの記号を用いる。

〔例〕炭素原子のlAMは12fl、2AMは24{}

酸素原子の lAMは16g、2AMは32fl 

酸素分子の lAMは32g 

硫酸イオンの lAMは96.9

(3）体積の単位 アボガドロの法則によれば、気体

（理想気体〉は何であれ、 lAの分子が集合すれば

標準状態で22.4£になる。この lAが占める気体分

子の体積については 1Avon volume （アポン容）

と称し、 単位として AVの記号を用いる。

（例〕気体の lAVは標準状態で22.4lであり、2AV

は0。C、2気圧で22.4£である。

(4) 電気量の単位 電子、陽子、 1価の陽イオン、 1

価の陰イオンがlAだけ集合したときに有する電気

量を 1Avon quantity of electricity （アポン電気

量）と称し、単位として AQの記号を用いる。

〔例〕電子の lAQは1ファラデーである。

陽子の lAQは1ファラデーである。

Ag＋の lAQは1ファラデーである。

cu2＋の 1AQは2ファラデーである。

Al3＋の lAQは3ファラデFーである。

このように定義すれば、さきにあげた凶……闘の場

合の繁雑さは一挙に解決される。 すなわち

凶 KMn04のlAは、 Fe2＋のSAを酸化する。

~B）反応式の係数は、反応し合う Avon 数比を示す、

われわれは、各物質のlA、2Aを、 lAMやlAV

iζ換算するのは容易で、反応量の計算はこれによっ

てできる。
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1A=(6.02252±0. 00028）×1Q23 

lAのO原子、 8Aの電子と 8Aの
陽子
O原子より 2Aだけ電子が多く、
lAQは2Faraday 

lAの分子は2Aの原子よりなる

IAのC原子、 2AのO原子よりな
る

lAのNa+,1 AQは1Faraday 

-= ..rn. 

lA に関するの諸量

諾るす関物

酸

表 1.

化学式

。
02』

02 

C02 

lAのNa原子

lAのNa＋と lAのC「よりなるイ
オン結晶

2AのNa＋と lAのS042-

Na+ 

NaCl 

Na2S04 

lAのP、lAQは1Faraday 1う

lAのe－、 lAQは1Faraday 

lAのn.

2AのC、4AのH原子よりなり、
lAのC=Cを含む
4AのC、6AのH原子よりなり、
2仏の C=Cを含む

Na 

e 

C2H会

n 

子

二酸化炭 素

子

酸 素 イオン

名

原

分

質

素

素

物

酸

ナトリウム原子

塩化ナトリウム

硫酸ナトリウム

陽

R宰5

OE!. 

子

ンレ

性

チ

中

コ二

いていっている。また「1モノレは2グラム当量だ」と

いうときには、モノレ数、グラム当量数を指している。

そとで、 1モJレの有する質量のととを 1Avon mass 

と改めたように、従来の1グラム当量の有する質量の

ことを 1Equivalent mass （当量質量〉と称し、単位

として eqMを用いることを提唱する。また、当量数

を eqNoとして示すならば、 これによって「2価の

酸では1モノレの半分が1グラム当量だ」というアイマ

イな表現にかわって「eqNo=2の酸では lAMの半

分が leqMだ」となり単位が明確になる。

lAM 
eqNo=2のとき、 leqM＝一三ー

または 1AM=2e~M 

. 98 
硫酸では1eqM=2 =49 rJまたは98r; =2×49 9 

ブタジエン

(C）粒子数は l.lA

（副 さきの文で「1モノレを当量数で割れば」といった

ときの1モノレはlAMを指している。 「lAMを当

量数で割れば」と単位を明らかlとすれば解決する。

また「1モノレに当量数を乗ずれば」といったときの

1モノレは従来のモノレ数、すなわち Avon mass(es) 

の数を指している。

Lンの主IlAM l（~~：i l 
I 16 i 16 9 I - I 
I 16 i 16 u I - I 
I 32 I 32 u I 22. u I 
¥ 44 I 44 9 I 22. u I 

I 23 I 23 r; I - I 

I 23 I 23 u I - I 
J 58. 5 I 58. 5 u 1 - I 

I 142 i 142 9 I - 1 

I 1 I 1 g I - I 

｜高 ｜合a9I - I 
I 1 I 1 g I - I 

1 2s I 2s ff I 22. u I 

6 I 54 I 54 g I 22. u 1 

“AVON”の導入にともなう、従前の

諸単位の整理と、新提案

4. 

4. 1 グラム当量の改善

グラム当量という語も、単位がはっきりしないまま

用いられてきた。われわれが不用意に「1モノレの半分

が 1グラム当量だ」というときには、ともに質量につ

AMと eqMの関係、表 2.

応

S+02一一ぅS02

2 S+3 02一一う2S03

HaP04~3 H++P043-

Ca(OH)2~Ca2++2 OH-

NaaP04~ 3 Na++P043-

Cu2++ 2 e－一一ぅCu

Mn04-+8H++5e－→Mn2++4H20 

Sn2＋ー→Sn4++2 e- ! 

反lAM 

32 9 

32 g 

98 g 

74 g 

164 g 

63. 5 [} 

158 g 

190 9 

例

s 
s 
HaP04 

Ca(OH)2 

NaaP04 

Cu2+ 

KMn04 

SnCl2 

素

素

基

醐

剤

剤

一

酸

塩

析

化

元

一

元

元

塩

錨

酸

還

一

質物
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この際廃止しなければならない。また、規定度の量記

号はn、単位記号はN、または eqM/lがよいと考え

ている。

それで、たとえば、H2S04を989含んでいる希硫

酸 1.eの濃度は次のような表わし方がある。
CH2S04=l AM/ l 

〔H2S04〕＝1AM/l 

1lH2S04=2 N 

1lH2so4二 2eqM/l 

その他の用語への髭響

以上に関連し、 従来モノレや当量を用いて表現してい

た諸事項に影響を与えることはたくさんあるわけであ

るが、すべてよい方向に改善されると考えられる。一

例として、 「分子熱」などという言葉がある。 乙れは

比熱に分子量をかけたものである。すなわち、物質の

1アボン（従来いう 1モノレ〉を1。Cだけ上げるのに必要

な熱量をいうが、分子熱という言葉は乙の意味がよく

通じない。ま して、この分子熱の単位は cal/deg,mole

である乙とが通じにくい。 これに対し、 分子熱をアボ

ン熱と変えれば大へんはっきり してくると思う。乙の

ように変える用語を列挙すれば

定容分子熱－→定容アポン熱

定 圧 分子熱一→定圧アポン熱

モノレ凝固点降下一一＞アポン凝固点降下

モノレ沸点上昇一→アポン沸点上昇

モノレ分率一一＞アポン分率

当量導電率一一〉当量質量導電率

これらの用語を見ると、アボン、すなわち、粒子の

数に支配されている点が極めて明確ではないか。従来

のモjレの単位が不明確のまま用いられていたのに対

し、 アボンは、数の単位以外の何物でもないのであ

る。束一的性質の表現には極めて都合よく 、いささか

のアイマイ さをも残さない。

以上、従来大へん混乱しているモjレ概念の、単位

上、定義上の整理と統ーを目標とした試案として新単

位 “Avon”を提案したが、化学教育界ならびに化学

工業界諸賢の御批判、御検討を切に望んでやまないし

だいである。

献

11. )1伝3.p. 353(1963) 

p.354 

p.354 

p.355 

12. JVci. 1. p. 101(1964) 

p.103 

4. 3 

文用

樋口大成〔化学教育〕

岩崎精治〔化学教育〕

’F 

ヨl

①

②

③

④

⑤

⑤

 

Avon massおよび Equivalentmass導入にしたが

って、従来のモノレ濃度および規定度も当然次のように

改められるべき部分を生ずる。

(1) モノレ濃度は Avon濃度 （アポン濃度）とすべき

であり、容量モノレ濃度に対しては volumeA vonity 

（容量アボニティ〉、重量モノレ濃度に対してはweight

Avonity（重量アボニティ〉を用い、従来の Molarity

および Molalityは廃止する。

容量アボニティの定義は 、溶液1.e当りに含まれ
る溶質の Avonmassesの数、重量アボニティの

定義は、溶媒1Kfllと溶かされている溶質の Avon

massesの数、である。さらに、従来からの習慣の

ように、単に Avonityといえば、 容量アボニティ

を指してもよいであろう。

(2）規定度は従来どう りNormalityを用いるが、ト溶

液1.e当りに含まれる溶質の Equivalentmasses 
の数、をもって規定度とする。

%ぞ

ついでながら、規定度に関する量記号と単位記号に

ついての混乱を指摘する。 他の量に関しては、 わりあ

い一定していて、 たとえば、体積は V、に その単位

は2、ml、ccなど、また重量はW、W、 その単位は
P、K夕、tなど、長さはL、人 その単位はm、cmなど

であり、Vt、WP、Lemと表わす。それに対し、 規

定度の量記号にn、N、また単位記号にも n、Nが用

いられている。しかもひどいことに、一つの本（同一

著者〉の中に 「……をN規定と定義する」と書かれた

そのすぐあとに 「6N塩酸を用い……」と書いてある

式のものが大へん多く目立つのである。乙れで は、

Lemの形で表わすならばNN になってしまうではない

か。またL=6cm式に表現しようとするときはN=6N

になる。乙れでは自の錯覚を起し、 両辺からNを消去

して、 1=6になりかねない。

しかし、習慣として、規定度の量記号にも、単位記

号にも nまたはNをそのまま使うのが望ましいならば

規定度の量記号は n 

規定度の単位記号は N 

などをもって、万国統一すべきであると思う。

※ 

今著者らは、容量アボニティの量記号については

c、 または〔 〕を用い、その単位記号を AM/lと

し、重量アボニティの量記号についてはmを用い、そ

の単位記号を AM/Kflsolventとすべきだという考え

をもっている。できるだけ従来の習慣を保存したいの

である。が、従来の容量モノレ濃度の単位記号のMは、

モ）（，濃度および規定度についての新解釈4. 2 
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Lattice Vibration of Two-Dimensional 

Triangle Lattice 1. 

Tatsuro Nagata 

Exact solutions for particular cases of the two-dimensional lattice have been given by Montroll and 

by Bowers and Rosenstock. We adopt the two-dimensional lattice, and the force constants for nearest 

and next-nearest neighbors areαand γ，respectively. We assume that there are only central forces 

acting between the particles. The equation of lattice are proposed and shown. The distribution function 

of frequency will show in next paper. 

1. Introduction 

The heat transport by lattice waves in solids is governed by the anharmonicities of the lattice forces 

(which are also responsible for thermal expansion), by the various imperfections of the crystal lattice, and 

by the external boundaries.1) Moreover, in the case of metallic and semimettallic solids, the lattice compo-

nent of thermal conduction is also governed by the free electrons. Not only may many different factors 

influence the thermal conductivity, but the processes which provide the principal sources of thermal resis-

tance may vary from one material to another. In fact they may vary in different temperature regions in any 

one material. Thus the phenomenon of thermal conduction by lattice waves offers great diversity and pro-

vides an interesting field of study, both from a fundamental point of view, in which one desires to attain 

agreement between observation and the theoretical concepts. 

The lattice thermal conductivity of metals is known to vary rapidly with impurity content at low 

temperatures. For these phenomena, we have the theory developed by Pippard 2〕 forthe dependence of 

the electron-phonon interaction on the electronic mean free path. 

The theory has been used previously by Zimmerman 3) to describe the lattice conductivity of silver 

alloys with high residual resistivities. He made the assumption that the interaction of the transverse modes 

with the conduction electrons is the same as that of the longitudinal modes. Lindenfeld and Pennebaker 4〕

assumed instead that the transverse and logitudinal modes interact with the electrons nearly independently 

of one another. They obtained good agreement between theory and experiment, leading to the conclusion 

that in the purer specimens the conductivity is predominantly due to the transverse modes. 

A knowledge of the phonon frequency distribution g（ν） of crystals is of fundamental importance in 

determining many of their thermal and electrical properties. The experimental determination of g(v) is 

rather difficult and has been carried out only for a few metals like vanadium and nickel by thc incoherent 

thermal neutron scattering experiments. Most of the theoretical calculations of g (v) have been done using 

the force-constant models of lattice dynamics and the most general one is the "tensor-face model'’due to 

Born and Begbie 5) and Born and Huang. 6) 

Jacobsen 7〕andWalkers) have made a detailed study of the diffuse scattering of X-rays by single 

crystals of copper and aluminum, respectively, and have obtaind the dispersion curves along the three high 

-symmetry directions 〔100〕，〔110〕， and〔111〕inthe reciprocal crystal space. 

Peierls 9〕 treatedthe effect of terms anharmonic in the interchange of energy between lattice waves, 

and, by quan:izing the lattice waves, extended the theory to low temperatures. He derived that processes 

arising from the anharmonicity and not consnving quasi-momentum, namely the “umklapp”processes, 

contribute a term to the thermal resistance which is proportional to T at high temperatures, but which 

decreases exponentially at low temperatures 
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2. Normal Modes of a Lattice 

The atoms in a crystal vibrate about equilibrium positions which are arranged in a regular lattice. 

However, the atoms are not bound to their equilibrium sites, but to the neighboring atoms. Consequently, 

individual atoms do not vibrate independently, their vibrations are strongly coupled. The formulation and 

solution of this dynamical problem has been fully reviewed elsewhere (see, for example, Born and Geoppert 

~Mayer,10〕 Born and Hung,m or Blackman12)). A solution can be foud in terms of traveling waves, which 

are the normal modes of vibration of a crystal lattice, provided the lattice is perfect and provided the forces 

are harmonic, that is provided the forces acting between pairs of atoms are propotional to their relative 

displacement. Real crystals are not perfect. If the devitions are small, they can be treated by perturbation 

theory. 

The force most commonly used is the " central force ”. This is assumed to act only along the line 

joining two neighbors. and is, in this sense, a“radial force ". The mechanical analogy is a spring whose 

restoring force is propotional to the change in length of the spring and is independent of the angular devia-

tion of the spring from the line connecting the two atoms. A second type of force is one which depends 

on the angle which the line joining the moving atoms makes with the equilibrium position of the line. A 

third type of force is a so-called “volume forceぺwhicharises from the elasticity of the free electron gas. 
The particle, whose equations of motion we wish to formulate, is located at the origin of coordinates. 

We can shift the origin of coordinates to any particle we wish. We now calculate the restoring force on 

particle 0 when there is a relative displacement between it and a neighbor with index n. Let the unit 

vector which indicates the direction of the equilibrium line joining the particles be designated by e11, and 

the corresponding Hooke’s constant by α． 

The two vectors s0 and s11 represent the displacements of the particles 0 and n, respectively, from their 

equilibrinm positions. If s。－871=0,the distance between the particles does not change. However, the 
distance between the particles generally does change, and the component of this change along εnCs。－Sn).
Thus the restoring force acting on 0 due to n is 

Fn＝一α〔εn・(S。－Sn）〕匂．
The solution of the equations of motion are assumed to be plane waves. For a simple Bravais lattice, 

one assumes for the wave an amplitude A, a frequency v and propagation vector k, giving 

u0=A1 eXjう2πivt) 

v0=A2 eXJう2n:ivt ~ 

_ w0=A3 eXJう2πiνt・'

ano u71=A1 exp 2πi （νt-k・sn)) 

Vn=A2 exp 2π.； (vt-k・Sn) ~ 

w0=A3 exρ2ぽi(vt-k・sn) J 

Here Ai, Az, and A3 are the components ot A. This substitution leads to there simultaneous homo-

geneous linear equations in Ai, Az, and A3・ Inorder that not all three componets of A vanish, the 3×3 

determinantal eqation is the “secular equation " which restricts the allowed frequencies. 

The secular equation for the simple Bravais lattice is a cubic equation in v2, giving the frequency 10 

terms of the components of k. The secular equations for a lattice consisting of two interpenetrating lattices 

is a sixth degree equation in v2. 

We have defined g(v) dv as the number of modes having frequencies between v and v十dv.The integral 

J; (v) dv was shown to be the volume in n spase contained in the cons凶 frequencysurface, v =co凶 nt.。
The edgelength is L, and volume V =L3, the effective wavelengths入品入v, and入z. If we write kz=l／入叫

ん＝l／入v,and kz =l／入z,we see thatん， kv,and kz are the components of a vector k, of length 1／入， which

is normal to the wave front. 

Suppose that the coordinate axes are chosen to lie along three intersecting edges of the cube. If we fix 
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our attention on the intercepts of the waves with the cube edge along the x ・axis,we see by analogy with 

the vibrating string that there must be a node at X=O and at x=L, and therefore, that there must be n:r: 

half-waves along the x axis. Hence, 

nx入x/2=L

is the condition determining A.:r;, nx being an integer. Similarly, along the y and z axis, we have 

ny入y/2=L,and nz入z/2=L.

Thus, the integers nx, ny, and nz sre given by 

nx=2L／入x=2Lん

nv=2L／入U=2L k-11 

nz=2 L／入z=2 L kz. 

From the relation 

k2＝ん2十ky2+kz2,

it follows that 

nx2+ny2+nz2=4 L2 k2. 

If we write down the velocity of waves U, we have k=v／以 Consequently,the relation between the 

frequency and quantum numbers 、nx,ny, .and nz is 

nx2+ny2+nz2=4L2 v2/U2. 

Therefore, '} (11) may be defined in the manner 

Vδr4π 
'J (11) ＝了 a;-)。P dw, 

where dw is the elment of solid angle. This equation states that the distribution function per unit volume, 

g(v)/V, is the volume in k space contained between the constant frequency surfaces 11 and 11+d11. 

Exact solutions for particular cases of the two-dimensinal lattice have been given by Montrolll3) and by 

Bowers and Rosenstock.14) 

3. Two-Dim目1sionalTriangle Lattice 

Figure shows the particle (l, m) with its nearest neighbors (l-1, m+l), (l-2, m), (l-l, m-1), (l+l, 

m-1), (!+2, m), (l+l, m+l) and its next-nearest neighbors (l, m+2), (l-3, m+l), (lー3,m-1), (l, m 

-2), (l+3, m-1), (!+3, m+l). We shall assume, with Blackman, that there are only central forces acting 

between the particles. The interatomic distance is a and the force ・constants for nearest and next-nearest 

neighbors are cL and γ，respectively. 

The equation of motion of Lagrange is 

dιJ主＿＼ oL 
一 一－dt ¥ aui.m I δui，市

We suppose which each atom translates verti-

cally for the plane, whose displacement is uim・ We 

have the following equation as a Lagrangian for our 

system. 

噌 N . 噌 N I 

L＝一会－M ~ it2ー＋ cL:E { (ui-2,m-ui,m)2 
よ~ l ，肌＝1z, m :<:: z,11~＝ 1 I 

半（…

• N I 

－~－γ:E { (uz_3,m+1-u1,m)2 
2 z,-11•=1 I 

+(ui m+2一向 U日



Then we have 

AfUl叩 ＝cι｛（ui-2,m-ui,m）ー（U i ,m -U l +2,m) + ( U l-11m+1 -U i ,m）一Cui渦 －Ul+1>m-1)
+(ui+1>m+1-ui,m）一Cui畑 －ul-l1m-1)}

＋γ｛（ui-3,m+1-ui，市〉ー（ui,m-Ui＋・3m-1)+(ui,m+2-ui,m）一（ui,m-ul,m-2)

+(ui+3>m+1-ui，抗）一（ui,m-ul-3,m-1)}

We assume that the solution of the equations ot motion are 

ui,m=C exp 27ti（σ1 la1 ＋σ2 ma2-llt), 

and substituting from this, we find that 
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2n:2ν2 M=Gl {(Iーcos47t ir1 ai) + (1ーcos211:'（σ1 ai-<r2 a2) +(Iーcos27t（σ1 ai ＋σ2 a2))} 

＋γ｛（Iーcos27t(3σ1 ai一σ2a2))+(1一cos27tσ2 a2) +(Iーcos2n:(3σ1a1 ＋σ2 a2))} 

Introducing the abbreviated symbols x=27tσ1 ai, y=27tσ2 a2, and a>=2n'ν，the result can be written as 

M m2=2〔め｛3ーcoszx一cos(x-y）一cos(x+y)}＋γ｛3ーcos(3x-y）ーcosy-cos(3x+y）｝〕．

Let us put M=I, for simplicity, and write down m=W/Wmq,:i;, then we have the equation for 05, whose 

region is from 0 to I. 

For Gl／γ＝O, 

百2＝÷｛3一cos2x一cos(x一y）一cos"
for cι/rY=l/4, 

百2＝去｛15-4cos 2x-4c的－y)-4cos（内〉一cos(3x-y)-cosy一cos（糾y)}
for Gl／’y=2/4, 

百2＝去｛9-2 cos 2x-2cos(xーナ2州 x+y）一州3x-y）一cosy-cos(3川）｝
and for Gl／γ＝3/4, 

a;2＝土12日 cos2x-4cos(x-y)-4cos（川〉ー3叩 x-y）一3cosy-3cos(3川））
34 I 

The curves for various values of m2 are plotted in Fig. 2 to Fig. 5, respectively. 
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3-cos 2x-4cv2 I ry ¥ 
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換え歯車のための電子計算機のプログラムについて

木 村 岡j

A Program of the Electronic Digital Computer for 

Selecting Change Gears 

Gozo Kimura 

Cuttiug screws or wheels by a machine tool requires a certain rotation rotio between 

the two axes, In this case, we generally select four change gears out of those attached to 

the machine. This paper shows a program of the electronic digital computer for selecting 

chang egears. 

まえがき、 筆者はさきに昭和40年3月、機械学会九

州支部の講演会で「電子計算機による換え歯車の選定

法」なる研究を発表したがその後プログラムを改良し

た点もあるので、主としてそのプログラムについて発

表をしたいと思う。なお順序として一応、計算の目的

を簡単に説明する。

工作機械でねじ、ウォームギヤ、 歯車等を削切する

とき、 2軸の聞に特定の回転比を必要とするがこのた

第 I 図

め一般には機械の付属の換え歯車のなかから表によっ

て4個（A、B、C、D）を選んで用いることになっ

ている。然し表にないような比が必要になったとき、

または表にはあっても精度不充分のときは手持の換え

歯車のなかから適当な組合せを探さなければならな

い。これを手計算で求めるのは葉大な労力と時閣の浪

費となるので電子計算機で求めようというのである。

§ 1. 計算の方針、 計算例に用いたデーターは次

の40個の歯車で歯数は

20, 22, 24, 25, 28, 30, 32, 33, 

35, 40, 44, 45, 48, 49, 50, 54, 

56, 57, 60, 64, 65, 66, 70, 72, 

75, 76, 77, 80, 84, 85, 90, 96, 

97, 98, 99, 100, 110, 120, 125, 127, 

とした。 今乙の40個から4個とった組み合せを全部つ

くれば他の条件を考えなければ 40C2×3sC2=548340 

にもなるのでなるべく無駄を少くするため次の順序で

計算を進める。

(I)与えられた換え歯車の歯数を読み込む。

(Il) 2つづっとったときの比を求める。乙れはすべ

ての歯数について行うので 40C2=780の組み合

せができる。但し比は1より小とする。

（］［）その比を計算するとき比の値の小さい方から順

にならべる。 （第I表〉

第 I 表

Ai Aj Ai/Aj 

20 127 0,157480 

20 125 0,160000 

20 120 0,166667 

22 127 0,173228 

22 125 0,176000 

Ri 
／ 

＼ 
R2 

98 I 99 
99 I 100 

これまでの計算のプログラムを§ 2、に示す。次lζ

A/BとC/Dの値が近い方が無理がないように思はれ

るので

（町）求める比をRとするとj頁に近くても／豆より小
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さい比を第I表から採し Ri(=A/B）とする。

同じく ii支に近くて大きい比を Rz(=C/D）と

する。

許容誤差Eに対して

IR1・Rz-Rl<E ー（1)

でなければならないから

(V) (1）式を満足しないときは Rzを一つ大きい方に

ずらせてみる。それでも（1）式を満足しないときは

順に一つづっずらせてみる。

Ri・Rz-R>EになればRiを一つ小さい方に
ずらせて同様の計算をする。

(1）式を満足すれば一応A、B、C、Dが求まった

乙とになるが他の条件を満足するかどうかを調べなけ

ればならない。即ちbの歯車がd‘の軸に、cの歯車が

aの軸に触れない乙と、同じ歯車を2個以上使わない

ことである。このためには紬の直径をL，モジューノレ

lfi lこ対して、

C+D-B>L/m+ 2} (2) 
A+B-C>L/m+ 2 J 

が必要である。試算ではL/m=l5とした。故に、

（羽）(2）式及び

AヲムC,AチD,BチC,BチD (3) 

を満足するかどうかを調べる。

(¥Ill) (2）式、（3）式を満足し、（1）式を満足すれば求まっ

たのでそのときの幽数等を印刷する。

なお最後までみつからなかったときは、（2）、（3）式を

満足して誤差の最も少い組み合せを印刷することにし

ておいた。

§ 2. 第I表をつく るプログラム。

N ; 歯車の個数

A 〔I〕； 歯車の歯数

(1歯数の小さい方からl唄に I=l,2,3，……40 

とする〉

begin integer I, J. K, L, N, RI, RJ; 1 

array B〔0:2000〕； 2

integer array A〔1:100〕， IND〔1:2000〕； 3

procedure HAKAZU(A,B,I,); 4 

integer A, B, I; 5 

begin A:=IND〔I〕÷256;

B:=IND〔I〕一A*256;

end; 

READ(N); 

for L= 1 step 1 until N do READ(A〔I〕）； 10 

K:=O; B〔0〕：＝O;IND〔0〕：＝ 0; 11 

for I:= 1 step 1 until N-1 do 12 

begin real U; 

U:=FLOAT(A〔I〕〉；

for j :=I+ 1 step 1 until N do 

begin 

real V; 

V:= U/FLOAT(A〔J〕）；

L:=K:=K+l; 

5

6

7

8

9

 

T
i

噌

i

守

i

噌

i

唱

i

LL: L:=L-1; 20 

if V<B〔L〕then 21 

begin B〔L+l〕：＝B〔L〕； 22

IND〔L+l〕：＝IND〔L〕； 23

go to LL; 24 

end; 25 

B〔L+1〕：＝V; 26 

IND〔L+1〕：＝A〔I)*256+A〔J〕 27 

end; 28 

end; for L:= 1 step 1 until K do 29 

begin PRINT（噌’）； 30 

HAKAZU(RI, RJ, L); 31 

PRINT(3, RI); 32 

PRINT（＇／.’）； 33 

PRINT(3, RJ) ; 34 

PRINT（＇＝’）； 35 

PRINT(6, B〔L〕）； 36 

PRINT（咋’〉； 37 

end; 38 

6

7

8

9

 

end; 39 

プログラム中、IND〔I〕は A,B 2つの歯数を含ん

でおり procedureHAKAZU (A, B, I）によって比の

値がI番目の A、Bの歯数をとりだす。 このなかで

256の数は2sで2進法にしたとき都合がょいというだ

けで特別な意味はない。 比の値の順序に並べるのは20

行自のLLから28行固までの間で行われる。また印刷

命令に改行の CRLFがないのは丁度4組で 1行にな

るからである。

§ 3. 組合せを求めるプログラム

R 求める回転比

ERS 許容誤差

DIA 軸の直径

その他計算例では R=0.4から0.Q5おきに ・0.95

まで求めるようにしたので

Rl 0.4 

R2 0. 95 

DELTA 0. 05 

としてプログラムをつくった。

begin integer I, J, K, L, N, RI, RJ AZ, BZ, 1 

CZ, DZ, DIA, AX, BX, ex, DX; 2 

real R, EPS, R l, R2 ,. RA, RB, DELTA; 3 13 

14 array B〔0:2000〕； 4 



integer array A〔1:100}, IND〔0:2000〕；

procedure HAKAZU (A, B. I); 

integer A, B, I; 

begin A:= IND〔I〕÷256;

B:=IND〔I〕－A骨256

end; 

procedure ANS; 

begin SPACE( 6 ); PRINT('A/B’）； 

PRINT (3, AX); PRINT(3, BX); 

PRINT (1, 6,RA); PRINT （℃／D’〉；

PRINT (3, CX); PRINT (3, DX); 

PRINT (1. 6, RB) 

end; 

procedure GEARS; 

begin real W. ERR; 19 

integer NI, MI, NIN, MIM, S, T, 

SW, SM; 20 

PRIAT（‘RATIO＝つ； PRINT(6,R); 21 

PRINT （‘ERROR b BOUND’）； 

PRINT(6,EPS); 22 

CRLF( 1 ); 

Rl :=SQRT(R); SW:= O; ERR :=0. 9; 24 

for I : = 1 stepl until K do 25 

・ifB〔I〕くRI/¥B〔I+1〕三RIthen 26 
begin MI :=I; NI :=NIN: =MI 27 

end; 23 

T :=MI+l; 29 

REP: S:=T; Rl:=B〔MI〕；J:=S-1; 30 

RFP: J: =J + 1; R2: =B〔J〕； 31

W:=ABS (Rl*R2-R); SM :=0 32 

if W::::;;: ERR then 33 

begin ERR:=W; MIM:=MI; 

NIN:=J; 34 

HAKAZU (AZ, BZ, MIM); 35 

HAKAZU (CZ, DZ, NIN); 36 

end; 37 

if AZ+BZ主CZ+DIA+ 2 38 

/¥DZ+CZ主BZ+DIA+2 /¥AZヰCZ 39 

/¥AZ宇DZ/¥BZ宇CZ/¥BZ宇DZ 40 

then 

begin SM:= 1; RA.=B〔MIM〕； 42

RB:=B〔NIN〕； 43

AX=Az; BX :=BZ; ex :=CZ; 
DX:=DZ; 44 

end; 

if R-R 1持R2>EPS then go to RFP; 46 

if W孟EPSthen go to FOUND; 47 
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if R 1 *R2 >R+EPS then 43 

begin MI :=MI-1; go to REP 49 

end; 50 

if MI=O V J =K then go to ENDN; 51 

FOUND: 52 

if SM =O then go to RFP; 53 

SW :=SW+ 1; ANS; 54 

ERR :=RA*RB-R; PRINT (2, ERR); 55 

CRLF( 1); ERR :=O. 9; 55 

if SW孟9then go to RFP els 57 

go to L; 58 

ENDN: 59 

if SWチOthen go to L; 

PRINT （‘NOつ； ANS;
PRINT (6,RA*RB); CRLF ( 1 ); 
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end; 
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READ (DIA, N) ; 

for I: =step 1 until N do READ(A(I〕）；

K:=O; IND〔O〕：＝B〔O〕：＝O;

for I:= 1 step 1 until N-1 do 

begin real U; U :=FLOAT(A〔I〕）；

for J:=J+ 1 step 1 until N do 

beign real V; 71 

V :=U/FLOAT(A〔J〕）； 72 

L :=K :=K+ 1; 73 

LL: L :=L-1; 74 

if V<B〔L〕then 75 

begin B〔L+1〕：＝B〔L〕； 76

IND〔L+l〕：＝IND〔L〕； 77

go to LL; 78 

end; 79 

B〔L+l〕：＝V; 80 

IND〔L+l〕：＝A〔IJ*256+A〔J〕 81

end; 82 

end; 83 

ST ART : READ(Rl, R2, DELTA, EPS) ; 84 

for R: =R 1 step DELTA until R2 do 85 

GEARS; 86 

41 end; 87 

45 

比に対する組み合せを求める計算は ProcedureGE 

ARS (18行目から64行目）のなかで行われる。得られ

た歯数が条件（2）、（3）式を満足するかどうかを調べるの

は38行目から40行目で行われる。条件を満足し誤差が

許容誤差の範囲に入れば求まったとして印刷命令の

procedure ANSを呼び出して印刷する。そして同様

の計算をつづけて10組まで求めるようにしておいた。
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もし最後まで求まらないときはNOの文字と誤差の最

小の組み合せの歯数を印刷する。第1表をつくるのは

第65行目からになっているがこのプログラムでは印刷

命令が省れているので第I表は印刷されない。

§ 4. むすび この計算は九州大学の中央計数施

設の OKITAC5090-H によった。第1表だけなら

ば印刷し終るのに11分、§ 3のプログラムでは85組を

求めるのに30分かかっている。

またこの研究に九州大学の高田教授、須永助教授に

懇切な御指導を賜ったことを心から感謝するとともに

お世話になった計数施設の諸氏K御礼を申し上げる。

なお計算結果の一部を示す。

RATIO=. 600000100 ERROR BOUND . 50000010一5

A/B 54 70 0, 771, 429 C/D 56 72 0, 777, 778 ー.2310-9 

A/B 54 70 0, 771, 429 C/D 77 99 0, 777, 778 ー.2310-9 

A/B 84 110 0, 763, 636 C/D 77 98 0, 785, 714 -. 2310-9 

A/B 57 75 0, 760, 000 C/D 60 76 0, 789, 474 ー.2310-9

A/B 50 66 0, 757, 576 C/D 99 125 0, 792, 000 -. 2310-9 

参考文献

Robert Hdeley, machinary, volume 101, (1962, august), 348. 

H. G. Apsimon, I. B. M. System journal, volume 3 no l, 1964, 95. 
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軟鉄の電気熔接における境界

ヨて 達
7

，、J
内
ハド田

Boundary Layer between Matrix and 

Attachment of Soft-Iron by Electrical Welding 

Tatsuro Nagata 

Is the welding region safety, or keeps close to, in welding soft iron by electic arc? lf we 

observe the welding rigion under the metallurgical microscope, then we shall find the boun-

dary layer distincted from the both sides-the ground iron side and the welding part side. 

The boundary layer remains in the same situation, before and after the heat treatment. We 

think that the difference between before and after the heat treatment includes the impor-

tant questions in adition to the difference of a number of voids or defects. 

1. 緒 ロヨ

鉄を熔接したとき、 熔接部の様子がどうなっている

か、うまく熔接されているか、組織が変化してはいな

いか、等、色々の問題が存在する。

それを調べるには、引張り試験機にかけて引張って

みる、即ち破断を行わせて強度を調べる、熔接部から

切断されるか否かを試験する方法と、金属顕微鏡で組

織を見る方法とがある。我々は後者の方法を採用して

調べてみる乙とにした。

2. 試料の作製

我々が最も普通に扱っている軟鉄を電気熔接してそ

の熔接部を調べた。学生の工作実習に使われる材料を

そのまま利用している。

軟鉄の板を持って来て、 V字型の溝を切り、そ乙に

電気熔接を行って、適当の大きさに切り出して表面を

Fig. 1 

＼ 

／ 

3. 調査結果

引張り試験機で破断を行った後、切断された両片を

電気熔接して引張る時、 若し前の処女引張りのときに

よく磨いて腐蝕させて見るという順序は教科書通りに

行う。

この場合、倍率は高く して見るよりも、低倍率で見

る方がよいので、腐蝕液としては硝酸アノレコーノレ液で

充分である。腐食した表面を少こし斜めにして見ると

肉眼で、地の軟鉄と、熔接部との区別ははっきり見わ

けられる。

しかし、 倍率を高くして組織を見る場合は硝酸アノレ

コーノレ液よりも、ピクリン酸アノレコーノレ液の方がきれ

いに見える。但しこの場合にも液の温度が余り高くな

らないように注意すべきである。夏の室温30°C以上

にもなる九州では特に注意して涼しいところを選ぶべ

きだろう。

乙の軟鉄の板は我々が教材用として実習の時聞に使

うために購入した普通の商品であるから、材質の正確

な成分は不明である。又我 々はそれを調べてもいな

し ~o

次lζ教材として引張り試験のテストピースを作った

ものを、引張り試験機にかけて破断させると、それき

りで廃棄させられる運命にある。これを円錐状に削っ

て破断された両片を熔接させて、850°Cで焼なましを

行って、再び引張り試験機にかけて破断させた。

Fig 2 

雲
／ 

＼ 

出来た欠陥の部分から切れる可能性は充分考えら れ

る。従って欠陥を取り除く操作を行っておく必要があ

ろうが、我々としては、これを唯焼なましするだけに

しておいた。結果としては熔接部以外のととろに破断
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がDニじた。従って熔接は完全であって熔接部が切れる

乙とはないものと，思われる。内部に存在する欠陥は熱

処理によって完全とは言えなくても、取り除かれてい

ると見てよいからである。

テストピースは最初と熔接後とでは、追った人によ

って引張り試験が行われたので（学生の工学実験の時

間を利用して行った為〉、 応力・ひずみ曲線の模様は

比較出来なし1。又熔接後は熱処理を行っているので、

それに伴う性質の変化が生じている筈であるが、軟鉄

では、硬鉄程の影響は考えられなし可から、熱処理によ

る影響は材質にそんなに与えていないと考えられる。

従って破断個所は、前の処女引張り試験のときに受け

た欠陥一一 くび、れ一一ーが残っていたところで、そこに

応力の集中が起きた結果破断されたと考えてよい。従

って、 熔接後テストピースを一様の太さに削る操作を

追加してみる必要があるかもしれない0・或は、引張り

試験機にかけない棒で熔接を行って、処女引張りを行

わせてみる必要もあろう。

地になる軟鉄と、熔接棒とは似たものを用いている

から、熔接部を顕微鏡で見るとき、両者の区別は件I々

つけ難い。特に倍率を高くする程その区別はっきにく

くなる。

しかし低倍率のときには可成りはっきりと区別はつ

くものである。 （写真 1）。

写真1 倍率（×60)

写真2 倍率（×340)

写真で心－の方の、粒が大きく見える）jが地の欽であ

り、左の方の、粒が小さく見える方が熔接部である。

同じ欽（地の方）を倍率を高くして見たのがゆくの写

真2である。

乙れをもっと仙率を高くすると次のように見える。

（写真 3）。

写真3 イ白率（×500)

同じ鉄を850°Cで焼なまししたものが次の写真4で

ある。

写真4 倍率（×350)

写真2と4との11自には殆んど区別はつかない。従っ

て熱処理による影響は、乙の場合について殆んどない

と見てよいだろう。

熔接がうまく行われているか否かを顕微鋭で調べる

乙とは大切なことである。それlとは、僅かな部分でよ

いから、材料が少量でょいという点はすぐれている

が、一部分だけしか見ていないので、全体的な乙とは

掴み難いという欠点は持っているであろう。しかし調

べた部分と全体とは一応同様な状況にあると見ても差

支えのない場合の方が多いのではないだろうか。もし

そうでないなら、顕微鏡等を利用する方法は無力なも

のとなってしまう。

熔接部を顕微鏡で見ると写真5のようである。

写真で左上から右下に斜めに見える（矢印）のとこ

ろが元の地の鉄と熔接部との境界線である。乙のとこ



ろは写真では見にくいが、他の場所と比べて、三角形

状の点が並んで見える。これは恐らく腐食孔であろう

が、腐食液だけによって生ずるものではなくて、欠陥

写真5倍率 （×50) 

の為lζ生じた孔であると思われる。かかる欠陥が境界

線上に顕著に見られるという乙とは、もしこのままの

状態で引張ったら、境界線のととろに破l析が生ずるだ

ろう乙とを示していると見てよいだろう。境界線の熔

接部側（写真では左側）は、境界線に比べて欠陥が異

常に少いことも明らかに見られる。従って境界線のと

ころには、黒い線と白い線とが並行して存在するよう

に見える。

なお、 境界線から 1;m~れると欠陥は少くなるが、 地の

鉄の部分には可成り存在するのに、熔接部の方lとは非

常に少いことが見られる。

ところが、850°Cでの熱処却を行った結果は写真6

のように見える。

境界線の様子が写真5と6とでは明らかに巡ってい

る。写真6には境界線のと乙ろに白い線が見られず、

黒い方の線のみが見られるということである。ところ

写真6 倍率（×50)

がこの黒い紘も写真5iと於ける欠陥の並びによる三円

形状の線ではないという本質的な追いがある。従って

乙れは結晶粒界みたいな感じのする境界線である。

どちらの場合にしても境界線（層〉の厚さは 100;..t以

下である。乙れから見ても境界線は明瞭であり、しか
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もその厚さは意外な程小さい乙とがわかる。

写真6から見て、焼なましを行えば、。熔接の境界線

での破断はまず考えられない。むしろ、何れかの側、

即ち地の鉄の部分か、熔接部内部かの側で破断が起き

るであろうというととが考えられる。一般に境界線は

結晶粒界と同様K強いと予想される。

4. 境界線についての問題

熱処理の前と後での、境界線のところに現われてき

た違いは面白い問題を提起していると思う。

顕微鏡で見る限りでは、熱処理の前後での変化は境

界線のところにしか現われていなし1。他の部分では欠

陥が消えたという以外には全然変化は認められない。

熱処理によって欠陥はどとに消えたか？ 白い線

（欠陥のない層〉はどうして生じ、熱処理によってど

うなったか？ 熱処理後の黒い線は何故見えるのか？

等の問題がある。

鉄板や鉄棒を作るときに引き伸ばし、圧延等の加工

操作によっている筈だからこのときに転位が出来る。

転位による欠陥の数は非常に数多くあるととはよく知

られている事実である。又それを焼なましする乙とに

よって転位の数が激減する 乙とも良く知られている。

従って熱処理の後で欠陥の数が非常に減少しているこ

とは当然のとととして理解出来る。 しかし何故境界線

上には他の場所と比べると欠陥が多く存在するのだろ

うか？ 熔接部の方は、地の鉄の部分lζ比べると欠陥

は少いのか。という問題はどう理解したらよいだろう

か？

局所的な急激な温度変化による膨脹収縮に対する地

の鉄と熔接物質の両者の反応差lとより、境界線のとこ

ろに熱応力が生じて、欠陥が境界線のところに集中し

たのであろう。熔接部内にも欠陥が生ずるであろうけ

れども、熔けた状態から冷え固まる際花、熱応力の大

きい境界の方lζ欠陥は引き寄せられるだろうけれど

も、境界から離れたところはもう欠陥が移動するには

温度が下がって困難になってじっとしているだろう。

従って境界線というのは、熔接部と地の鉄の境界とい

うより、地の鉄の方l乙存在していると考えられる。又

熔接部の方の、境界線の近くに欠陥のない白い線が生

ずるであろう。地の鉄の部分と熔接部との欠陥数の差

は、加工度による差である。熔けたものを単に固まら

せたものと、固まった後に加工した場合とでは欠陥は

明らかに、後者l乙多いからである。

ところが熱処理を行うと、熱応力に伴う歪み応力は

解放されてしまうから、欠陥という力学的理由からの

み存在し、熱力学的には不安定なものは消えて行くで

あろう。
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しかし、全部消え去ることは期待できなくて、一部

分は残るであろう。残ったものは、全体に一様に統計

的に分布するだろうから、白い線は勿論ど乙にも存在

しなくなるだろう。

そうして境界線上にあった欠陥が消えた後は、地の

鉄と熔接部との材質の違いだけが出て来て、境界線と

して黒い線が出る ことはないだろうと，思われるが、実

際は明らかに地の部分とは違うように見える黒い線が

存在しているのである。熱処理の時間を長くすれば、

する程この境界層の厚さは、物質の熱拡散の為に厚く

なって行き、そして終には地と区別がつかなくなって

消えるだろうか。

それとも同じ厚さのままであろうか。

黒い線は熱処理前にもあったが、 欠陥の為に、それ

がかくされて克難かったのが、熱処理によって欠陥が

除かれた為i亡、表面におどり出たと見るべきか。もし

黒い線が結品粒界と同じような性質なら、上のように

考える方が無難のように思える。そうすると熱処理時

間をいくら長くしても境界層は厚く はならないだろう

し、又消えることもないであろう。

このどちらの考え方が正しいかは、熱処理時間と境

界層の厚さとの関係を調べてみたらすぐにわかるだろ

う。或は表面についている汚れが溶け乙んだものかも

知れないけれども。今のところ境界層の成因について

の疑問は解決されないで残っている。乙の疑問に対す

る説明を教えて頂ければ幸いである。

5. 結 塁
間

この実験を行うにあたって、 本校の、糸永氏を始め

とする機械工場の技能員の方々と、機械科4年の学生

諸君の多大の援助をうけた。乙こに記し感謝の意を表

す。
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The Pearlの示す正しい意味

井 芹 成
二立le;

月邑

The Real Meaning of The Pearl 

Ryujoh Iseri 

Synopsis 

A considerable number of critics and researchers interpreted and appreciated The Pearl 

as they pleased, but any of them could not satisfy me sufficiently, and especially so of the 

interpretation of the implication of the pearl and the pearl-flinging. I, therefore, tried here 

to interpret The Pearl originally. This novel, I believe, is a record of the grievous soul who 

gasps at the bottom of the society, which is at the mercy of the master race. Kino, hero of 

this novel, found a great pearl as big as a seagull’s egg, and struggled for making a decent 

living against the established world, which he realized unmovable. He was completely 

defeated, driven to despair, and at last flung the pearl back into the sea. The pearl, how-

ever, symbolizes riches and earthly desires and a justice-loving soul. Kino attained to the 

divine enlightenment that his clinging to the pearl resulted in the loss of his freedom and 

independence and the dignity of man. Thus he threw the pearl away. This means he gave 

up his deep attachment and restored his freedom and independence and the dignity of man. 

The pearl-flinging, therefore, signifies that Kino's defeat means his brilliant victory. Maybe, 

I can conclude by saying that The Pearl is also one of a chain of works that express 

Steinbeck’s leitmotif. 

Introduction 

初めて ThePearlを読んだのは既に10年近くも前

の乙とである。その時、私は Thefable would have 

provided about enough material・・・・・・for an inter-

chapter in Canne1ツ Row.1といわれるほど単純なこ

の作品の plot(or story）と、合意豊かなその描写の

流麗な realism との対照に、新鮮な感動を覚えたこ

とを記憶している。この春、ある必要のため再びこの

小説を精読して、かつて覚えた感銘を新たにすると共

に、その当時、深く意識しなかったこの作品の示す意

味の解釈に関して、少なからぬ興味を覚えた。 Deming

Brownは、 thecomplete reversal of opinion about 

The Pearl・・・testifiedeloquently to altered times.2 

と述べて、時代の変選と共に変動するロシアにおける

Steinbeck評価の絶好の証明として、 ThePearlの評

論をあげているが、私もまたこの noveletteに関する

幾つかの評論、研究3tζ眼を通して、そこに表明されて

いる解釈、評価の varietyの豊かさに一驚を禁じえな

かった。

1944年4月、 CanneryRowが完成し、 12月出版を

みたのであるが、その問、 Steinbeckは“ThePearl 

of La Paz ”という noveletteの筆をすすめていた。

それは Steinbeckが California湾の海洋生物採集旅

行の聞に耳にし、 Seaof Cortez (1941）の中に書いて

いた真珠漁夫の伝説に基く作品であった。’45年の2月

初めにその小説は完成していたが、10カ月後に Wom-

an's Home Companion誌壬の12月号に“ThePearl 

of the World，，という表題で掲載出版された。そして

2年後、 1947年の12月、 VikingPress によって、初

めて単行本として出された。それは Steinbeckが乙

の小説から脚色したRK O映画の封切りと同時出版で

あって、表題は単に“ThePearl ”と呼ばれた。これ

が現在見る ThePearlの出現に至る経緯である。
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Steinbeckが耳にして、“Anevent which happe-

ned at La Paz in recent years”として Seaof 

Carτezの中に書いた話は大体次のようなものである。

Indian漁夫の子供が偶然信じ難いほど 巨大な真珠

を発見する。彼はその価値を充分に知っているので、

それを売れば一生涯好きなことができ、遊んで暮せる

と思い、また、それでミ サを行・ってもらえば、自分も

親類縁者の霊も救われると思う。しかし、 brokerのと

ころにそれを持ーって行くと、どの brokers も途方も

ない安値しかっけない。彼は、それら brokersが“the

many hands oi one head”にしか過ぎず、自分が！騎

されていることを知り、売ることを拒み、海岸の石の

下にその真珠を隠す。その夜、彼は製われ殴られ、意

識を失い、体中くまなく捜される。友人の所へ逃げて

行くと、友人ともども傷つけられ縛られ家捜しをうけ

る。奥地に逃れると、待伏せにあい、拷聞にかけられ

る。遂に、彼は激怒する。暗夜ひそかに“ahunted 

fox”のように LaPaz のまちに帰り、石の下から真

珠をとり出し、それを呪って海中遠く投げ捨てる。か

くて彼は、 霊魂の救いも、衣食住の保証も失ってしま

ったが、再び自由な人間となった。彼はこのことを大

いに笑う。5

以上の話を Steinbeckは次のように批判する。

This story seems to be a true story, but it is so 

much like a parable that it almost can’t be. This 

Indian boy is roo heroic, too wise. He knows too 

much and acts on his knowledge. In every way, 

he goes contrary to human direction. The story is 

probably true, but we don’t believe it; it is far too 

reasonable to be true 6 

乙のような考えに基いて、Steinbec_kは原話に幾つ

かの大きな変更を施し、同時にまた“Itried to write 

it (The Pearl) as folklore, to give it that set-aside, 

raised-up feeling that all folk stories have.”7と自 ら

述べるように、それに民話の特色を加味して、作品の

効果を高めるように意図しながら、前述のような経緯

を経て ThePearlを完成したのである。

またこの小説に関して、作家自身、Ifthis story 1s 

a parable, perhaps everyone takes his own meanmg 

from it and reads his own life into it・・ .sと記述す

るように、この作品の解釈、そして評価は、各批評

家、研究者によって前記のように千差万別である。し

かし、 遺憾ながら、私の見た限りにおいて、その何れ

にも、満腔の共感を覚えるにはいささか抵抗を感ぜざ

るをえなかった。己と！C、この作品解明の鍵である真

珠と、真珠投棄の解釈において然りである。それ故、

私はここK私自らの解釈を乙の小説に加えて、敢てそ

れを“realmeaning” と自負することにした。 The

Pearlをひもとき、乙の小論を読む読者諸賢の首肯を

ひそかに期待するものである。なお許せば、ThePearl 

が占める Steinbeckの作品群中における位置にも言及

して行きたいと思う。

最後に、「ThePeαrl における 3重の意味」の存在

を指摘するソ連批評家 Levidovaの所論9は、この小

論を構成するに当って、少なからざる示唆を与えたこ

とを付記しておく。

I Kinoのおかれた社会的現実

Wattも指摘する10ように、作家は上述の原話を2

つの方向に変更した。すなわち、その1つは、巨大な

真珠の発見者である、有能ではあるが若くして無知な

Indianの真珠漁夫 Kinoと、彼の住む貧しく素朴な

メキシコ Indianの社会、そして彼らを軽蔑し、食い

物にする町医者や真珠商人の象徴するスペイン系メキ

シコ人の town-dwellersと、その富裕な社会との so-

cial cotextを、詳細に、対照的花、写実的に描写す

ることによって、物語りの背景を豊かにし、その基盤

を明確にした乙とである。他の 1つは、真珠の合意を

拡大し普遍化したとと、すなわち、真珠を単に原話の

少年の求めた selfish indulgenceを可能にし、Kino

一家の物質的生活を豊かiとする根源とするばかりでな

く、彼を通じて Indian種族が 「閉じ込められた壷」

から抜け出る足がかりともなる幼児 Coyotitoの教育

を実現させる源ともなし、更に、 それを Kinoの魂

となして、 不正を憎み、 道理を愛好する不屈の象徴に

まで高めて、その moralimplications lζ大きな飛躍

を見せた乙とである。

原話における巨大な真珠の発見者である Indian少

年は、ThePearlでは、 Juanaの夫であり Coyotitoの

父親である若い真珠漁夫 Kino lζ変る。“Kino" と

は、17世紀末メキシコに渡り、メキシコ北部、アメリ

カ南西部において、 Indiansへの布教と宣教地の設立

に献身し、 また、LowerCalifornia が半島であるこ

とを発見したイタリア生れの Jesuit派の宣教師で探

険家である、EusebioFrancisco Kino (1644～1711) 

に因んで名づけられたものである。また、妻の“Juana”

という名前は、 単lζ 「婦人」を意味する11ものであ

り、幼児の γCoyotito”という名称は、 「かわいい代

理人（orbroker）」を表わす12ものである。 （これら

主要人物の名前の由来を究める乙とは、 ThePearlの

綜合的な把握の有力な手がかりの 1つである。）

さて、この Kinoの属する社会は、 The Pearlの

最初の表題IC示されたように LaPaz13である。ここ

はCalifornia湾口近く にある入江の南に位置し、現布、



Baja (Lower) California地方の首府で1950年現在、

人口13,000の孤立した小都市で、メキシコ本土および

アメリカ合衆国西岸へ行く船の寄港地で、近年、避築

地として知られるようになった。その主要産業は真珠

漁業、なめし皮製造、魚缶製造などで、近隣の農場ーで

は、さとうきび、なつめやし、とうもろこしなどが栽

培され、牧畜も行われている。ととに、乙との貝床か

ら採取される真珠は、征服以後、スペイン王の戦費を

賄い、ヨーロ ッパにおけるその権勢を支える有力な財

源の 1つであった。かつては、世界中の人々が LaPaz 

の真珠貝を求めてこの地に集って来た。Steinbeckは

次のように記す。 ・・・asin all concentrations of natu-

ral wealth, the terrors of greed were let loose on 

the city (La Paz) again and again.14と。

乙の市の政治 ・経済の実権は、1720年、 この町が

Jesuit派の宣教根拠地として発足して以来、スペイン

系メ キシコ人の手に握られ、彼らは市の富裕階級を形

成し、また Catholic Church の勢力も絶大である。

土着のIndiansは市の内外に極めて貧しい集落を形成

して居住し、 主として上述の産業の労働者などをして

その日を送っている。 W.Z. Fosterは1940年代のメキ

シコの社会情勢について、 次のように述べている。

「労働者は今もなお、奴隷のような飢餓賃金で働かね

ばならないし、 農民もやはり貧之である。…－－－（メキ

シコの〉土地の3分の 1は今なお大地主が所有し、百

万をこえる貧之なそして搾取されている農民は土地を

全くもっていない。村々では相変らず高利貸が、年200

から400労の高利を貧っているが・…・大部分の工業製品

が合衆国から輸入され、その値段も極めて高い。 住民

の暮らしも非常につまっている。国民経済省から出た

資料による と、 国民の半数がパンを食べず、靴をはか

ず、ベッドなしで直かに床で寝ている。…..J15と。

Ki noは LaPazの周辺に在る海浜の Indian部落

の住民である。家は、 うちわさぼてんの叢の中に立

つ、隙聞の多い粗末な柴小屋で、日々の食事は、石臼

でひいたとうもろこし粉で作った焼ノマンと、少量の

pulquc （竜舌蘭酒〉である。財産としては、 父祖伝来

の canoe1そうで、他に何もなし1。 しかし賀沢を知

らぬ Kinoはその生活に満足している。一方、町の豊

かなスペイン系の towndwellersは、石と漆食の家に

住み、そ乙lζは奥まった庭園、涼しげ、な泉水、笥の鳥

のさえずり、 bougainvillaeaの彩りがある。乙のよう

な金持連の典型として堕落した町医者が登場する。彼

は“ dressinggown of red watered silk that had 

come from Paris，，をまとい、銀の器に盛った食事に

も満足しない。そして、Indiansを人間と見なさず、16

さそりに刺された Kinoの幼児 Coyotitoを、謝礼金
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の不足の故に治療を拒否する人間生命より物質伯価値

を尊しとする人物である。また彼らの形成する社会経

済的機構の1典型として、 Kinoたち Indiansの採取

する真珠を買取る broker の組織をあげる。それは

“only one pearl buyer with many hands"l7であっ

て、その目的は、真珠漁夫たちを欺いて買いたたく こ

とであり、一種の悪錬な集団組織である。とのような

組織は、徹密なくもの巣のように Indiansを取り巻い

ていて、 彼らはどんなに腕いてもその網の白から逃れ

出ることは不可能である。

スペイン人の異民族征服は、周知のように十字架と

剣を先鋒とする。1518年、 Cortezの Veracruz上陸

以来、メキシコにおける Catholicの勢力は僻村の隅

々にまで浸透し、 「組織力をもって活動する教会の内

的生命は次第にしぼみつつある」18と言われてはいる

が、今もなお、大体知的でない土民の間に、その精神

生活において、強大な支配力を維持している。 Kinoた

ち Indiansが、既存の体制の変革や現状の変更の動

きを示そう とするとき、神父は彼らに、

“・・・each man and woman is like a soldier sent 

by God to guard some part of the castle of the 

Universe. And some are in the ramparts and 

some far deep in the darkness of the walls. But 

each one must remain faithful to his post and 

must not go running about, else the castle is in 

danger from the assaults of Hell.”19 

と、聖壇上より繰り返し説教して、 既存体制の絶対

性を印象づけ、その中に存在する支配層の力の優位の

固定化に貢献する。Indiansはまた、このような、前

述の組織に勝るとも劣らない宗教組織の網の自に内部

より繋縛されて、 身動きする 乙とすら許されないので

ある。

Ki noが真珠商人たちの欺附と敢然とたたかう決心

をする時、彼の兄の JuanTomasは Kino k言う、

“・・・You have defied not the pearl buyers, but the 

whole structure, the whole way of life, and I am 

afraid for you," 20と。妻の Juanaはまた、この乙と

を、Kinoが「山に向ってその力を揮おうとし、海に向

ってその力を究めよう とする」ことであって、“一・the

mountain would stand while the man broke him 

self；・・・thesea would surge while the man drowned 

in it.”21と考える。乙れは、Kinoをとり巻くメキシコ

Indians一般が、既lと多年の間馴致され、忍従lζ甘ん

じて、無気力状態に陥っている姿を示すものである。

Kinoのおかれた社会的現実は大体以上のようなも

のであるが、このような Kinoのおかれた立場の確実

な認識乙そ、ThePearl・を解明するに当って不可欠の
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第1要件といわねばならない。それ故に、作家も前述

のように流麗な realismをもって、詳細にこれを描写

したのであり、また、それによって、この作品の確子

たる基礎を確立し、 parableにも似た ThePearlの

力強さを倍加して、以て、この作品を成功lと導く効果

の半ば22を背負うとととなったのである。

Il Kinoの社会的現実認識の深化

物語りは、海浜の Indian部落の柴小屋における

Ki no一家の平和で素朴な早朝の牧歌的生活の描写を

もって始るのであるが、突如、さそりが無心の乳児

Coyotitoを刺傷する。作家はこの記述によって、平和

な原始的生活が必ずしも Utopiaでない乙とを示そう

とする。しかし、 Kinoのこれに対する認識は明瞭で

はない。

父祖代々400余年にわたる Kinoの種族の忍従に関

して、 Steinbeckは次のように記す。

Ki no’s people had learned only one defence-a 

slight slitting of the eyes and a slight tightening 

of the lips and a retirement. Nothing could break 

down this wall, and they could remain whole 

within the wall.23 

この硬い忍従の殻を Kino iζ打彼らせようとする第

1の事件として、作家は彼と町医者との出会いを設定

する。 この場面は作品中出色の描写の1つである。

石と漆食でできた町の富裕な邸宅の屯する一郭の居

住者である医者は、町の金持連の面倒を見ることで手

一杯で、 Kinoたちの住む貧しい柴小屋の部落を訪れ

た乙とは唯の1度もない。さそりの毒に附く 1人子の

Co yo ti toを肩掛にくるんで抱く Juanaと、それに続

くKinoとを先頭lとして、部落の者たちの一団は、

“a quick soft-footed procession”をなして、この町

医者の門を叩く。医者は“HaveI nothing better to 

do than cure insect bites for 'little Indians' ? I am 

a doctor, not a veterinary.”24と言って、治療代も満

足に持ち合わせない土民の子の治療を拒絶する。それ

は予想されたことである。無知な Indianには、人道

に反した医者の罪悪の深さは充分には測れない。ただ

Kinoはそれを、 Indianである自分K加えられた侮辱

として受けとり、やる術ない窓；習に、人々の去った医

者の家の門扉に自分の拳を烈しく打ちつけて、ほどば

しる鮮血を見つめているだけである。

乙のような Kinoの憤りは、本質を見極めた正しい

認識に基く 「知的な」怒りではなく、屈辱 lと対する

sentimentalな憤りにしかすぎない。原話の少年はあ

まりにも賢く 、理知的にすぎると評する作家の言葉を

思うとき、 Kinoのこのような発現も首肯できないこ

とはない。だが、作家は笑いを志れ、あまりにも大真

面白に、読者をすべて Kinoの高さにまで引下げて、

Ki no に対する共感を強いようと企図する。それ故、

その描写の極めて印象的であるにも拘わらず、少くと

も知的な読者は、無条件の賛同に跨踏を覚えるのであ

る。25
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Kino は幼児を医者にかけたい一心で真珠採取に専

心し、世にも珍らしい巨大な真珠を発見する。その

newsは Kino夫婦が柴小屋に帰りつく前に、既に

「柴小屋の部落を一掃し、石と漆食の町へ、泡立つ波

となって溢れ乙んで」行く。それは教会の庭を歩く神

父の許へ届き、町医者の耳に達し、そして、 Indian漁

夫たちから“thelowest price the fisherman would 

stand”で真珠を買いたたくことを務とする真珠商人

の所にも届く。そして、

The essence of pearl mixed with essence of men 

and a curious dark residue was precipitated.・ ・・The 

news stirred up something infinitly black and evil 

in the town-the black distillate was like the scor-

pion, or like hunger in the smell of food，－・・The

poison sacs of the town began to manufacture 

venom, and the town swelled and puffed with the 

pressure of it.26 

作家は言う、 「人聞は足ることを知らぬ生きもので

ある。これは、あるがままの状態に満足する動物に勝

る人間の偉大な才能の 1つであるJと。27Kinoは巨大

な真珠のあやしい白光の中に、 今まで不可能なことと

して諦めていた諸々の願いを夢見る。金がなく て教会

で挙げてもらえなかった内妻との結婚式のこと。自分

と妻と幼児とが、恥しからぬ衣服をつけ、・帽子をかぶ

り、耽足の足に編上げの靴をはくこと。かねて欲しが

っていた新らしい錯と rifle銃を手に入れること。そ

して 1人子 Coyotitoの教育と、それを通じて文盲の

自分たち Indians が征服者たちと対等の人聞になる

糸口を掴む大きな夢である。 Indiansにとって乙のよ

うな願いは、所詮、届くととのできない高嶺の花のよ

うに見えるかもしれない。しかし、 閉された社会の壁

が破砕しえないことを知るとき、その社会lζ住むこと

を余儀なくされる人聞が、限られたその埼・内におい

て、より良い生活を営み、 機会があれば出世したいと

希求するのは人の情であり、 庶民のささやかな夢であ

る。おそれ故、 Kinoの真珠に託する夢は、分にすぎ

た賛沢でもなく、途方もない放縦の願望とも言う乙と

はできない。そしてまた、彼の希うものはすべて、文



明社会の与えうる思恵にほかならず、それを享受する

乙とは、そ乙lζ住む人間の当然の権利である。だが、

今、その手中にあって、内に可能性を秘め、燦然とき

らめく巨大な真珠は、 Kinoの願望を叶えてくれるで

あろうか。そして、医者の住む石と漆食の世界は、快

く彼を迎え入れてくれるであろうか。

真珠を手に入れた Kinoの許を最初に訪れるのは教

会の神父である。彼は Kinoに 「汝の名は、荒野を聞

き、汝の同胞の心を和らげた偉大な教父に因んで名付

けられた。汝乙れを知るや。」29と尋ねる。 その時、

Ki noはかすかに、緩やかに、細々と、 “themusic 

of evil; of the enemy”がl鳴り出すのを聞く。 （作家

は主人公の心理の勤きを音楽に託して表現する。乙の

手法は、すでに Canne1ッ Row において見られると

乙ろである。なお、この作品が｜映画の scenario であ

ったことは前に述べた。） Kino は誰が乙の歌を持込ん

だのかと隣人たちの聞を見回す。神父は、 Kinoの突

き出した掌の中の真珠の大きさと美しさに一瞬息を

呑みつつ、“Ihope thou wilt remember to give 

thanks, my son, to Him who has given thee this 

treasure、andto pray for guidance in the future.”30 

と言う。 Kinoは黙然と領きながら、再び耳の中に「邪

悪の歌」が「真珠の曲」を打消すように甲高く奏でら

れるのを聞いて、 真珠を確く握り しめ、疑わしげに辺

りを見回す。

作家は乙の描写によって、 聖なる神父をも疑うに至

る、財宝を手にした人間の靖疑心の昂場を示そう とす

るのであろうか。勿論それもあるであろう。だが、更

に、作家の意図する重要な合意は、神父もまた人の子

であり、 聖なる司祭の衣のかげにひそむ Mephisto-

phelesの淡い影を、そして、神聖なその宗教の奥底花、

微かにうごめく不純なものの存在を、 素朴な Indian

の本能が、鋭敏に、だが漠然と認知したことを示そう

とするものである。

Fosterは、 ヨーロッパ人による西半球の征服は、

「ただ自分や自分たちの階級のために、できるだけ多

くのものを貧ろうと，思ってそれをやった」31のであっ

て、そ乙には、 暴力、流血、 奴隷化、 収奪、窮乏、そ

して社会の全般的な惨状が展開された。そして、 「教

会は Protestantも Catholic も、そのような征服に

のり出したヨーロッパの支配階級の中でも重要な部分

を占めたのだJ32と言っている。既に第1章において

述べたように、神父たちは、既存体制の変更が神の御

心に反するものであり、また、神々は人聞の計画を好

まず、“thegods take their revenge on a man if 

he be successful through his own efforts."33と

Indians に教えて、彼らが向らの力でよりよい生活
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をかち取ろうとする意欲を内から減殺した。 しかも

Indiansは、 神父の教えを忠実に信奉し、 神父に疑念

をいだくことは、 すなわち、彼らにとって、神への冒

漬を意味したのである。 このような状況の下におい

て、 Kinoの心に璃したー沫の神父への不信感は、極

めて重大な意義をもつものであり、 未だ暁の空lζ灰め

く微光lζしかすぎないが、それは Kinoの認識の深化

と共に勢を増して、 進展して行くその行動を規制する

強力な駈の力を弱化する抑制剤として働いて行くので

ある。

次lζ Kinoの小屋を訪れるのは、さきに Coyot1to

の診察を拒否した町医者である。彼はIndiansの心理

を巧みに利用して、自分と自分の医術への信頼を深め

よう とする。 Kinoも村人も、医者が何のために訪

れ、何を目的として施療するかを知りぬいている。

Coyotitoは救われる。 これがすべて医師の施術の結果

であるか否かは Kino kも読者にも不明である。兎lζ

角、Kinoの財宝は医者を引付け、Coyotitoの命は救

われた。その限りにおいては Kino の真珠は“ the

Holy Grail，，に比すことができる。

真珠の在処を知った医師は、その夜ひそかに夜盗を

放って、その宝を奪い取ろうとする。 Kinoは身をも

ってそれを守った。Juanaは、夫の額から流れ落ちる

血を肩掛の端で拭きとりながら、 一家の平穏無事を希

う女性の本能から、次のように叫ぶ。

“This thing is evil. .. ・This pearl is like a sin! It 

will destroy us. Throw it away, Kino. Let us break 

it between stones. Let us bury it and forget the 

place. Let us throw it back into the sea .... "34 

「聖杯」は今や 「Niebelungの宝」に変ったのである。

しかし Kinoの表情は動かず、心も意志も動かない。

それは財宝を手にした人間の心理であり、 戦いを挑ま

れて退くことを潔しとしない男の意地であり、 更に、

“This is our chance. Our son must go to school. 

He must break out of the pot that holds us in.円3r;

と叫ぶとき、それは Kinoの悲’槍な使命感とも言う乙

とができょう。

Ki noは今や、石と漆食の町に住む者たちの実体を

認識した。そして、 真珠を固守することによって、 彼

自らもまた、 物欲の充足に手段をえらばない世界の闘

争に参加して行乙うとしているのである。だが、この

乙とに対する彼自身の認識は、未だ乙の過程において

は、明確さを欠いているように思われる。



34 

4 

Kina はいよいよその巨大な真珠を町の真珠商人に

売りに行く。これは町の一大事件であり、そしてKino 

と Juanaにとっては生涯最高の朝である。兄の Juan

Tomasと並んで進む、ー，，長羅のぼろの白服に、大き

な麦稗帽をかぶり、sandalをはいた Kina、その後に、

洗礼式用の衣服をきせた Coyotitoを headshawlの

端にくるんで抱き 、 婚礼式の晴衣を着け、 ~ 1ζ紅い

ribbonを結んで従う妻の Juanaたちを先頭とする一

団が町へ向って進むにつれ、群集は次第にその数を増

す。 真珠集荷の組織は、買値を競合う自由営業の仮面

の下に、実は、先述のように、 1人の bossが幾人か

の配下を幾つかの事務所に配置し、 Indian漁夫から

偽閥的方法で、真珠を巻き上る組織にほかならない。

事務所の買子は、給料以外何の利益にも与からぬが、

己れの職務lζ全力を傾注し、 買叩くことに満足を味わ

う「善良」な男たちである。

先頭を行く Kinaと 興奮した Tomむとの川に、

次のような会話が交される。

“You must be careful to see they do not cheat 

you，” Tomas said. And, " Very careful，＇’ agreed 

Kino. 

“Before you were born, Kina，＇’ Tomas said, 

“the old ones thought of a way to get more 

money for their pearls. They thought it would 

be better if they had an agent who took all the 

pearls to the capital and sold them there and 

kept only his share of the profit." 

Kino nodded his head.“I know，＇’ he said.“It 

was a good thought." 

“And so they got such a man，”said Juan 

Tomas，“and they pooled the pearls, and they 

started him off. And he was never heard of 

again and the pearls were lost. Then they got 

another man, and they started him off, and he 

was never heard of again. And so they gave 

the whole thing up and went back to the old 

way. 

“I know，＇’ said kino.“I have heard our father 

tell of it. It was a good idea, but it was against 

religion, and the Father made that very clear. 

The loss of the pearl was a punishment visited 

on those who tried to leave their station.・・・ (see 

Note 18.) 

“I have heard him make that sermon，” said 

Juan Tomas.“He makes it every year.”36 

そして、兄弟は歩きながら顔を見合せて、ちょっと

{J1i目をつかう。

この表情は、彼ら Indiansが父祖代々やって来た、

「何ものも打破ることのできない唯一の防壁」であ

る。乙れはもちろん、神父の言葉への信従の表情では

なくて、 担、従の表現である。われわれは前に、彼を訪

れた神父に対する Kinoのひそかな不信の繭芽を見

た。そして今また、信仰に対する、すなわち、司祭

のいわゆる神に対する Kinoの隠微な不信の表明を見

る。Kinoが“itwas a good idea, but it was a-

gainst religion，”と言うとき、それは彼の理性と信仰と

の矛盾を表示するものである。 乙の時すでに、 Kino 

の心には、即d:l.:1と、 すなわち“agood idea ”に従お

うとする決意が瑚していたことを、われわれは読みと

らねばならない。

Kino は4人の真珠商人の巧妙な掛け引きに翻弄さ

れる。 50,000peso (1,440,000円）の値打ちがあると

信じた彼の真珠には、最高 1,500peso (43,200円〉の

価格しかっけられない。彼らのn的着を悟った Kino

は、憤然として、 真珠を首都へ売りに行くことを宣言

する。

わが家lと帰って、寝ござの上lと坐って思案する Kino 

へ向い、 JuanTomasは年上の分別をもって教える。

すなわち、 Kinoの反j)!l；は単に真珠商人lζ対するもの

ではなく、 「すべての組織への、一切の生き方への反

抗」である。そして、例え Kinoが正しくとも、正し

いというだけの理由で勝負がつくものでもない。われ

われは生れてから死ぬまで、棺桶lこすら掛け値され、

騎され通しであることを艮く知っている。しかもわれ

われは生き続けねばならないのだ。そして、たとえ首

都へ行っても何もここと変りはないであろうし、ここ

では友達や縁者がいるだけま しである。しかし、その

友達も、自分の身lζ危険や不愉快な思いをするとき、

友だちではなくなるのだ、と 言って、そして、 “Go

with God.”といいながら腰を上げる。Kinoも“Go

with Got.”と言い返したが、その言葉の中に不思議

な冷やかさを感じとる。

Tomむ の言葉によって、Kinoはこれから実行しよ

うとする自分の行・勤の意味をさらに明確に把握しえ

た。そして同時に、不幸なことに、 Kinoはまた自分

の同胞の無気力と、 連帯意識の欠知とをはっきりと認

識した。生き続けるためには、彼もまた、忍従より他

にとる手段は全く見出せないのであろうか。 1人坐す

Ki noの胸には、 また、そこはかとない無力のおもい

が湧き出し、 灰色の絶望感が雲のように広がって行

く。



その夜、小屋に迫る「黒い影」と闘って、 Kinoは

再び深い傷を顔lζ受けて打倒れる。 Juanaは、不吉な

真珠が彼らの身を滅ぼす前に、それを打砕く乙とを、

それを元の海に投げ返す乙とを Kino l乙懇願する。彼

女の声を聞いている中に、 Kinoの眼は再び光を取り

戻して澗々と輝き、筋肉は引き締って、決意は一層強

固となって行く 。

今乙そ Kinoは、自分のおかれた世界の実相を、そ

の眼で見、その休で realizeすることができた。縦横

に、しかも巧妙に巡らした利潤迫求の網の目、そこに

ひしめく物欲の徒の醜悪な姿態。正義も人道もそこで

は光輝を失ない、しかも、聖なる宗教の庇護の衣が、

すっぽり とそれを掩い隠しているのだ。認識は行動を

呼び起さずにはやまない。貧｜主！と異民族とが、どう し

て道理施行の要請の妨げ、となってよかろうか。 Kino 

は男である。 真珠lζ託した:t＇：は実現されなければなら

ない。彼の使命は果されなければならない。真珠を手

にした時、すでに古いtLt界を失った Kinoは、 新しい

世界に分け入るよりほかに道はないのだ。そ してま

た、1度 “Iwill go.”と宣言した時、それは現実の

ものとなって規flil］するのであり、“Todet町 mineto 

go and to say it was to be halfway ther巴”37であ

る。

夜明け前、音もなく起き上った Juanaは、Kinoの

真珠を海lと投返すため月光の中を浜辺へ急ぐ。気付い

たKinoは、憤怒lζ燃えてその後を追い、水際で正lζ

真珠を投げ捨てようとする彼女の腕を押えて、 真珠を

もぎ取り、拳を固めてその顔を殴りつけ、倒れると、

その脇腹を蹴るo，幽をむいて見下す Kinaの顔に、彼

女はありありと殺意を感じとる。しかし、 彼女はそれ

を受入れ、逆らうことはもとより、防ぐととさえしな

い。やがて Kinoの怒りは消え、烈しい慌悪の情がそ

れにとって代る。

Juanaの乙のような行動は、Kino にとっては、 自

分の真意を解しない自己愛の粘二果と写ったのかも し

れない。それは真実の愛ではない。 しか し、 女性の

Juana にとっては、社会正義も、体面も、使命感も

必要ではない。希うものはただ、夫の健在と、 真珠を

見出す前の一家の平穏な生活のみである。乙のような

Juanaは、女性の消極性、保守性の発現を示すもので

ある。勿論、作家の女性像は乙乙に停滞している乙と

を許さない。

Kinoはその帰途、三度、黒い男lζ襲われ、その男

を刺殺すると同時に、自分も打倒される。真珠は彼の

掌から転がり落ち、小径の石の蔭で月光を浴び、てかす
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かに締いている。漸く起き上った Juanaは、その真

珠を見つけ、同時に、倒れている Kinoと見知らぬ男

の死体を認める。 Kinoのそばには刃の黒ずんだ短剣

が横たわっている。彼女はすべてを悟った。最早、彼

女が必死に希求した一家の平砲を取戻す術も消え失せ

てしまったのだ。Juanaは、Kinoの行動が、所詮は

「描蜘の斧」にしかすぎないととを女性の本能から知

っていた。そして同時に、そのようなことを敢て行う

者は、神か狂人であり、またそのような人間こそ、真

の男であることも知っていた。そしてまた、 時には女

性の特色とする用心深さや保護意識が、そのような男

らしさを断ち切って、一同を救うこともある乙とを知

っていた。しかし、 それも今や虚しくなってしまった

のだ。彼女は忽ち過去を投げ捨てる。そして素早く死

人を小径から薮蔭へ引ずり込み、 Kinoを介抱して、

彼を励まし山奔を促す。

彼女の思慮には、さらに内に秘めた女性の力が加え

られた。大事 に際して内政した力を集中的に発揮し

て、 勝れた判断力と積極性と決断力とを示して、 挫け

ようとする男性を励ます女性の姿は、Steinbeckの描

く好もしい女性の典型である。 それは、 Toa God 

Unknown (1933) ！どおける Josephの唯一つの真の

理解者である彼の兄の妻 Rama3Sの姿であり、 また

The Grapes of Wmth (1939）における Tom Joad 

の母親 Maの姿にほかならない。

同じ日の明け方、命よりも大切な Kino の canoe

は、舟底lζ無！低な大穴を明けられ、小屋には火を放た

れて焼払われる。すべての逃げ路を断たれたKino一

家ば、夜が明けてその日 1日、Juan Tomasの家に

匿われる。夕暮が迫った時、兄から贈られた食糧の袋

と長い頑丈な作業ナイフを携えて、 Kinoは、 shawl

lζすっぽりくるまれて眠った Coyo ti to を背負っ た

Juanaと共に、海岸を避けて、 北に向って旅立つとと

になる。Tomasは Kinok言う 。

“They are making a party to search the 

shore. The men in the city will look for you. 

Do you still have the pearl ？” 

“I have it，”said Kino.“And I will keep it. I 

might have given it as a gift, but now it is my 

misfortune and my life and I will keep it.”39 

Juan Tomas embraced his brother・・・andkissed 

him on both cheeks.“Go with God，” he said, 

and it was like a death.“You will not give up 

the pearl ？” 

“This pearl has become my soul," said Kino. 

“If I give up I shall lose my soul. Go thou also 
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with Gηd”40 

Kinaは決然として真珠を死守することを断言する。

天の賜物と思った真珠が、彼の災厄となった時、それ

は彼の生命となり魂となったと Kinoは言う。彼の不

屈の魂は、神父の教えに反し、信仰にそむいた堕地獄

の魂である。しかしこの魂こそ、実は光り輝く真実の

魂であり、不正をにくみ道理を愛好する栄光の魂であ

る。これ乙そ正しく、形円かにして大いさ大に、その

光沢の輝かしければ輝かしい程、不当の圧迫を蒙り、

致命の災厄を招く 、Kinoの見出した巨大な真珠にほ

かならないのである。かく て、 今やまさに、Kinoに

とって真珠を失うことは、彼の魂の喪失であり、生命

の消滅であり、すなわち、彼の死を意味することとな

ったのである。

Frenchは“Thispearl has become my soul，”の

表現を“somewhat'baroque language”41と評する

が、乙れは上述の理由から必ずしも正当の評言と言う

ことはできない。 PeterLiscaは乙の表現に関して、

乙れは、魂の束縛の救いの寓話と考えられる Gnosis

派の断章“Acts of Judas Thomas，，の中の 1節で、

通常“The Song of the Pearl" と呼ばれ、また

“The Hymn of the Soul，，として知られているもの

にその源をもっと指摘する。42Thomas Sugrue34お

よび JosephFontenrose44もまた、 ThePearlがと

の“TheHymn of fhe Soul”に基いて、魂の讃歌

lと変形する乙とによって、メキシコ土人の単純な民話

を拡大したものだと述べる。 Gnostic hymnでは、

（天国の）王位にある両親が、王子（thesoul）を大

波の逆巻く大海の真只中にある “theone pearl”を

とりに旅立たせる。王子は変節常ないエジプ卜人（this

world）のために幾多の辛酸をなめ、幾度か挫折しつ

つ、 遂に真珠（道理を尊ぶ不屈の魂〉を手花入れて、王

位を継ぐべく天国に帰って行く 。ThePearlは Stein-

beck によるこの神話の転倒であるという。 なるほど

Ki no は、 最初に、救いを約束する“Thepearl of 

the World ”を発見して後、世の辛苦をなめて「彼の

魂となった」真珠を放棄して、元の生活lζ帰るのであ

り、一見すれば、神話の転倒のように見える。 しか

し、そのような結論は、決して、作家の真意を正当に

解したものと言うととはできない。それは主として、

真珠放棄の implicationの解釈の不備より導き出され

た断定であり、乙の詳細に関しては、第百章において

論究して行きたいと思う。

E 絶望

Ki noたちは Loretto54へ向う轍のついた砂道を足

跡を気忙しながら終夜歩き続け、夜が明けると足跡を

掃き消して叢林の中にかくれる。やがて Kinoは3人

の追跡者の影を認める。1人は rifleを携えて馬に乗

り、 2人は徒歩である。この2人は猟犬のように敏感

な奥地から来た猟師で“theycould follow, could 

read a broken straw or a little tumbled pile of 

dust. "46である。彼らが迫って来た時、Kinoは真珠

の価値に懐疑し、また“PerhapsI should let them 

take me.”と無力な絶望感に襲われる Oそして、Juana

の強い励ましの言葉に再び決意を新忙して、西方の岩

山花向って逃がれて行く 。

乙れは“Flight"47における Pepeの行動に似て、

周到な計画を欠いた不備な逃亡である。 Pepeは空し

く死んで行く 。そして、 それはそれなりに卓越した自

然主義的効果を示している。しかし、懐に輝く真珠を

いだき、胸lζ燃ゆる不屈の魂をもった Kinolこ、作家

は Pepeに見た空しい滅亡を与えはしないーそ してま

た、与えてはいけないのである。またこの第6章にお

いて、主人公の逃亡の進行に伴って展開する情景の生

彩ある描写、例えば、

・・・・・・Beside this tiny stream, wherever enough 

earth collected for root-hold, colonies of plants 

grew, wild grape and little palms, maidenhair 

fern, hibiscus, and tall pampas grass with feathery 

rods raised above the spike leaves.And in the pool 

lived frogs and water-skaters, and waterworms 

crawled on the bottom of the pool. Everything 

that loved water came to these few shallow 

places. The cats took their prey there, and 

strewed feathers and lapped water through their 

bloody teeth. The little pools were places of life 

because of the water, and places of killing be-

cause of the water, too.4S 

などは、 象徴主義的 realism の見事な結晶という

乙とができる。そしてまたわれわれは、このような描

写を “GreatMountains唯 9、“Flight＂、OfMice and 

Men (1937）などにおいて見出すととができる。

彼らは痩せた岩石の道を登って行く。前途を危倶す

るKinoは、 傷つき 疲れた Juanaを見て、 自分が

追跡者を山深く誘い込んで行く聞に、彼女は北方の

Lorettoか SantaRosalia50へ行くように求め、そし

て「う まく彼らをまけたら自分もそ乙へ行く。それが

ただ1つの安全な方法だ」と言う。 しかし Juanaは

“We go with you.”と、断乎として拒絶し、その表

情には、徴塵の弱気も恐怖もためらいの色も見出せ

ず、眼は更に生々と輝いている。 Kinoの胸には新た

に力が湧き上って、歩き出した時には、最早、それは

“panic flight”ではなくなるのである。



女性によって匙る男性の姿。逆に、それを可能にす

る女性の内に秘めた力。作家はここに見るように、幾

度かそれを繰返して叙述する。われわれはここで鮮か

に、 TheGr，ゆesof Wr，叫んの lastsceneを思い浮

べるであろう。かくてまた、われわれは、 ThePearl 

lとよっても、 Steinbeckの女性観の証しを読みとるの

である。

追跡者たちは方向を見失うと、必ず円を描いてまた

見つけ出すまでに時間を空費する乙とを知っている

Ki noは、じぐぎぐに進み、時には南へ引返して跡を

残し、また露出した岩を踏んで、夕 陽のうすずく中

を、山の Creft目ざして登って行く 。Creftには冷た

い澄んだ水が噴き出て細流をなし、それが集って小さ

な測を造っている。漸く彼らはその測の1つに達す

る。Kinaは斜面のはるか下方に、蟻よりも小さい追

跡者の姿を認める。彼らは晩までにはそこに着くので

ある。 Kinoたちは、 Creftの後の岩肩の一連の蝕壊

洞窟の 1番大きい 1つに身をひそめる。追跡者たちは

薄暮の頃、遂に測に現われる。馬が最後の急坂を登れ

ぬため、 3人とも徒歩である。聞に包まれた下の汀で

擦る1本のマッチの火影に、 Kino は2人の男が犬の

ように身を丸めて眠り、残る 1人が rifleをもって見

張りに立っているのを認める。朝になったら、追跡者

たちは必ず Kinoたちを見付けて殺すのである。他lと

とる手段はなし1。先ず rifleをもった男をやっつけれ

ばあとは大丈夫である。白服を脱ぎ捨て、大ナイフを

首に市した褐色の Kinoの姿は閣の中に消えて行く。

Juana は背に眠った幼児を負って、 山の洞窟から

覗く 1羽のふくろうのように眼をこらしつつ、 “the 

black unhuman things ”に対して、 Haili¥.farys と

古来の祈祷詞を組合わせて一心に口ずさむ。

Kina は“aslow lizard ”のように、また「 1つ

の影Jのように、岩肩を音もなく這い下りて下の台地

に達し、いじけた椋欄のかげに跨るまでに長い時闘が

かかった。心臓は雷のように』部き、手や顔は汗にまみ

れる。月の出は目随に迫って来る。彼は起ちかけた。

だがその時、東の地平線の上lと月の光が現れた。彼は

再び身を沈めた。その眼に、 20feet先の測の汀に坐

っている不寝番の姿がよく見えた。彼が後を見せた時

躍りかからなければならない。彼は脚を踏張った。そ

の時、正の中腹の暗い洞窟の辺りから、幼児の微かな

低い泣き声が聞えて来た。「coyoteかもしれぬ」不寝

番はそうつぶやいて、洞窟めがけて銃の撃鉄を引い

た。銃が凄じい踊音をあげたのは、 Kinoがナイフを

振って躍りかかって行く途中であった。一瞬の中にそ

の男を倒して rifleを奪い、振り返りざま、坐った2

番目の男の頭を「melonのように」打砕いた。3番目
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の男は蟹さながらに這って測に転げ落ちた。Kinoは

大股に水際に寄り、その男の双の眼の聞を狙ってぶつ

放した。そして、彼は、洞窟から洩れて来る鋭い悲し

い hystericな Juanaの死の働突に、 1人子の死を覚

ったのである。

mleodrama的に鮮かで愚かなこの Kinaの3人の

殺人は、 彼にとって束の間の勝利ですらなく、それは

むしろ、絶望の測に転落して行く者への加速剤にしか

すぎなかったのである。rifleを奪い、幾人人を殺そ

うとも、追手は更に数を増して迫って来るであろう。

また、たとえ何処の町へ行乙うとも、そこは LaPaz 

の市と何の選ぶところがあろうか。この世にまたとな

い貴重な真珠を見出し、それにも劣らぬ「災」にして

輝かしい魂をもったが故花、 Kinoは自分を取り巻く

社会の真実の相をより鮮明に認識する乙とができた。

その社会は Juanaの直感のように、不壊の山岳であ

り、無限の深海であったのだ。闘ってその中に入り、

Indianを人間として処遇させることは今や絶対に叶

わないのだ。そしてまた、人を殺し、 家 は焼かれ、

ca neeも打破られた今、故郷の村に帰ったとて、一体

何をすることができるのか。更にまた、その教育を通

じて、 Indiansが自由の天地に抜け出す将来の望みを

それ1つに託した、 「可愛い真理の agent」Coyotito

も兇弾に果敢く消えてしまったのだ。懐深く抱き持つ

その真珠を死守したとて、一体何の意義があるのか。

四面絶望の海に沈倫しつつ、 Kinoは一体、何処へ行

乙うとするのか。

町敗北即勝利

2人はいつもするように、 Kinoを先に Juanaが

後に続く 1列の歩き方ではなく、互に肩を並べて市へ

入って来た。そして無人の境を行くように歩いて行っ

た。黄金色に映える陽は彼らの背後にあって、2つの黒

く長い影は歩くにつれて前へと伸び、彼らは“pillars

of black fear”を運んで行くように見えた。 Juanaは

Coyotitoの死体を包んだ血染めの肩掛を肩にになっ

ていた。その顔は激しい疲労で乙わばり、 herwide 

eyes stared inward on herself. She was as remote 

and as removed as Heaven.51そして、 Kino は rifle

を腕にかけ、口を固く結び顎をきっく引いて、 Hecar-

ried fear with him and he was as dangerous as a 

risirig storm.52そして人人は、

“The two seemed to be removed from human 

experience; they had gone through pain and had 

come out on the other side，・・・”53

と言った。

彼らは石と添食の町を抜け、柴小屋の部落には入
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る。 Kinoは自分たちの家の焼跡にも眼を向けず、致

れた canoeの方を見ょうともしない。 主主打際lと出る

と、彼は懐から巨きな真珠を取り 1'L¥した。見ると、それ

は最早、醜い悪性の腫物のように忠われた。彼は真珠

を Juanaの方lζ差し出した。彼女は低く“No,you.” 

と言った。 Kinoは力一ばい、美しい緑の海に向って

真珠を投げた。 真珠は傾く陽の光に燦然ときらめき

ながら、はるか彼方に小さな飛沫をあげて沈んで行っ

た。彼らは肩を並べたまま、長い間そ乙を見つめて立

っていた。

万折れ矢尽きて、 Kinoは絶望の極限に、このように

して、 真珠を見出した故郷の緑の梅原にそれを投げ返

した。彼は完全に敗北したのだ。真珠の投棄は、その

完全な敗北の成就の表示に外ならない。そして真珠は

既に彼の生命であり、魂となっていた。それ故、真珠

の放棄はまた、Kinoの魂の、彼の.'...t.命の放棄であり、

それは Kinoの消滅を、彼の死を意味する。Kinoは、

十字架を背負って Golgothaの丘を登った Christの

ように、 「黒い恐怖の柱」を抱いて、故郷の海に向っ

た。そして Christが死んだようl亡、Kinoもまた死ん

だのだ。Toa God Unknowniの Joseコhが Christ

k比せられ、TheGmρes of 1V1叫んの JimCasyが

またそうであるように、 Ki noもまたここで、Christ

k擬せられたものと見ることは、必ずしも妥当を欠く

見解という乙とはできないであろう。

死は復活の前提であり、新生の startを意味する。

新生とは元の生活の復元ではなくして前進であり、新

生活の開展でなければならない。Fre:lchは、 真珠を

捨てた Kinoが 「自分の野心を抑制して、前のつまら

ぬ身分を受け入れるであろうかj54と危倶し、また、

“the gesture of re~ection at the end satisfes the 

reader who feels that, afterall, the simple life is 

best.汚 5と述べるのであるが、乙れは全く、 真珠放棄

によって表明しようとする作家の真意を掌握しえない

ものの世迷い言にしかすぎないのである。

Ki noは真珠を発見することによって、 虐げられた

Indianの境界から必死に脱出しよう と試み、また、そ

うする糸口でも掴もうと闘った。それは社会的不正へ

の、不道理への挑戦であった。それは既成的社会体制

への変革の志向である。既存体制の鉄壁は微動だもせ

ず、また彼の行動は、身の程を弁えぬ信仰への反抗で

ある。Kinoは絶望し、打破れ、遂に真珠を放棄する。

それは魂の放棄であり、 生命の終熔であり、Kinoの

死を意味した。乙れこそ怒れる神の復讐であり、下さ

れた刑罰にほかならなし可。しかし、死んだ Christは

復活する。そのように Kinoもまた匙らねばならな

し1。

有能であるが、若くして無知な Kinoの破滅は、

「未だ解決する訓練の充分にできていない問題に、時

期尚早に対処させられたJ56ために招いた災であろう

か。し1ゃそうではない。Kinoは1度乙の世にまたとな

い財宝を入手するや、それを最後まで固執した。家を

失い、canoeを砕かれ、妻を殴打し、幾度か命を狙う

「黒い影」に襲われながらも、ついにそれを雌さなか

った。宝は彼の魂となった。それ故、それはまた、不

正を憎み道理を愛好する輝かしい魂の固執である。財

宝への執着は1面、 人間の物欲の表明とも言えるが、

同時にまた、魂への固執は正義欲とも言うことができ

る。 かくて、Kinoの固執は、 善かれ悪しかれ、この

ような欲望への偏執であり、偏執とはすなわち、奴隷

となる乙とを意味する。も早、そとに自由はなく 、主

体制はない。それは人間の喪失である。

Ki noは絶望の極限において、 とのことを’話然と大

悟しえた。そして、その証しとして真珠を投棄するこ

とになったのである。それはまた、固執した魂の放棄

であり、過去の Kinoの消滅であり、敗北であり、死

であり、同時にまた、その瞬間における Kinoの復活

であり、自由の、主体性の、そして人間の回復であ

る。それは、偉大な Kinoの勝利である。 （「勝利」

という表現は相対的言葉であって、 Kinoのこのよう

な悟りの表現には相応しくないが、便宜上使用する。〉

“they had gone through pain and had come out 

on the other side.”という前記の言葉は、人間的苦

悩を巴え、絶対の世界の入口に到達しようとする Kino 

の勝利の姿の描写にほかならない。原話の Indianの

少年が、闇夜ひそかに故郷に帰ったのとは対照的に、

作家が、白昼堂 と々 Kinoたちを故郷の町に帰し、真

珠投棄の“grandgesture”をさせるのは、たしかに

「Hollywoodの結末」57臭くはあるが、それは Kino 

の回心の偉大さを表示しようとする作家の意図に出た

ものと思惟せねばならない。

作家はまた、大悟して後、 真珠投棄のため、 Kmo

を故郷の地に帰すのであるが、大悟した Kinoは何も

強いて故郷に帰る必要はないのである。作家 の意図

は、 Kinoが貧しい Indianの暮しの中にあって、し

かもそれを越えたことを示そう とするものであろう。

Frenchはまた、 乙の作品に関して、 ThePearl 

was ceemed suitable fare・・・fora woman’s magazine 

-a bulwork of the very respe(;tability pilloried in 

Camzeη Row.・・・58と述べる。成程、 ThePearlでは、

最終章に至るまで Kinoの体面について記述される。

しかし、作家は単に、人間の執着する欲望の lっとし

て、この「体面欲」をとりあげ、先述の物欲、正義欲

などに並列するものとして記述したものと考えること



が妥当ではなし可かと思う。更に彼は、 ThePear.ルは

The Graρes of Wrathの中心にある熱烈な信条の反

駁であるという。すなはち、・・・manreaches, stumbles 

forward, painfully, mistakenly sometimes. Having 

stepped forward, he may slip back, but only half a 

step, never the full step back.・・・・・・59これが The

Graρes of W1叫ん の信条である。しかるに ThePearl 

では、 「骨折って 1歩前進してほんの半歩すべり戻る

のではなしに、その山の谷底まで急降下するのであ

る。 というのは、舟は打こわされ、赤ん坊は殺され、

真珠はj仰と投げ込まれたので、物語りが始る時にもっ

ていたものより、物語りが終るときには、彼ははるか

に少くもつに至るからである。……」00と。何という浅

薄な叉容であろう。真珠 の投棄によってかち取った

Ki noの悟りは、何ものにも比し難い宝玉であった。

Kinaは半歩退いて 1歩前進するどころか、 百歩も 2

百歩も前進したことを FrenchはI理解できなかったの

である。

Steinbeckは、 TortillaFlatの paisanoたちを、

Canne1ツ Rowの Mack とその 1党を、世間的な眼

から見れば浮浪者であり、社会の敗残者である。だ

が、月IJの面から見れば聖者であり、殉教者であると述

べた。執着心を放下－し、 自由の主体となりえた Kina

の復活後に展開される生活は、恐らく Mack たちの

生活に倣うであろう。PeterLiscaは、BothDanny 

and his paisanos and Mack and the boys have 

thrown the jewel of great price back into the sea 

before their stories begin. Glと述べ、 Frenchはこれ

に対して、 butthere is really no evidence that they 

ever found a pearl.62と反論する。だが、 Mackたち

の生活には入るには幾つかの道が存在するのであり、

真珠の投棄によって示す Kinoの道は、その 1つにし

かすぎない。それ故、 Mackたちには、何も必ずしも

真珠を見付け出す必要は存在しないのである。

Conclusion 

偏執を捨てた生活とは、 善悪苦楽に停滞しない、世

と共に推移する、融通無碍の生活を意味する。人聞が

ものに執着せず、天真澗漫に行動するとき、それは自

ら人聞の内に備わる自然法則と合致する こととなっ

て、 そこに人間の幸福や善が実現される世界は、あり

のままの生命を肯定する、 楽天的人間観に基く Stein-

beckの vision であり、それは彼の幾つかの作品に、

すなはち、 To α God Unknown (1933), Tortilla 

Flat (1935), The Graρι of Wrath, Cannery Ro叩，

East of Eden (1952）などに、部分的に、あるいは

全面的に、 顕在的に、あるいは潜在的に、現われるの
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を見ることができる。また、偏執を排除して虚心に

ものを見ょうとする作家の創作態度は、 InDubious 

Battle (1936）の Burton医師 の言葉63に、 The

Moon is Do叩 n(1942）の Nazisの軍人に、A Ru・

ssian Journal (1948）に描く 口、ンア人の姿などに、明

瞭に認める乙とができる。このような作家の世界観

は、 東洋風な倫理的自然主義思想ともいえるもので、

偏執生起の因と、執着の対象となる’「もの」の実相と

いうさらに根源的問題と関連して、私は Steinbeckの

思想に、Vedaの思想、仏教思想、老子思想などの存

在を見て、 幾つかの論文64においてそれを指摘して来

fこ。

The Pearlもまた、以上見て来たように、 Steinbeck

の1連の作品lζ見る leitmotifを印象づける作品65の

1つという ことができ、またそれは、物欲にうごめく

複雑な社会に住む、虐 げられた人間の悲痛な魂の記

録G6とも言うことができる。 しかし、前述のように、

との作品は婦人雑誌の掲載小説であり、また、 Holly-

wood映画との関連作品である。それ故、不必要な誇

張を所々に見る melodramaの色彩をもつことは否定

できなし可。しかもなお、合意豊かに、見事な realism

の描写の中に展開する、極度に simplify された真珠

の寓話は、その対照の鮮明さの故に、また、読む者の

心に忘れJ!mい感銘を与える noveletteと言うことがで

きるであろう。
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ヒューマニストとしてのコールドウェル

西 誠 也

Erskine Caldwell as a Humanist 

Seiya Nishi 

Erskine Caldwell established his fame as one of the leading contemporary novelists in 

the United States of America by 'Tobacco Road ’（1932), and 'God’s Little Acre ’（1933), 

the subjects of which are poor whites in the Deep South. 

Caldwell, born and brought in Georgia, became a humanist in contact both with the 

poor whites suffering from poverty and hunger and with the negroes treated with cruelty 

by the whites. 

Here, in this treatise, I will deal with thought and action of the white people against the 

negroes appearing in some of his novels and short stories of which the themes are 

illtreatment of the negro, casting a glance upon his own view on the racial problem. 

はじめに

黒人問題はアメ リカにとって、宿命的なそして最も

深刻な社会問題の一つであるが、アメリカの作家、特

に南部に生まれ南部を活動の舞台とする作家達がとの

問題をどのように眺め、どのように考えているかを作

品を通して知ることは興味あるととろである。そとで

先ず、＇ TheBastard', 'Poor Fool，を世 に出した

1929年以来、自然主義の立場で活躍してきた Erskine

Caldwell (1903ー）の作品を取り上げて見ょうと思

う。しかしまだ Caldwellの全作品について目を通し

ていない現在では彼の黒人観の全貌を把握することは

出来ない。従ってここでは、 Caldwellの作品のうち

電GeorgiaBoy' (1943）以前の主としてリンチ小説を

えらび、登場人物の黒人観を観察してそれらをいくつ

かの型に類別し、そこから Caldwell自身の黒人問題

に対する姿勢を探ろうと試みた。

I Caldwellと南部

Caldwellは彼の自叙伝ともいえる＇ CallIt Experi-

ence’（1951）の Epilogueにおいて、対話の形式で

次のような問答を試みている。

Q : You write too much about poor people. 

Why don’t you write about the plearnnt things 

in life ? 

A : Those enjoying the pleasant things in life 

are fewer than those enduring the unpleasant. 

When this social condition no longer exists, 

I'll feel there is no longer any purpose in 

writing about the effects of poverty on the 

human spirit. 1 

乙の回答は、 Caldwell の作家的立場と彼の作品の

性格をおよそ表現 しつくしていると云えないだろう

か。

彼は「物納小作人の地域から出たリアリスト」2 と

皮肉交りに批評され、 「苦しんでいる人聞を種にして

金もうけをしている。」3 と罵られながらも、作家的愛

情を貧窮した人々に注ぎつつ南部を描き続ける。彼の

文学は基本的lとは、人道主義に根ざした、社会に対す

る抗議の文学である。

Erskine Caldwell は1903年12月17日 Georgia州

Coweta郡 Morelandに生まれた。父は、 IraSylves-

ter Caldwellとし1って、当時、長老派教会の Home

Missiom Boardの書記をしていた。父の職業柄、そ

の後 Carolinas,Virginia, Florida の各地を転々と

し、その間数年は Tennessee州 Tipton郡 Atoka

の近くに住んでいた乙ともあった。 そして 1918年、

Caldwellが15才の時には、父は牧師と して、 Georgia

州 Jefferson郡の Wrensk移っていた。 Wrensは

Savannah河の30マイノレ西にあたり当時は人口1,200

人の小さな町であったが、此処が彼の文学的修業の土

地であり、また放浪の舞台ともなった。 彼が South

Carolina, Due West にある Erskine大学に入学す

る以前lζ受けた正規の学校教育が、 Tennessee州の

grammar -schoolの2年間と Virginia州Rockbridge

郡 Fairfieldの私立学校の数カ月、そして Wrensの

high schoolの2年間だけで、卒業するのに必要な単
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位を取っていなかったという状況は、主として上述の

家庭の事情によるものであったろう。

青年 Caldwellは、フットボーノレの選手をするほど

の頑丈な体に恵まれ、 高校時代・大学時代を通じて積

極的で行動的であり、いろんなアルバイトをして様々

な人生体験をする。一一綿実油工場の肉体労働、 Jeff-

ersonリポーター紙での見習、セミプロクラブの無給

公式スコアラー、 AugustaChronicle紙のレンズ通

信員、 Calhounでの石工の手伝い、玉突き場の事務

員兼現金出納係兼小使、 書店店主等々である。さらに

旅行好きの彼は、或る時は父の巡回に同行し、或る時

は非常に献身的な医者の自動車を運転して患者の家を

廻り、或る時は小賢しい郡の税金査定人について農家

を廻ったこともあった。

Georgiaを中心とした南部で、これらの体験を通

して得た青年 Caldwellの見聞が、彼の humanistと

しての社会正義感を育て、後日次々に書き続けて行く

小説や物語りやノレポノレタージュの主題となっていった

ことは、彼が＇ CallIt Experience，において随所にふ

れているととろである。

1919年の夏、Caldwell は父と 2人で田舎の教会会

員を訪ねたが、その時のととを次のように述懐してい

る。

「この棉の小作地帯には、当時殆んど例外なく共通

した生活の型があるように思われた。 ずっと以前に

は、タバコがこの同じ砂と粘土の広々とした地域に栽

培されていたが、今でも数条の見捨てられたタバコロ

ード一一乾燥させたタバコの葉をつめた大樽を農場ーか

らSavannah河まで転がして行った跡に出来た広く

平坦な道路が、いくつかの黒ず、んだ畝の上に認められ

た。大抵の地主たちは Waynesboro, Louisville や

Wrensといった近くの町々に比較的楽な生活を営ん

でいたが、田舎はどちらを向いても程度の差乙そあれ

貧之人だらけだった。

時々は父が何か言葉に出して云わないではおれない

程の悲惨な困窮のしるしゃ証拠に出会うことがあっ

た。彼は雑草で縁どられた道路に車を止め、今しがた

出て来たばかりの1部屋か2部屋の破損した小作人の

あばら家を棉の畑ごしに振り返って眺めるのだった。

屋根板の腐った掘立小屋には、大抵1台のベッドと床

の上に敷くベッド代りの何枚かの掛け毛布、料理用の

爆炉、それに背のまっすぐな引き裂かれた藤椅子が1

脚あるだけだった。

「そこlと住んでいる可愛想な人聞は、生涯、今の状

態から脱け出す機会は絶対にあり得ない。杭の穴に

落ち込んだひきがえると同じように全く困り切ってい

る。人聞がこのように生きなければならないという乙

とは恥しいことだ。それに、乙れらの子供達みんなは

どうしたものだろう。彼らが大きくなったとき、彼等

はどうなるだろうか。やはりまた、杭の穴の中の娃に

なるのだろうか』と父は悲しそうに云うのだ、った。」4

乙の Georgiaの荒廃した土地と、そ乙にへばりつ

いている貧しい人達が Caldwellの心に与えた鮮烈な

印象は、彼の長編第一作であり、また彼の代表作とも

なった電TobaccoRoad，そのものによって如実に証明

されると乙ろであるが、ミTobaccoRoad，誕生の経緯

についての彼の感懐も彼と南部 Georgia との関係を

端的に現わしているものといえよう。彼は《Tobacco

Road ’の Advertisement5 に当時の回想を生き生き

と書くと共に、電CallIt Experience，の中でも次のよ

うに述懐している。

. I felt that I would never be able to write 

successfully about other people in other places 

until first I had written the story of the landless 

and poverty-stricken families living on East Geor -

gia sand hills and tobacco roads.”6 

南部こそ、彼の文学を育てた土壌であり、南部をあ

るがままに描き出すととが彼の目的でもあるようだ。

II Caldwell と黒人

「南部の生活のパノラマ的描写 T」を目的として、

次々に書き続ける Caldwellの作品には、 poorwhites 

と共に、貧困に加うるに宿命的重荷を担う黒人を主題

としたものが多い。乙の場合にも、彼は「南部の生活

を自分の知っている通りに 8」書くという執筆態度を

示し、最も悲惨な lynchingについても、現実を凝視

して目をつぶろうとはしない。黒人問題についての

violenceはいわば南部の属性でもあるのだ。彼は自分

でじかに目撃した黒人への暴力行為を次のように描い

ている。

I’ve seen a man beat a mule to death because 

the sun was hot and he was tired and tense, sick 

of the endless of his life. I’ve been in a barnyard 

at the end of a day in the cotton fields when the 

boss came over to ask why a mule was lame. 

A Negro explained that the mule had stepped in 

a rabbit hole. The boss beat the Negro unconscious 

knowing the Negro couldn’t fight back. I’ve 

been an unwilling witness at a number of lynch-

ing. 9 

彼が実際に彼の目で見た事実と、彼の小説や物語り

の中に描かれた黒人虐待の情景は決してかけ離れたも

のではないであろう。



Louis Y. Gossett kよれば、1900年から1930年まで

に合衆国において行われた1886件のリンチのうち9096

は南部で発生しており、10さらに1882年から1956年ま

での聞に最も多く事件の発生したのはミシシッピー州

であり、 537人の黒人と 40人の白人がリンチを受けた

といわれる。 11同じ BlackBeltに入る Georgiaに

おいても大差ない状況にあったかと推察される。 事

実、 Caldwellがその代表的リンチ小説＇ Troublein 

July，を執筆した前年の1938年には、確証あるリンチ

が7件も起きている。 12そして、乙れらの現実の

seriousな問題に、 Caldwellがどのような態度で対し、

また彼の作品の主題としたか、彼の著作態度について

Gossettは次のように説明する。

"He also indicated that he intended his work to 

teach as well as to entertain. He does not have 

to say that lynching and cruelty are wrong. He 

can activate consciences ミby showing people 

oppressed to hopelessness and impoverished to 

hopelessness. 13’＂ 1.£ 

Caldwellは黒人についても、社会的正義感から問

題をとりあげ、人々の良心に訴えようと しているので

ある。

しかし、 Caldwellの黒人に対する乙の態度は、や

はり彼が Georgiaに生れ、貧しい白人や黒人の聞に

育ち、父母の暖かい心情にはぐくまれた humanistの

それであることは疑いない。

彼は15才の highschool時代、はじめて自分の手

で金を稼ぐ経験をした。彼は両親lζ内密で Wrensの

ある小さな綿実油工場でアノレバイトの夜業をする。そ

こには白人の労働者、黒人、高校生などが混じって働

いていたが、この工場は、いわば Wrensの情報セン

ターの役割を果していた。工場内の単調な生活におい

ては、公式ばった理屈も、人種的優越感も劣等感も消

滅し、新奇な話題の提供者こそその夜の heroであっ

たろう。

そ乙で聞く諸々の話題はそのまま彼の＇ Gothichor‘ 

ror chamber' 15の中に豊富な南部の話題として深

く貯蔵され、いづれ、 創造力によって装いを凝らし、

作品に登場する順番を待ったであろう。

またそこでの民主的な雰囲気は、現実の中での得難

い場所としてその後忘れられない想い出となって行

く。彼は＇ CallIt Experience，の中で、 次のように工

場内の雰囲気を伝えている。

"Family feuds, secreted births, mysterious deaths, 

violent guarrels, desertions, infidelities, and scan-

dalous love-makings were freely and exhaustive-
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ly discussed through the ni宗ht by white and 

Negro alike. 

Working together in the seed house and eating 

early-morning lunch together on the railroad siding 

in fair weather and in the boiler room on rainy 

nights, there was no intimation of racial distinction, 

and everyone, white or Negro, was entitled to 

express his opinion and his likes and dislikes on 

any subject he wished. There may have been other 

such places, though I doubt it, but as far as I 

knew the cottonseed oil mill was the only com-

pletely democratic institution in town." 16 

電CallIt Experience，の中における黒人描写は、上

述の綿実油工場での接触を描く場面と、彼が Erskine

大学在学中に Louisiana州 Bogalusa に仕事を探し

に出かけ、労働争議の禍中lと巻き込まれて留置場に拘

留されたとき食物を貰った中年の黒人模範留置人のこ

と、および、留置場の窓から警察に見つからぬように父

宛の手紙を投函して呉れた黒人の少年について触れた

ととろの三箇所だけである。しかし、彼の作品の中に

あらわれる黒人が、いずれも好感と、愛情と、憐閣の

情をもって描かれているのは、彼の黒人に対する立場

を大方説明しているものといえよう。

1IT Caldwellの描く白人達

Caldwellの文体の第1の特徴は、短い単語を多く

用いた非常な簡潔さであり第21ζ自につくことは、 文

や節、句の繰返しが多いということであろう。

George SnellはTheShapers of American Fiction 

の中で Caldwell.の文体に触れ、次のように云ってい
？ 。O
"The Caldwell style was clean, terse, though 

often colloquial. It had the rhythms and repetitions 

of humble Southern speech, and it was the product 

of either a fortunate natural virtuosity or a cunning 

craftmanship.”17 

この繰返しの傾向は、作品の主題についても、また

登場人物の性格についても見られる。 Alfred Kazin 

はこの傾向を批評して＂ . • . Caldwell, as Kenneth 

Burke once said, became so repetitious that he 

seemed to be playing with his toes ；．．．” 18と

述べている。

乙の傾向に基き、彼の作品の中に描かれている白人

達の黒人に対する思考行動を、 類型的にまとめて見る

ことにした。それによって、 Caldwellの黒人観をう

かがう一助としたいのである。
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1. 純粋な血を守ろうとする白人

Caldwellが南部の生活の一面をあらわすものとし

て書いた＇Journeyman’（1935）に登場し、聖職者の

偽装のかげにかくれて数々の悪事を働く無資格の巡回

牧師 SemonDyeは、百姓 HoreyClayの妻 Dene

を彼の胸lと抱きしめながら彼女の過去における唯一度

の黒人との過失を告白させる。 SemonDyeが牧師の

立場をかりて諭しているのは、他ならぬ人種的優越感

を持つ白人のいつわらぬ臨品、を乙めている。

"This is serious, Dene. It’s very serious. I don’t 

know what God is going to do to you .abo・＇.Itit. 

It looks to me like a white girl ought to want 

to stick to her own colour. There’s enough yellow 

darkies in the country now, and there’s more and 

more born every day. Pretty soo口 everybodywill 

be the same yellowish colour if this keeps up.”19 

乙の図は、風刺的で humorousな情景ですらある

が、 乙の人種的偏見が瞬間的に凝縮され爆発すると

き、この種の人聞は、しばしば過激的な人間になり、

リンチの原動力となって最も悲惨な事態を引き起こし

てゆく 。

Gossett によれば、南北戦争後の南部人の不安の焦

点は奴隷の反乱から強姦恐怖症に移り、 Anglo-Saxon

の純粋性を保つためにとっておかれた婦人の高い地位

が、南部白人の優越感の象徴となった。白人女性と黒

人との聞の性的関係についての禁忌は絶対であり、白

人女性を襲ったという 理由で黒人を私刑lとする こと

は、 無法の暴力ではなく、 未来を守る騎士道的防衛で

あった。20raping lζ類似した乙とであれ、ばそれがど

んな些細な乙とであっても、 道義的論議ではこの燃焼

性の高い問題を静める ととは出来なかったであろう。

経済的な圧迫を受け、その点では同等に打ちひしがれ

ている poorwhitesが持ち得る唯一の優越感が肌の

色となるとき、純粋な血が汚されたか、若しくは汚さ

れよう としたと，思ったときの狂熱的興奮はまた格別で

あろう。 Caldwellの電Troublein July，におけるリ

ンチもとれらの白人達によって行なわれる。

Sonny Clark という18才の純情で真面目な働き手

の少年が、日暮れ時、仕事を終えて BobWatsonの

農園からの帰り道、待ち伏せていた KatyBarlowと

いう nymphomaniac21 な少女から 襲われるという

のが事件の発端である。 Sonnyが Katyから逃れよ

うと争っていると乙ろへ MrsNarcissa Calhounと

牧師 Feltsが自動車で通りかかる。

Narcissa Calhounは40才の未亡人で、 Bibleや小

冊子を売って生計を立てているが、黒人をアフリカへ

送還しようという運動の最も熱心な推進者である。彼

女は、黒人が物凄い速さで繁殖しているので、白人は

今に生きてゆく余地がなくなるだろうという危機感を

持っている。とれまでは黒人を正当に扱って来たが、

黒人が黒い顔をしたキリストの絵のある Bibleを売

り始めるに及んで事情は変ったというのである。

Sheriff McCurtainですら黒人が黒い顔のキリストを

信ずるのは、白人が顔の白いキリストを信ずるのと全

く同じことだと考えるが、彼女にとっては、乙れは明

らかに根底から白人の優越感をゆさぶる黒人の挑戦な

のである。

好智にたけ、機を見るに敏な彼女はこの事件を強姦

事件として吹聴し、目下すすめている黒人送還に関す

る大統領宛要望書への署名運動に利用しようと計画す

る。 violence の火は点火されたのである。何の変哲

もない農村でうちひしがれた貧之白人達の、暑い太陽

の光に濃縮された血花火を放たれたのである。そして

との火は物凄い勢をもって拡がり、犠牲者を出すまで

は静ま らない。

主としてリンチ小説に描かれている白人には、大別

すると多数の直情型と極めて少数の分別型とあるが、

直情型は、地主、小作人を問わず、黒人にはげしく敵

意を抱き、事の真相を追究する余裕もなく 、すぐに直

接行為に走り、ほとんど良心的問責を感じないで最も

荒々 しい暴力を奮う。彼らは経済的利害得失も考えよ

うとはしない。

'Trouble in July，に於ける ShepBarlowは典型

的な短気者で、それまでにも何人かの黒人を殺してい

る。最も新しい殺人は見も知らぬ白人であって、ただ

単lと、彼が断り もなく 自分の家の井戸の水を飲んだと

いうのが唯一の理由であった。そしてこの事件でも、

彼は自分の手で最初に Sonnyの首に縄をかけたいと

血眼になって探しているのである。さ らに驚いたこと

には、暴徒達の中花、事件の真相について始めから疑

いを持っている者も何人かいるし、当のShepBarlow 

自身、我が子の話を信じてはいない。彼は娘 Katyに

向って＂ Idon’t believe there was no raping done 

around here, last night or no other time." 22 と云

い、さらに＂ That woman who sells the tracts and 

you made up that tale. I ain’t found no trace of 

that nigger you said done. It’s all a big lie.”23 

と、この事件が Narcissa Calhounと Katyのでっち

上げであると、ほほ推察している。しかし、そういう

疑問が、被疑者を迫う彼の心のなかに微塵の抵抗をも

与えない。そして他の殆んどの白人達も、黒人に不利

になるようなことはすぐにも信用したがるのである。

彼らは Sonnyを探して黒人居住区を裂い、何の関



係、もない黒人 Luke Bottomly夫婦と AmosGreen 

の妻に集団で乱暴を働く。殊に Lukeの妻の腹部に

テレビン油をかけ、それに火をつけて面白がる情景は

まさに異常であって、 l瞥j量的本能の犠牲者となってい

る黒人の姿をここに見るととが出来る。

さらに、 Shep を中心として燃えさかる violence

の火は盲目的に暴れ廻り、同じ暴徒の Clintと喧嘩を

始めては「事件のことは治安官にまかせよ」 24と言

う最も常識的な義父の Harrisをまき添えにして倒し

てしまう。

ノ＼質となった GeecheeNigger, Sam Brinsonは、

暴徒に引きずり廻された揚旬、 Sonny が捕まって漸

く釈放されるが、 若し Sonnyが捕まらなかったら

Sam lは殺されるととろだった。彼は釈放後もしばら

くは放心状態を続ける。

一方、奴実の Sonnyは遂に吊し首になって銃弾を

うち込まれる。

M？を火しながらも、 Katyは漸く悔恨の念に駆られ、

Sonny の無実と、 事件が Narcissaと Katyの作り

ごとであったことを叫びながら河を徒渉してくるが、

彼女のために Sonnyを殺した同じll!S衆は彼女に石を

f交じて子交してしまう。

violenceの火は見境いもなく荒れ狂い、多くの犠牲

者を出してようやく静まるのである。

2. 経済的優位性を維持しようとする白人

William Faulknerは黒人問題の原因を経済的なも

のであると強調する作家の一人であるが、彼は＇ Faulk-

ner at Nagano ’において彼の所説を次のように説明

する。

"The Southern farmer can make more money 

when he can have pe:mage to do the work. If he 

can keep the Negro in a position where he will be 

content with less food than the white, man to man, 

will live in worse quarters than the white, man to 

man, will be satisfied with inferior schooling, then 

he will continue to work for less pay than the 

white man gets. The white man in my country is 

afraid that if he gives the Negro any advancement, 

any so:::ial advancement at all, the Negro man will 

stop working for the low wage and then he will 

get less when he sells his cotton, that’s all it is.月 25

C1ldwell の作品の中に、上記の不安を抱く白人の

地主、農民を探して見ることにする。

電TheEnd of Christy Tucker，の ChristyTucker 

は LeeCrossmanの農園で働いている黒人であるが、

或日の午後、地主の呼出しに応じ、ろ馬lζ跨がり、口
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笛を吹きながら農園の事務所へやって来る。彼は呼出

しが何を意味するのか未だ知らないのである。

Christyは3カ月程前、妻と 2人で Alabamaから

始めてこの Georgiaの地にやって来た。棉の小作をす

るのにずっとよい土地があると聞いたからだった。彼

は積極的で、ただ単に生活を立てるだけでは満足しな

い黒人で、妻ににわとりを飼わせたり、野兎を捕えてそ

の皮を剥いだりして小金をっくり、その金でラジオを

買うなど、経済的観念の強い生活態度を備えている。

それだけでも、 LeeCrossman にとっては面白くない

存在である。従って、これらが無断でなされたという

口実だけで、 Leeが何等かの処分に踏み切るには充

分であった。もう一頭のろ馬ともう一式の複式プラオ

を提供して呉れたら、農園のと、の二人を合せたよりも

多くの棉を作って見せますという Christy の開口一

番の言葉も、地主にとっては、作男の労働意欲という

よりもむしろ反対に横柄そのものに見えるのだった。

「どうして、そのラジオを農園の売店から買わなか

ったのか」 2G という地主の聞にも、 「他所で買った

方が、安く買えて得になりまさあ」 27と平気で答える

ほど、彼は経済主義の男である。無断で垣根の杭を取

換えるため木を伐ったことについての詰聞にも、 「垣

根の腐った杭を新しいのに換える必要があると思った

んでさあ」 28 と Christyは至極当然、のことのように

はっきり答える。経済的なやりくりに自信をつけてい

る彼は、物の考え方lζ於て、主体性と合理性を取り戻

しているように見える。しかしそれが、 LeeCrossman 

にはますます思い上った態度に見えるのである。地主

として、経済的に有利な地位を保とうとする彼には、

現状を変えよう とする黒人の一切の努力が認められな

し可O

"Mr. Lee, I haven’t done anything except catch 

a few rabbits and raise a few chickens and things 

like that, . . . I didn’t mean any harm at all. 

I thought you'd be pleased if I put some new 

pickets in your fence.”29 

という彼の訴えも、Leeの怒りに油を注ぐだけであっ

た。Christyは遂に射殺される。

さらに、黒人の経済面に於ける向上に強い不満を持

つ人物を 'Troublein July，の中に探して見ょう。

Sonny Clarkを追って黒人居住区に踏み込み、黒

人に乱暴を働いた ShepBarlowの一団の中に見出す

ζ とが出来る。彼等の一人は黒人居住区を離れなが

ら、次のような；gj置を漏らしている。

「黒ん坊をまた締めあげる時になっていたんだ点。

一週間まえの事だが、あっしが Andrewjonesの店に

はいっていたら、確かに黒ん坊の野郎が、あっしがこ



48 

の夏中かかつて稼いだよりも多くのお金をポケットに

つっこんできていたんだよ。あっしよりもずっと金持

ちの黒ん坊を見て、あっしは全く痛に障ったね。あん

な奴がいるから悶着が起こるんだよ。やつらは白人と

同じ位の、いや時には白人より高い給銀を貰っている

んだ。 畜生／此処は白人の国だぞ／黒ん坊があっし

よりも多くの札束をみせびらかして、それでいてこち

らは何にも出来ねえなんて。 尋常じゃないわい。」 30

黒人の地位が社会的に認められてゆくことは、彼ら

の賃金が上昇し、生活水準が上昇することになり、白

人殊に労働者としては同等の立場にある小作人達にと

って、黒人は手強い競争相手となるのである。そうい

う意味で、追われる者の抱く焦燥感が、黒人の虐待の

一つの大きな原因となっているととを Caldwellも指

摘しているように思われる。

3. 黒人を単に労働力と見る白人

リンチ小説に現われる地主や農民には、既述の Lee

Crossman, Shep Barlowや電Kneelto the Rising 

Sun，のArchGunnardの如く、黒人に対して絶対的

服従を求め、不服従や反抗に対しては容赦なくリンチ

を加える感情的な人聞が多いが、黒人の労働力を評価

してその取扱いを考える地主や百姓もいる。即ち、全

てを白人対黒人という感情で割切る種類ではない。し

かし、それはやはり黒人を人格者として認めているの

ではなく、単に労働力と見倣しているのである。 ＇Jour-

neyman’に於て、巡回牧師 SemonDyeが貧農の

Clay Horeyの家にやって来て最初にひきおこす騒動

は、色の黄色い黒人の小作人 Hardy の妻で、 Clay

Horeyの料理女をしている Sugarをうまく手込にし

ようとするのだが、そこへ Hardyが彼女を取民しに

やって来る。彼は Caldwellの描く黒人の中では電Kneel

to the Rising Sun，の Clem,'The End of Christy 

Tucker，の Christy と同様に主体’性を持っていて、

理のある乙とは主張するととを当然、とする黒人であ

る。従って、このような場合、殆んどそうであるよう

に SemonDyeはピストノレで撃って Hardyを倒すの

である。 Sugarは Hardyを助けながら二人で、森の中

へ消えて行・く。

眼前で騒動の一切の推移を見ながら、何ら為す乙と

もなく悪徳牧師の乱行を傍観していた ClayHoray に

とって、所詮 Hardyは労働力としての黒人でしかな

かった。 Clayは倒れた Hardyを見下ろしながら、次

のように愚痴をこぼすのである。

“I don’t mind seeing a dead darky once in a 

while, but I sure do hate to see one of my hands 

passing away on me at this time. It’s planting time 

and no other. If Hardy was to die, I'd have to get 

out and do some work myself.”31 

また、＇Troublein July，の Sonnyが働いていた農

園の地主を BobWatsonというが、 彼は Sonnyの

リンチに反対する数少い白人の一人である。彼は事件

の発生を知るや否や、 SheriffJeff McCurtain に事件

の発生を電話で知らせ、 Sonnyを暴徒にリンチさせ

る前に捕えて Andrewjonesに連行するか、身の安全

を守るため、騒ぎがおさまるまで Sonnyを厳重に拘

留しておくようにと勧告する。しかし、この場合も決

して黒人の人権尊重という立場に立つての発言ではな

い。彼は労働力としての黒人を失うまいとしているに

すぎない。

“If Sonny Clark gets lynched, there won’t be a 

nigger left on my plantョtionby sundown tomorrow 

night. Or if some of them don’t run off, they’11 be 

too scared to set out in the fields and work. My 

whole crop will be ruined. Don’t forget this is 

laying-by time_ I won’t even be able to hire 

outside help if a nigger get lynched out here." 32 

Sonnyを殺されることが、延いては大変な不利益

につながることを読みとっているが、それは飽くまで

地主本位の考え方からは出ていない。

'Trouble in July，の中lと描かれる今一人の白人は、

Narcissa Calhounの黒人をアフリカへ送還する運動

に反対を表明して、その理由を次のように説明する。

“The best way is just like I said. String one of 

them up even so often. That'll make all of them 

keep their plat.:e. Hell, if there wasn’t no more 

niggers in the country, I'd feel lost without them, 

Besides," .... "who’d do all the work, if the niggers 

was sent away？” 33 

此処にも、安く使える労働力としての黒人という認

識以外にはないのである。そして、乙の労働力を維持

するための有効な手段としてリンチを正当化しようと

している。

12才の時から、 親子2代の地主に仕えて一生懸命に

働いた AbeLathan に対し、年をとってきたからと

いう理由だけで、逮捕状を取って強制的に農場から立

退かせる地主 LutherBolick も、また黒人を単に労

働力と見ている人物の一人であろう。

4. 政治生命を守るために黒人の人権に目を

つぶる公僕

'Trouble in July，の治安官 JeffMcCurtain は当

然リンチを防止するべき立場にあるが、自分の政治生

命を守る乙とに汲々としている男で、婦女暴行に伴う



リンチには絶対に介入しないことをモットーとしてい

る。 騒動が起乙ったという情報がは入るや否や、 妻

Corraの勤めに従って、これまでのように最も嫌いな

魚釣りに出かけようとする。事件のほとぼりがさめて

しまうまで事務所を留守にしよう というのである。然

しこの逃避行は、途中で判事 BenAllen k呼びかえ

されて失敗する。一方 BenAllenは McCurtainle 

対し、一応現場に赴いて SQnnyClarkを捕えるよう

に見せかけ、 情勢を見よという指示を与える。 しか

し、次期選挙の乙とを考えると、暴徒の前に出かけて

彼等の反感を買うことは、いわば政治的自殺行為とな

る。そうだからといって今更魚釣りには行けない。

Ben Allenのところからの帰途、市庁舎の周囲を自

動車で旋回しながら、BenAllenと妻 Corraの双方

に釈明出来る一策を思いつく。判事の命令を遂行中、

市庁広場で、 覆面をした見知らぬ男達に連行され、自

分の刑務所の一室に監禁されたという想定の芝居であ

る。暗がりの中で自ら櫨の中区入り、錠をおろして鍵

を通路に捨て、 万事うまく運んだとJ思って一眠り した

McCurtain は、 翌朝あたりの物音花田を覚す。する

と、 誰もいない筈の自分の獄房に一人の黒人の女がお

り、また外には顔lζハンケチをあてた白人達が、Son‘

nyを出せといって鉄砲をっきつける。その後には、

Corraの嫉妬した目が光っていた。結局 Sonnyの人

質として、彼が詐欺で捕え、すぐにも釈放しよう とし

ていた SamBrinsonが連れ出される。そして Corra

からはさんざん責められる羽田に陥る。乙の一見ユー

モラスに見える治安官 McCurtainの身を守る態度は、

結局白人の暴徒達に飢：実の Sonny少年を殺させ、 さ

らにこの事件の発端を聞いた KatyBarlowをも殺さ

せることになる。McCurtain は Sonnylζ対して気

の毒にも思い、 また自 分の無力感をもしみじみと感

ずるのであるが、自分の立場が脅かされる以上、彼は

Sonny lζ対する感情を捨てねばならなかった。彼は、

Samが Sっnny の身代りとして連行されるとき既に

二人の黒人に対する姿勢を決めている。彼は暴徒に向

かつて叫ぶ。

日Iwouldn’t go against the will of the people if 

they want to catch that Clark nigger, but I'll stand 

up for Sam Brinson any day ...” 34 

彼は二人の黒人のうち、せいぜい一人しか救えない

ものと決めてかかっている。事実は疑わしいとして

も、婦女暴行の噂が広がった以上、乙のリンチに手を

出すことは得策ではない。暴徒といえども、彼等はす

べて有権者なのである。従って彼の生き方としては逃

避以外にはなかった。しかし、逃避の計画が次々に崩

れてくると、 彼はどうしても現実の問題に直而しなけ
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ればならなし1。公僕としての立場に立つ彼は、Sonny

lζ対する同情心を噛み殺し、 その代償としても Sam

の発見に全力を注ぐのである。

心身共に疲労困悠して失神した McCurtainは漸く

意識を取り戻し、二人の治安官補にかかえられなが

ら、あえまでも彼のリンチ不介入の決意を示すのだっ

ザ

れ」 。

The cemeteries is full of politicians who 

didn’t heed the voice of the common people, and 

I don’t aim to be carried there before my time."3G 

Caldwell はさらに‘ThePeople v. Abe Lathan, 

Colored，の中で、弁護士として生きのびるために黒

人の弁護を断わる RamseyClarkを描いている。

20才の時から40年間、 年々 4、5枚の衣類と食糧の

他には何の報酬も受けず、ただ地主のために、不平の

ひと言も口にせず黙々 と働き続けてきた AbeLathan 

は、60才になって耳も遠く なり、 勤きも鈍ってきた。

或日主人の LutherBolickがやって来て農場を出て

行くように云う。この年令になって、AbeLathanが

此処から出て行って働けるところは他にはあり得な

い。 ところが Lutherは、裁判所から立ち退き状と逮

捕状をとって、強硬に Abeを農場から追い出し、郡

役所の牢に投獄する。 ；国！由は、Abeが Lutherl乙肉

体的危害を与えると脅かしたという虚偽の訴えであ

る。

息子の Henryは Abeを出獄させるため、乙の事

件を引き受けてくれる弁護士を探し廻るが次々に断わ

られ、3人目の弁護士として RamseyClark のと乙

ろを訪ねた。

Ramsey Clarkは ＇Troublein July，の治安官 Mc-

Curtainと同様に黒人を擁護し、＇Nigger-Lawyer’と

呼ばれて身をほろぼしたくないと思っている。それは

彼の長年の経験から得たいわば処生訓なのである。さ

らに彼には、裁判所における審理の結果が自に見えて

いるというのである。 Ramseyは Henryiζ向かつて、

その辺の道理をこう説明する。

It doesn't make any difference whether Abe 

Lathan threatene:l Mr. Bolick, or whether he didn’t 

threaten him. Abe Lathan said he wasn’t going to 

move off the farm, didn’t he? 

Well, that's enough to convict him in court. 

When the ca邑ecomes up for trial, that司sa 11 the 

judge vvill want to hピar.He'll be sent to thピ’gang

quicker than a flea can hop.. " 

そして彼は、最後に＂ Ifthere was money in it, 

it might be different .. , :3Gとつけ加わえる乙とを忘

れなかった。
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Ramseyの思考方法はほほ‘ McCurtainのそれと同

類であり、共に人種を問わず市民の人権を尊重すべき

立場にありながら、黒人に対しては自分の生活を維持

出来る範囲内においてしか考えよう としないのであ

る。

5. 黒人に対する良心に悩む白人

'Kneel to the Rising Sun，の LonnieNewsome は

Arch Gunnardの農園で働いている白人の物納小作人

であるが、飢えのため顎が尖って、うつむく と胸に食

い込むほどになっている。妻の Hattyはすでに飢え

と疲労のためにく たびれ、父の MarkNewsomeは乙

の20年間全くのつんぼで、すっかりおいぼれてしまっ

た。そして腹にとたえるだけの食べ物がないのをいつ

もぼやいている。まったくのところ、どうして乙れま

での問、之しいあてがい飯で糊口をしのぎ、痩せ衰え

ながら ArchGunnardの小作人として留まっていた

のかと考えもするのであるが、同じ白人とはいうもの

の、主人に対して要求する事が、Lonnieにはなかな

か出来ないのである。彼は自分の顎が尖っているのは

食糧不足のせいではなし1かと地主に恩われることすら

気がひけるのである。 Lonnieの最も信頼している黒

人 Clemに励まされて、 やっ との乙とベーコ ンひと

切れと糖密少々を貰うため Arch の側へやって来た

のだが、ここでもなかなか話を切り出せないうちに愛

犬 Nancyの尻尾まで切り取られてしまう。それは、

Archの変った趣味なのである。当然の要求も、当然

の抗議も、小作人でいる限り出来ないと思い込んでい

る Lonnieである。 永い聞の貧之暮ら しが、このよ

うな無気力な人聞にしてしまったのかとも考えられる

が、一方地主の絶対的権力と小作人の立場の弱さを意

識しすぎる Lonnieの性格でもあろう。

それにひきかえ、 同じ小作人の黒人 ClemHenry 

は、白人の Lonnieが自分が Clemほどの男であっ

たらとしばしば羨やむほどに、主体性を持った勇気の

ある男で、これまで、誰かに背中を向けて逃げたという

話は一つも聞かれなかった。 ArchGunnardが Nancy

の尻尾を切り とった時も、ClemHenry なら Arch

にそんな真似はさせないだろうと周りに居合せた者は

みんな思うのである。しかし、もしひと言でも Arch

に云い返したり、少 しでも出過ぎたことをしたら、

Clem にとってはそれが最後だということを、 彼自身

も、Lonnieも、また他の誰でもが知っていた。

何も貰わずに帰ってきた Lonnie は、 深夜妻の

Hattyから起こされて、 父の Markが家を出て行っ

て帰ってとないことを知らされ探しに出かける。独力

ではどうしても探し出せない Lonnieは Clemlζ援

助を求めに行く。遂に、700ポンドもある肥った豚の

餌食になってしまった Mark のあわれな死骸が発見

される。 Markは、食べ物を探して京製所へ行く途中

豚舎に迷い込んだに違いなかった。

Clem は Lonnielζ地主の ArchGunnardを呼ん

で乙させた。地主 Archk対し、 Clemは敢然とその

責任を追及する。Arch Gunnard はすっかり逆上し

暴力を振うのだが、 Clemも逃げるような ζとはしな

かった。従って、 遂に来たるべき時が来たのである。

乙こで、 Lonnieの態度と行動を問題にしたい。

Archは鉄砲を取り、そして白人の小作人達を集め

るため家へ走って行く 。Clemは死に直面するのであ

る。

彼は黒人ではあるが、Lonnieの頼みとする唯一の

友達であり、今しも Lonnieの父の Markを探すの

に骨折ってやり、 Lonnie k代って、 Arch に対し

Markの死について抗議した。そして、それが原因で

Archの怒りを買い悶着を引き起こしてしまったので

ある。Clemは Archが近所の白人達を集めている様

子を目の前にして、 力を貸し、 味方になって呉れない

かと Lonnieに再三頼む。

代Ifyou'd only sort of help me out a little, he 

wouldn’t. I would only have to go and hide out 

1口 thatlittle patch of woods over there a while. 

Looks ~like you could do that for me, being as 

how I helped you find your pa when he was in 

the hog pen.”37 

Lonnie は漸く領くのであるが、Clemはさらに

Lonnieの確かな返答を待ち続ける。

“If you’re going to stand up for me, I can just 

go over there in the woods and wait till they get 

it off their minds. You won’t be telling them 

where I’m at, and you could say I struck out for 

the swamp. They wouldn’t ever find me without 

bloodhounds." 38 

Clemは Lonnieの 「承知した」という返事を聞い

て、 森へ走って行く。

しかし、 Lonnieは Archと彼に加勢するために集

って来た近所の男達に乙ず、き廻わされながら Clemの

行方をはげしく詰問されているうち、彼の意識は次第

に困乱して行く。 助けてやろう という Clemへの約

束を守ることは、 友人であり且つ又恩人である Clem

に対する Lonnieの信義の問題であるとともに、父

を豚lこH食わせた地主に対するせめてもの抵抗でもある

筈である。しかし、同じ白人仲間から重ねて

Lover，という言葉を浴びせられて、 Lonnieは、宛も

彼の良心を支えていた支柱をはずされたようにするす



ると Clem の隠処を教えてしまう。

白人達は、爪立ち しながら森へ向かつて近づいてい

く。そして、 Lonnieは、彼自身白人達の後について

進んでいるのである。たちまち、銃口は一斉に火を吹

き、松の木の上に隠れていた Clemは、どっと地面に

落下する。

昇る太陽にひざまずき、 祈るように Lonnie は

Clem k対する背信に悶えはじめる。白人対黒人とい

う極限状況に至って、結局、彼の良心は人種差別の監

を越えることは出来なかった。彼は白人であって、 彼

の生活を立てて行くためには、同じ白λの地主 Arch

lとたてつく乙とが出来ないという現実を無視すること

が出来なかった。

この時に至って、 彼のなし得る Clem への償いと、

地主への抵抗は、ただ空腹に堪えていくことだけだっ

た。

"No. I ain’t hungry.円 39

乙の物語の最後に云う Lonnieの言葉である。

'Trouble in July，における百姓 HarveyGlennも、

黒人に対する良心に悩む白人の一人である。

彼は Earnshaw Ridge k住んで綿を作っている農

民であるが、朝食をとって山道を降りて来る途中、昨

夜来白人の暴徒に追われ、繁みの中lとひそんでいた黒

人少年 Sonny Clarkを見つける。

Harvey は Sonnyが凶器ら しいものを持っていな

いのを確かめ、近づいて話をするようになる。 Sonny

は昨日の事を詳しく説明して自分は Katyに対して全

く無実であるととを訴える。会話を交すうち、Harvey

も Sonnyの言を信ずるようになるのであるが、 もし

自ら逃してあとで事実が判ったとき、＇Nigger-Lover’

のレッテノレを貼られ、乙の土地から追われる乙とを恐

れている。だからといって群衆に引き渡したら、間違

いなくその功を賞められはしても、少年がリンチを受

けたあと、 生涯自分自身を呪わなければならないだろ

うとも考えるのである。彼は処置に困って、 いっそ家

lとおればよかったと後悔する。 しかし、 乙う した心の

動揺も、Sonnyからしばらく家にかくまって呉れと

頼まれるに及んで一転する。Julie郡の半数の男達が

しらみつぶしに探しているとき、当の黒人少年を自分

の家に固まうことは出来なかった。 Harveyは後も見

ないで黙って山を下り始める。あたかも、Sonnyから

逃げるように。Sonnyは諦め切ったかのように Har-

veyのあとにくっつくように してついて行く。

Harveyは道を歩きながら、 引導を渡すように云い

ふくめるのである。

but this is a white man’s country. Niggers 

has always had to put up with it, and I don’t know 
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nothing that can stop it now." 40 

Harvey はもうはっきり と白人の意識を取り戻して

いた。 Sonnyは Harveyの心を読みとって、最後の

願いをする。

"Mr Harvey, if you thinks you has got to go do 

what you says, I'd be mighty much obliged if you 

went and shot me down with a gun instead of 

turning me over to all them white men." 41 

いたいけな少年の最後の訴えに、Harveyの良心は

ひどくゆすぶられるが、彼はやっ と、 ＂Iain’t got a 

gun to do it with.”は とよろめきながら答えるので

ある。

真面白で純情な黒人少年が、無実の罪を着せられて

いるのを認め、気持ちの上でも可愛想に思いながら、

積極的に助けてやるととの出来ない Harveyに、白人

としての良心と人種差別感との矛盾に悩む白人の姿を

見るようである。

IV Caldwellの黒人観

以上の如く、ヒューマニス卜としての Caldwellが

社会的正義J惑をもって社会に訴えよう とする姿勢は、

彼の作品の中に、いわば陽ーの当らない場所における貧

乏白人の惨状、黒人虐待を赤裸々に描き出すことによ

って、南部人のみならず、アメ リカ国民の良心に或る

種の覚醒を与えていることは間違いないことと，思われ

る。

"Caldwell has shown a keen sense of social 

justice in his writings, and there can be no ques-

tion but that his appallingly vivid depiction of 

degeneration and cruelty helped to awaken the 

conscience of the South.'' 43 としづ批評は、彼の社

会的問題を主題とした積極的な文学活動への高い評価

と受け取らるべきであろう。

にも拘らず、この人道主義的社会批判という自然主

義者としての積極さの反面、あるがままに描くだけと

いう消極性、暖昧さが彼の著作態度には含まれている

ことも事実であり、彼自 ら表明しているところでもあ

る。

彼は‘CallIt Experience，の中で、自らの著作態度

について次のように述べている。

when I was asked to explain the meanmg 

of a story or novel, I could only say that it meョnt

what it said to the reュder.I had no philo.sophical 

truths to dispense, no evangelistic urge to change 

the course of human destiny ...”4壬

即ち、彼の小説や物語ーの解釈は読者にまかせるとい

う態度であって、強い自己主張、明確な目的意識を欠
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いた姿勢である。

この一見矛盾した Caldwellの態度が、本稿で取扱

ったリンチ小説に於て、どのようなあらわれ方をして

いるか、彼の黒人観とも云うべき点について考えて見

る乙とにする。

彼の主題は、個人的なものであれ、集団的なもので

あれ、リ ンチという人道的にも、社会的にも重大な問

題であるが、Caldwellは、いわば加害者的立場にあ

る白人を自ら批判し、様々の場合に於て様々の Lyn-

ch erを描き出している。即ち、極度の人種偏見を抱く

白人、無：智蒙昧の白人、直情的で暴力を奮う白人、黒

人の経済f巾、社会的向上を恐れる白人、営利と半奴隷

制度を維持せんがため暴力を奮う地主、自己の政治生

命を守るために黒人を犠牲にする治安官、金儲けにな

らぬ限りは黒人の弁護を引き受けぬ弁護士、黒人を単

なる労働力と見倣す地主、農民等々、 Caldwellは黒

人問題の百面相を描いているように見える。そして、

乙の黒人問題の象徴的言葉として＇Nigger-Lover，が

頻発する。 極端な人種偏見を抱く地主、貧之白人か

ら、黒人に対し信頼感を抱く良心的農民に至るまで、

いずれも＇ Nigger-Lover，という言葉にかかずらわっ

ている。前者は黒人と白人を離反させるのに用い、後

者はこの言葉によって黒人に対する良心的行動を牽制

される。 つまり、 'Nigger -Lover，の支配する世界

である。 白人の良心は最後の段階に至って ‘Nigger-

Lover，によって完全に演されており、良心によって

人種差別の壁を破っている白人はなかなか登場してこ

ない。Caldwell はとの人種偏見を最も重視している

ように，思わtiる。
一方、黒人に対する Caldwell の愛情は、 Sonny 

Clark, Sam Brinson, Abe Lathan, Candy-Man 

Beechum, Handsome Brown などに見られる如く 、

何れも 担順で勤勉な黒人において tihliかれ、 Clem 

Henry, Christy Tucker, Hardyのように勇気があり、

主体性のある黒人も好感をもって描かれており、はじ

めから出過ぎた行為に走る黒人ではなし可。 Caldwellは

自ら ＇Nigger-Lover’としての立場を宜揚しているよ

うに見える。

しかしながら、Caldwellの黒人に対する理解と愛

情は限りないものではない。 上述の積極さの反面に現

われる消極性が同時に存在している。

ととでは、黒人の内面的な苦悩や悲哀が描かれてい

ないし、 黒人のリンチに対する恐怖も単に外面的に捉

えられているだけである。また、本当の意味における

脱走、反逆は彼のテーマとなっていなし1。勇気と力と

主体性を持った黒人でもすべて リンチを受け、死の壁

を破ることが出来ない。白人の良心によって人種差別

の壁を破れなかったように、黒人達は精神的lζも、肉

体的にも人種差別の壁を破れないで－いる。彼の作品の

中には黒人解放といった意欲が創造されていないよう

である。

Caldwell はリンチという ショ ッキンク。な主題を扱

いながら、人種差別の矛盾について冷静で慎重であり、

烈しい憤りをもって黒人の側に立つ乙ともしないが、

問題の解決の方向を示すべく自分の意見を主張するこ

ともしないのである。 Caldwell は人種問題に於ける

被害者としての黒人に同惜し、人道的立場から白人に

問題を提起しながら、一方黒人に対しては、かの農夫

Harveyが Sonnyiζ諭したように、忍従を求めてい

る。 脱走をし、 反逆をし、 白人に抵抗する黒人を

Caldwell は心の対象としていなし1。 彼は gNigger-

Lover，の姿勢をとりながらも、あくまで白人であっ

て、白人の意識を越えることは出来ない。

かの最も seriousで迫力のあるリンチ小説 ‘Kneel

to the Rising Sun ’について、Caldwellは＂This

was a story about the injustice of a Southern 

landowner in dealing with one of his white tenants 

. " ~u； と述べているし、 また、 同じリンチ小説

‘Trouble in July’についても＂ Thestory told m 

'Trouble in July' was one of small-town politics 

and its effect on the lives and character of the 

people in the community." ,u; といい、正面から黒

人問題を扱ったのではなく 、あくまでも黒人問題は

sub-plotだという態度を示しているように見えるo

'Trouble in July 3 が喜劇か悲劇か判然としない雰囲

気を醸成するのは、この聞の消息を物語るものであろ

つ。

結局、Caldwellは白人優位の現状を肯定しつつ、

白人に反省を促し、黒人への愛情を訴えながら、黒人

に対しては忍耐を求め、その上lと築かれる妥協と協調

を乞い願っているのではないだろうか。

Caldwellの黒人観についてのこのような仮説が、

果たして成り立っかと、うかを彼の後期の作品について

も検証したいと考えている。
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｜
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熱
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独
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に
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仏
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ゆ
き

ワ

ガ

ヒ

ノ

2
・r

今
き
た
り
て
。
我
円
l

本
乃
あ
そ
び

J
A
ト
ナ

た
え
ざ
る
中
花
。
あ
る
ひ
ハ
老
ジ
81

ケ

イ

パ

ム

ナ

日

1
ジ

ゼ
ン
エ

人
ハ
。
桂
l
馬
に
鞭
う
ち
て
。
笠
l

山
曾
l

84 

チ
ヤ

ク

イ

グ

ユ

ト

ヴ

ア

ユ
J
白

川場
に
到
り
て
。
湯
豆
腐
乃
雪
に

7
2
7

ヒ

ジ

ヤ

セ

干

グ
イ

ト

．、メ

州
き
。
飛
ー

車
を
石
ー
径
に
停
て
は

ぐ
ロ

ヅ

作

ロ

ン

フ

ア

イ

。
坐
に
隻
ー
林
乃
あ
げ
款
を
愛
す

ワ
カ
ク
υ

イ

リ

ナ

ケ

タ

ク

ス
イ

。
あ
る
ハ
若
人
は。

煎
l

酒
乃
探
｜
水
に

コ

イ

ヤ

ケ

y

ノ
3

ナ
ミ
セ
ン

う
か
ふ
。
鯉
1

屋
の
興
に
来
て
三
線
を

ヒ
キ

ゲ

イ

ア

ソ

ヒ

ト

ソ

ノ

ヨ

E
ン

ト

コ

ロ

イ

弾
。
惑
に
悌
ぷ
者
其
好

ズ
ル
所
意

方
ク

ベ
ヅ

ョ
、

ト

パ

リ

ム

νロ
ニ

ν

味
各

別
な
り
。
悲
に
幕
ν
天ヲ
席

ν
地
ヲ

J
ν
イ
守
、

ニ
〆

0

2

、
ロ
ノ

1

2
ロ
ヲ
O
ユ

タ

ヨ

プ

ウ

イ

7
ケ

縦
一一

意
l

所

一レ

如
。
滑
l
稽
に
蹴
る

ヒ

ト

ヒ

1
U

ウ
タ
ギ

人
l
々
世
に
お
ほ
し
。
さ
れ
ば
兎
乃

γ
ノ

ャ

ザ

ナ

ナ

タ

イ

ト

ヒ

4
・

刈

を

刻

、
、
、
。
蜘

l
妹

の

糸

を

牽

て

。

1 

イ

ナ

カ

タ

チ

ム

・

そ

り

一見
め
る
形
と
な
し
。
亀
毛
の

つ
く
り

ヒ
グ

νツ
キ

パ

ヲ

y

同組
を

つ
け
。
蛭
乃
牙
を
生
し
て

リイ

タ

ク

ヨ

ク

ハ

テ

フ

タ

テ

舌
を
動
か
し
。
花
ー
烏
を
経
に
し

J

タ

ケ

ノ

ヌ

t

－7

H
J
Y
て

。
風
l
月
を
い
料
に
し
て
織
れ
る。

綿
子

・’リ

メ
ン

マ
l

納
l

綿
ゃ
う
の
物
を
身
に
以前
ハセ

エ

モ

ン

衣
ー
紋
お
か
し
げ
に
か
い

つ
く
ろ
ひ
。

ミ
ナ

し
き
し
ま
乃
道
の
ち
ま
た
に

a
y

ホ
均
ウ

セ

ン

あ
そ
ば
せ
て
。
百
ー
韻
そ
の
外
寄
仙
を

ア

ア

チ

セ

イ

ノ

コ

ヤ

ス

う
た
ふ
。
鳴
呼
治
世
之
音
ハ
安
フ
／

タ
ノ
ジ

y
ノ

マ
ツ
リ
コ
ト
ヤ
ハ
ジ

ユ
へ

以
ァ
築
j

リ
其
I

政
和
グ
ベ
也
故
ニ

寸
ロ
ョ

、

νキ
カ
J
7

ジ

ン

フ

ク

v

イ

Y

ケ
ク
号
ノ

度
哉
。
仁
を
含
ミ
義
を
抱
く
獣
は
。

グ

ハ

コ

ク

マ

E
へ

ロ

ク

ジ

ャ

ク

7
マ

ナ

、
y

蓋
l
工
に
視
て
も
緑
l
青
を
践
ず
。

七
乃

ト
ク

ν守
ツ

ハ
サ

ア
7
ギ

徳
を
そ
な
へ
た
る
五
l
色
乃
却
は
。
扇

ハ
コ

ハ
フ
ナ

E
ガ

キ

ホ

ネ

ノ

日

夕

ク

コ

レ

陸
に
議
テ
。
磨
l

骨
の
糊
を
食
ン。

惟

グ
イ

町
f

ト

キ

カ

プ

ノ

天
l
下
泰
｜
平
乃
時
に
。
あ
ふ
ひ
乃
蔓

グ
ン

リy

な
が
く
っ
た
ハ
り
。
松
は
君
l
子
乃

ト
グ
ワ

力

ナ

ィ

、

ジ

徳
若
に
五
l

万
l
成
乃
束
メ
。
延
l
賢

カ
ノ
エ
サ
ル
ノ
ト

ν

ハ

ッ

，

d

ラ

第
八
庚
申
稔
。
初
l

空
月
十
八
日

ヲ
タ
ギ
ノ

城
l
州
愛
宕
郡
車
屋
町
通
二
憐

ぽ

月

庵

似

船

序

ス

2 

2 

つ、J
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下
筆
者
は
、

あ
ろ
、
っ
。

こ
こ
で
、
石
川
八
朗
氏
の
お
手
を
煩
わ
せ
、
該
本
に
よ
っ
て
窺
い
得
ぬ
本
書
の
書
誌
的
事

項
を
綿
屋
文
庫
本
に
つ
い
て
御
調
査
い
た
だ
い
た
の
で
記
し
て
お
き
た
い
。
岡
本
（
わ
貯
1

8
1

1
お
よ
び
2
）
は
上
の
下

・
下
の
下
の
零
本
二
冊
で
共
に
原
装
、
表
紙
は
紺
色
、
題
簸

位
置
は
表
紙
中
央
で
、
前
者
に
は
剥
落
痕
が
、
後
者
に
は

「
安
楽
音
四
刊
糾
」
（
無
辺
）
の
原

題
簸
が
認
め
ら
れ
る
。
各
冊
の
他
の
諸
事
項
に
つ
い
て
は
、
す
べ

て
該
本
と
一
致
し
た
。

次
に
題
名
に

つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
の
由
来
は
序
に
明
ら
か
な
が
ら
、
読
み
は
二
種
行
な

わ
れ
て
い
る
。
「
俳
語
大
辞
典
』

・
「頴
原
文
庫
目
録
』
は

「あ
ん
ら
く
お
ん
」、

『
国
害
総

目
録
』
は

「
あ
ん
ら
く
の
乙
え
」
と
読
む
の
で
あ
る
が
、

巻
頭
発
句
「
安
l

楽
ノ
音
や
・：
」

（
巻
下
の
下
冒
頭
に
も

「
安
楽
乃
音
や
：
・」
と
再
出
）
に
因
む
名
称
で
あ
る
乙
と
を
思
え
ば
、

後
者
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

最
後
に
、
中
川
文
庫
収
蔵
に
至
る
経
綜
を
考
え
て
お
き
た
い
。
同
文
庫
に
は
稀
書
を
含
め

た
か
な
り
の
俳
書
が
存
し
、
そ
の
全
容
は
白
石
悌
三
氏
の
「西
日
本
俳
諮
資
料
散
歩
」
（『
近
世

文
芸
資
料
と
考
証
」

I
・
E
収）

に
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
初
期
の
集
書
は
鹿
島
鍋
島
家
四

世
直
憐
の
好
み
に
よ
る
が
、
談
林
俳
書
の
散
見
は
特
に
注
目
さ
れ
、
井
筒
屋
庄
兵
衛
刊
の
歳

E
三
物
揃
二
種
を
収
め
る
こ
と
も
思
う
と
、
直
僚
が
上
方
俳
壇
に
か
な
り
の
関
心
を
寄
せ
た

こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
直
僚
に
先
立

つ
佐
賀
俳
士
と
中
央
俳
壇
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
拙
稿

「献
刻
『
維
舟
点
賦
何
柚
誹
諮
百
韻
』
」
解
説
（
『
佐
賀
大
学
文
学
論
集
』
6
収
）
で

述
べ
た
。
こ
れ
は
直
僚
に
も
刺
戟
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
直
燦
自
身
、
寛
文
十
一
年

の
家
督
相
続
以
来
隔
年
に
出
府
す
る
身
と
な
っ

て
は
、

京
俳
書
を
購
入
し
披
見
す
る
機
会
に

は
充
分
恵
ま
れ
た
に
相
違
な
い
。
直
僚
の
文
事
全
般
に

つ
い
て
は
島
津
忠
夫
先
生
の
「
楓
園

叢
談
」
解
説
（
『
佐
賀
大
学
文
学
論
集
』
7
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
乙
の
延
宝
九
年
は
二

十
七
才
、
俳
話
を
実
作
し
な
か
っ
た
と
は
言
え
（
島
津
先
生
「
連
歌
と
俳
話
と

l
紹
巴
以
後

に
関
す
る

一
考
察
l
」
。
「
国
語
国
文
』
三
四
ノ
三
収
）
、

文
芸
執
心
弥
増
す
青
年
滞
主
が
、

流
行
の
新
風
弊
俳
諮
に
好
奇
の
目
を
開
い
た
の
は
不
思
議
で
は
あ
る
ま
い
。
該
本
も
ま
た
そ

の
一
証
を
な
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

主
要
出
句
俳
人
の
解
説
や
似
船
に
対
す
る
同
時
代
の
批
判
な
ど
、
述
べ
る
べ
き
点
は
他
K

も
多
い
。
し
か
し
今
は
す
べ

て
省
略
に
従
い
、
こ
の
書
誌
本
位
の
解
題
を
終
え
る
乙
と
に
す

る
。

「俳
話
大
辞
典
」
似
船
の
項
で
岡
田
利
兵
衛
氏
が
御
指
摘
に
な
る
冨
尾
噺
琴
で

凡

例

一
、
以
下
は
、
俳
書
『
安
楽
音
』
全
文
の
献
刻
で
あ
る
。
た
だ
し
、
原
状
を
と
ど
め
ぬ
表

紙
と
空
白
の
第
一
丁
目
表
面
（
柱
刻
・
安
楽
序
一
）
を
除
い
て
い
る。

二
、
献
刻
に
際
し
て
は
、

各
ぺ

l
ジ
の
各
段
が
、
そ
の
ま
ま
原
本
の
見
聞
き
状
態
を
示
す

ょ
う
配
慮
し
た
。
各
段
の
右
欄
は
各
丁
の
裏
面
、
左
欄
は
そ
の
次
丁
の
表
面
に
あ
た

る。
三
、
柱
刻
は
こ
れ
を
省
き
、
丁
次
数
の
み
を
、
洋
数
字
で
各
棚
の
柱
刻
位
置
に
示
し
た
。

ま
た
、
上
の
上
・
上
の
下
・
下
の
上
・
下
の
下
の
各
巻
を
区
別
す
る
た
め
、
上
の
下

・

下
の
下
の
丁
次
数
の
み
に
ゴ
シ
ッ
ク
活
字
を
用
い
た
。

四
、
行
換
え
は
原
本
通
り
に
し
た
。
た
だ
し
、
散
ら
し
書
き
を
無
視
し
た
部
分
が
あ
る
。

五
、
仮
名
の
別
・
清
濁

・
句
読
点
は
原
本
通
り
で
あ
る。

六
、
略
字
体
を
正
字
体
に
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
た
個
所
が
あ
る
。
異
体
字
は
、

一

部
を
除
き
慣
用
の
も
の
に
改
め
た
。

七
、
文
字
の
大
小
お
よ
び
そ
の
配
置
（
左
右
へ
の
片
寄
せ
な
ど
）
は
、
片
仮
名
部
分
を
除

い
て
こ
れ
を
無
視
し
た
。
漢
文
体
表
記
に
倣
は
ん
と
の
編
者
ま
た
は
板
下
筆
者
の
意
識

を
反
映
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
印
刷
技
術
上
や
む
を
え
な
か
っ
た
。

巻
頭
図
版
に
よ
り

そ
の
概
貌
を
察
せ
ら
れ
た
い
。

八
、
原
本
で
は
そ
の
右
肩
部
に
置
く
各
句
作
者
名
の
肩
書
を
、
こ
と
で
は
そ
の
直
上
部
に

連
接
せ
し
め
た。

九
、
蝕
害
ま
た
は
板
木
欠
落
の
部
分
で
あ

っ
て
、
そ
の
文
字
を
残
痕
に
よ
り
推
定
し
た
場

合
は
そ
れ
を

（
〕
で
囲
ん
だ
。
誤
字
は
そ
の
左
K
マ
マ
と
記
し
、
振
仮
名
の
場
合
は

こ
れ
を
正
し
た
。

一
O
、
上
の
下
・
下
の
下
の
各
巻
の
蝕
害
部
分
を
、
石
川
八
朗
氏
の
御
調
査
に
よ
る
綿
屋
文

庫
本
で
補
っ
た
が
、
表
記
の
煩
を
避
け
て
今
乙
れ
を
一
不
さ
な
い
。
御
諒
察
を
乞
う
。
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多
忙
中
に
御
調
査
の
労
を
給
わ
っ
た
森
川
昭
氏
お
よ
び
石
川
八
朗
氏
、
ま
た
、
原
本

閲
覧
に
御
配
慮
く
だ
さ
っ
た
向
井
熊
次
氏
に
対
し、

深
甚
の
謝
意
を
捧
げ
る
。
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巾
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本
書
は
い
政
月
庵
冨
尾
似
船
（
寛
永
六
！
宝
、
さ
己

編
、
延
宝
九
年
ん
J

～
三
月
、
京
の
書
昨
、

村
上
勘
兵
衛
元
信
の
開
板
に
成
る
俳
譜
撰
集
で
あ
る
。
似
船
は
荻
野
安
静
門
で
京
貞
門
一
方

の
雄
と
し
て
鳴
り
、
旧
都
に
在
っ

て
宗
因
新
風
を
迎
え
た
宗
匠
遠
の
一
人
で
あ
っ
た
。
延
宝

五
年
『
隠
箕

・
隠
笠
』
を
撰
し
た
彼
が
次
に
世
に
間
切
っ
た
一

大
撰
集
が
、
延
宝
六
年
か
ら
八

年
ま
で
の
作
品
を
収
め
る
本
書
で
あ
っ
た
と
恩
わ
れ
る。

本
書
の
文
学
史
的
意
義
に

つ
い
て
は
、
早
く
今
栄
蔵
氏
が

「
談
林
俳
新
史
」
（『
俳
句
諮
店

1
』収
）

で
触
れ
て
漢
詩
文
調
俳
諮
最
初
期
の
作
品
を
含
む
と
述
べ
、
似
船

一
派
が
新
風
肱

の
創
始
者
で
あ
る
と
の
断
定
は
避
け
つ
つ
も
、
そ
の
周
辺
に
流
行
の
端
緒
が
あ
っ
た
こ
と
を

指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
蕉
風
醸
成
に
お
け
る
漢
詩
文
調
の
影
響
に

つ
い
て
は
冗
言
に
も
及
ぶ

ま
い
が
、
本
書
刊
行
の
前
後
、
あ
た
か
も
桃
青
は
江
戸
深
川
に
結
庵
し
て
門
人
李
下
に
芭
蕉

一
株
を
贈
ら
れ
、

『
俳
諮
次
韻
』
上
梓
に
至
り
つ
つ
あ

っ
た
。
本
書一
の
史
料
的
価
値
は
高
い

も
の
と
評
価
で
き
よ
う
。

『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
東
大
図
書
館
竹
冷
文
庫
お
よ
び
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
医
木

喜
を
放
す
る
と
言
う
。
し
か
る
に
、
竹
冷
文
庫
蔵
本
は
こ
の
た
び
特
に
御
調
査
を
願
っ
た
森

川
昭
氏
に
よ
れ
ば
現
在
欠
本
で
あ
る
と
の
乙
と
、
綿
屋
文
庫
蔵
本
も
ま
た
零
本
で
あ
る
。
と

す
る
と
、
乙
乙
に
紹
介
す
る
も
の
が
唯
一
の
完
本
と
言
う
と
と
に
な
ろ
う
か
。
蝕
害
も
加
わ

り
つ
つ
あ
る
今
、
豊
富
な
紙
幅
を
得
た
の
を
機
に
全
巻
を
献
刻
し
て
お
こ
う
と
思
う
。
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該
木
は
佐
賀
県
鹿
島
市
鍋
島
直
紹
氏
服
、
現
在
岡
市
祐
徳
神
社
に
寄
託
中
の
中
川
文
庫
に

収
ま
る
0

・中
形
横
木
、
二
巻
合

一
冊
、
綴
じ
合
わ
せ
の
形
状
か
ら
察
し
て
、
も
と
四
冊
木
と

思
わ
れ
る
。
原
装
の
面
影
は
止
め
ぬ
が
、
わ
ず
か
に
残
る
濃
紺
色
の
表
紙
破
片
が
そ
れ
で
あ

ろ
う
か
。
表
紙
左
肩
の
墨
書

「
安
薬
」
は
も
ち
ろ
ん
後
人
の
誤
記
で
あ
る
。
改
装
の
際
花
挟

ま
れ
た
と
お
ぼ
し
い
末
尾
の
遊
紙

一
枚
を
除
け
ば
全
九
O
丁
、
柱
刻
は
、

安
楽
序

4

一

l

安

楽

序

三

安
楽
上

四

l

安
楽
上

四

十

九

終

安
楽
下
ノ
上

一

l

安
楽
下
ノ
上
十
八
終

楽
下
ノ
下

一

l

楽
下
ノ
下

二
十
三
終

の
四
種
、
内
題
は
、

「
安
楽
音
巻
上
」
・
「
安
楽
音
巻
下
」
・
「
安
楽
音
巻
下
ノ下
」

と
あ

り
、
内
題

「
巻
下
」
に
よ
っ

て
統
括
さ
れ
る
本
文
は
柱
刻
「
下
ノ
上
」

の
部
分
に
相
当
す
る
。

を
上
は
序
と
四
季
類
題
別
の
発
句
、
巻
下
の
上
は
付
句
抜
書
、
な］

下
の
下
は
歌
仙
・
四
十

四
・
百
韻
と
句
引
を
内
粋
と
し
、
そ
の
発
句
の
部
が
上
の
上
お
よ
び
上
の
下
に
二
分
冊
さ
れ

て
い
た
ら
し
い
。
す
な
わ
ち
、
各
季

一
丁
の
目
録
を
も
っ

て
始
ま
る
四
季
部
立
中
の
春

・
夏

が
前
者
に
、
秋

・
冬
が
後
者
に
属
し
、
こ
れ
は
巻
上
三
十

一
丁
目
と
次
丁
と
の
用
紙
の
寸
法

差
か
ら
証
さ
れ
る
。
こ
の
差
異
は
、
巻
上
回
十
九
丁
目
、
巻
下
の
上
十
八
丁
目
と
そ
れ
ぞ
れ

の
次
丁
と
の
間
に
も
存
し、

原
装
本
が
、
こ
れ
ら
の
筒
所
で
分
た
れ
た
四
冊
か
ら
成
っ

た
乙

と
を
示
し
て
い
る
。
「
俳
諮
書
籍
目
録
』
は
四
巻
、

「
俳
潜
大
辞
血
（』

・
「
国
書
総
目
録
』

は
四
冊
と
記
し
、
本
書
が
同
じ
四
冊
本
で
あ
っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
行
数
は
、
発
句

・

付
句
抜
書
は
毎
半
世
m
十
四
行
、
連
句
は
同
十
二
行
、
序

・
各
季
目
録

・
句
引
は
同
十
行
、
ほ似
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八
史
料
篇
追
加
一

v

亀
井
戸
天
満
宮
版

真
淵
自
筆

（
草
稿
）

み
や
び
こ
と
演
る
屋
の
記

巻

か
つ
し
か
に
斎
ひ
ま
つ
る
天
満
大
神
の
其
広
前
に
池
有

池
の
頭
に
屋
有

名
つ
け
て
み
や
び
乙
と
演
る
屋
と
な
む
い
ひ
つ
此
み
や
こ
の
大
城
の
も

と
な
る
百
干
の
み
や
ひ
人
の
と
も
こ
の
屋
に
つ
ど
ひ
て
春
は
春
の
言
の
ば

へ
秋
は
秋
の
寄
に
よ
ひ
を
す
る
と
こ
ろ
也
き

し
か
あ
る
を
何
そ
も
の
こ

と
は
へ
に
か
有
け
ん
火
悠
彦
の
荒
ま
し
て
あ
ら
ず
成
に
た
り
そ
れ
か
後
味

村
の
い
さ
と
行
人
は
あ
れ
ど
乙
を
な
け
か
ふ
の
ゃ
な
か
り
け
ん

筆
乙
と
は

ふ
れ
h

と

ヒ

ヒ

に

つ
れ
も
な
く
て
過
に
た
り
け
り

こ
与
に
秋
篠
の
ふ
と
ま
し

は

万

に
す
さ
み
を
に
し
あ
れ
は
鹿
児
自
物
ひ

レ
』
レ
」
レ
』
レ
』

レ

」

レ
』

と
り
し
ぬ
は
ず
今
年
明
和
の
ふ
た
年
五
月
と
い
ふ
月
に
も
と
の
如
造
ら
ひ

得
て
ひ
ろ
ら
に
諸
人
の
為
と
せ
ま
く
お
も
へ
り
よ
り
て
そ
れ
か
故
よ
し
を

あ
か
し
る
さ
ん
事
を
こ
ひ
ぬ
う
へ
も
め
て

つ
へ
く
真
事
に
ほ
か
ひ

っ
へ
く

お
も
ほ
ゆ
れ
は
即
に
ひ
屋
只
ほ
ぎ
を
す
ら
く
其
調
見
は
や
せ
る
花
艶
は
う

御
心
の

よ

さ

し

み

心

の

し
は
け
る
大

神

の

依

也

な

り

出

る

川

菜

は

香
土
の

命

の

し

づ

も

ヒ

や
と

η
の
林

り
也
築
立
る
柱
は
そ
の
諸
人
の
心
の
す
さ
み
也
伊
杵
築
け
る
岩
根
は
此

世

の

版

み

ち
た
ら
し
て

を
ち
か
遠
き
名
代
也
に
ほ
鳥
葛
飾
し
ね
の
新
し
を
り

瓶
の
上
高
な
し

て
大
神
に
さ
b

け
し
置

八

平
手
も
な
ら
ら
に
打
あ
け
て
は

ふー
も
し
み
与

に
後
も
ひ
き

b
K
聞
え
ん
も
の
そ
秋
し
の
〉
を
ち
か
遠
石

か
も
真
測
し
る
す

〔
央
書
〕
加
茂
真
測
真
跡
無
疑
者
也

古
都一十
了
伴

（印）

〔
央
書
〕

此
み
や
び
乙
と
演
る
屋
の
記
一
巻
は
束
安
楽
寺
聖
産
院
に

嘉
永
四
年
九

月
廿
五
日
古
筆
了
伴
の
納
め
た
る
な
り
さ
る
を
司
務
大
鳥
居
別
当
よ
り

そ
の
よ
し
を
一
言
記
し
て
よ
と
こ
ふ
に
ま
か
せ
て
と
り
あ
へ
す
筆
を
と
る

は

内

蔵

頭

藤

原

直

格

（

花

押

）

註

「
賀
茂
翁
家
集
」

巻
之
四
所
収
「
新
室
称
辞
」
（
賀
茂
真
測
全
集
百
四
二
九
九
ペ

ー
ジ
）
の
草
稿
。

八
史
料
篇

追
加
ニ

V

菊
池
軍
記
五

（題
策）

（
柱
刻
）

菊
池
伝
記
（
内
題
）
・

菊
池
佐
佐
伝
記

宝
永
七
年
刊
・
井
沢
崎
竜
著

・
全
十
冊

。
甲
斐
宗
運
病
死
事

キ
ノ
ク
－Y

天
正
十
一
年
七
月
五
日
。
甲
斐
宗
運
七
十
五
歳
児
て
病
死
す
。
益
城
郡
木
倉
村
永
寿

ソワ／、、

寺
に
葬
送
す
。
後
に
其
病
源
を
尋
る
に
。
先
年
叛
逆
に
よ

っ
て
宗
運
に
害
せ
ら
れ
た

ニ

タ

ノ

チ

ヤ

タ

る
黒
仁
田
豊
後
守
は
。
宗
運
が
嫡
子
宗
立
が
妻
の
父
な
り
け
れ
ば
。
彼
妻
つ
ね
に
男

宗
運
を
親
の
敵
な
り
と
思
ひ
け
る
が
。
あ
る
と
き
を
の
が
女
木
山
備
後
守
惟
久
が
妻

に
向
て
。

み
づ
か
ら
が
親
豊
後
守
殿
は
叛
逆
と
は
い
ひ
な
が
ら
宗
運
の
為
に
こ
ろ
さ

れ
給
へ
ば
。
宗
運
は
敵
の
敵
な
り
。
わ
れ
其
あ
た
を
む
く
は
ん
こ
と
を
は
か
る
と
い

へ
共
か
な
は
ず
。
む
な
し
く
月
日
を
過
し
た
り
。
足
下
は
我
子
に
て
宗
運
の
孫
な
り
。

ウ

ン

ト

ワ

テ

ワ

シ

ヤ

ワ

親
は
ち
か
く
祖
父
は
遠
し
。
幸
に
木
山
に
祖
湯
あ
れ
ば
。
宗
運
を
入
湯
の
為
に
招
請キヤワ

し
。
毒
を
す
す
め
殺
し
て
給
は
れ
と
頼
し
か
ば
。

ムホ
山
が
妻
同
心
し
宗
運
を
よ
び
饗

ヲ
ウ応
の
つ
ゐ
で
に
毒
を
す
〉
め
け
る
故
と
そ
聞
え
け
る
（
十
ウ
J

十一

こ

D 

伝
云
。
右
に
載
木
山
の
城
主
。
木
山
左
近
太
輔
惟
久
入
道
紹
宅
は
、
平
生
連
寄
を
た

し
〔
な
欠
ご
め
り
。
あ
る
年
上
格
せ
し
に
。
北
野
に
て
紹
巴
法
眼
連
寄
興
行
の
事

を
聞
て
。
惟
久
か
し
乙
に
趣
き
紹
巴
が
。

又
七
た
び
の
わ
か
れ
を
ぞ
す
る
と
い
ふ
句
に
惟
久

八
重
ざ
く
ら
一
重
は
さ
き
に
散
そ
め
て

と
つ
け
〉
る
に
紹
巴
座
を
起
て
い
づ
く
よ
り
の
上
裕
ぞ
と
問
。
惟
久
筑
紫
が

た
の
者
な
り
〔
と
欠
カ
〕
答
る
に
却
は
肥
後
の
木
山
氏
に
て
は
な
き
ゃ
と
い
へ

ば
。
左
候
と
て
談
話
に
お
よ
び
紹
巴
が
弟
子
と
な
り
。
剃
髪
し
て
紹
宅
と
号
す
。

カ
サ
ギ

立（後
北
野
笠
着
の
連
歌
に

心
く
る
し
き
月
を
乙
そ
ま
て
と
云
句
に
紹
七

人
し
れ
す
府
に
む
す
ぶ
縦
帯

タ
ン

と
つ
け
。
紹
巴
に
賞
歎
せ
ら
れ
し
よ
り
世
こ
ぞ

っ
て
い
は
た
帯
の
紹
宅
と
よ
ぷ。

又
あ
る
と
き
の
連
寄
に

人
を
お
く
り
て
か
へ

る
夕
ぐ
れ
と
い
ふ
句
に

身
を
い

つ
の
け
ふ
り
の
た
め
に
残
す
ら
ん

と
つ
け
し
と
か
や
（
十
五ク
J
十六
と
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往
来
ま
れ
な
る
岩
か
ね
の
道

隠
家
の
う
ち
は
せ
は
し
く
住
あ
ら
し

花
の
た
も
と
も
い

つ
ら
苔
の
戸

散
ぬ
れ
は
桜
か
本
も
と
ひ
捨
て

か
た
み
に
う
と
き
春
の
伴
ひ

雌
鳥
の
や
と
り

へ
た
つ
る
夕
霞

ふ
き
こ
す
そ
の
〉
竹
の
し
た
風

ま
せ
か
き
の
外
に
も
菊
の
番
は
も
れ
て

秋
の
箱
と
け
し
つ
く
を
と
す
る

ひ
か
り
ふ
ー
や
与
は
た
さ
む
く
う
つ
る
ら
し

ふ
く
れ
は
月
に
こ
ろ
も
う
つ
な
り

つ
な
き
し
も
波
に
た
ゆ
た
ふ
泊
舟

い
り
ぬ
る
磯
の
松
風
の
こ
ゑ

住
か
ふ
る
と
ま
屋
は
山
の
ひ
と
か
た
に

雪
は
ら
ひ
っ
〉
爪
木
乙
る
人

馬
草
か
ふ
ほ
と
も
へ
ぬ
れ
は
日
は
く
れ
て

野
辺
よ
り
野
へ
を
た
と
り
行
み
ち

さ
き
た
つ
は
い
っ
ち
な
る
ら
む
旅
の
友

身
の
は
か
な
さ
を
お
も
ふ
後
の
世

し
の
ひ
て
は
又
あ
ひ
見
ん
と
い
ひ
か
は
し

い
は
け
な
き
ま
は
あ
ゃ
な
さ
か
し
ら

い
や
し
む
る
み
と
り
の
袖
の
う
ら
み
あ
れ
や

お
ま
へ
に
と
を
き
っ
か
へ
か
な
し
も

神
わ
さ
に
い
む
日
さ
た
ま
る
械
に
ふ
れ
て

戸
さ
し
し
つ
h

も
こ
も
る
篠
ふ
き

88 

た
ひ
／
＼
に
降
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も
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仲
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と
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／
＼
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お
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憂
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つ
し
ろ
み
も
さ
Tこ
ま
り
て

紹 友生 信紹 玄呂景品
印 益 克 巳侃 H七敏

親
の
あ
は
す
る
ち
き
り
あ
や
し
き

す
く
せ
も
や
心
の
う
ら
に
ま
か
す
ら
ん

あ
た
な
る
物
と
夢
な
お
も
ひ
そ

草
枕
む
す
ひ
も
あ
へ
す
明
そ
め
て

花
の
木
か
け
の
か
た
し
き
の
袖

う
く
ひ
す
の
音
に
さ
そ
は
る
h

山
遠
み

か
す
み
な
か
ら
も
道
は
あ
り
け
り

紹知 昌友
印 彦 H七益

景友玄生 昌 儒紹
f政益 {fj H七克 巳

十十
九八卜九 二 八 二

京玄 知紹 ~·：£寿
11J {1[1広印 実恩
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恩 克 何巴

小
鳥
居
寛
二
郎
氏
服
巻
子
本

（
初
折

・
二
折
欠
）
を
天

理
綿
屋
文
庫
『
天
正
文
禄
百
韻
集
』
ピ
よ
り
補
っ
た
。

句
上
げ
は
天
理
本
の
み
。
名
残
表
三
句
自
よ
り
連
衆
汽

相
違
す
る
の
で
、
下
に
天
血
本
の
名
を
註
記
し
た
。

八
附
記
〉
宰
府
連
歌
史
研
究
の
当
初
よ
り
御
指
導
い
た
だ

い

て
い
る
中
村
幸
彦

・
島
津
忠
夫
両
先
生
、
本
稿
に
つ
い
て
恕

切
な
御
教
示
を
賜
っ
た
金
子
金
治
郎
博
士
・

川
添
昭
二
氏
に

深
謝
申
し
上
げ
る。

肥
後
連
歌
史
調
査
に
つ
い
て
は
、
能…
木

女
子
短
大
の
宮
島
真

一
教
授
、
藤
崎
宮
宮
司
岩
下
忠
孝
氏、

後
藤
是
山
氏
、
上
妻
博
之
氏
、
熊
木
県
立
図
書
館
資
料
宅
に

た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。

調
査
に
多
大
の
便
益
を
与
え
ら
れ
て
い
る
西
高
辻
宮
司

・

小
鳥
居
権
宮
司

・
安
恒
篤
氏
は
じ
め
太
宰
府
天
満
宮
の

方

、々

香
西
宮
司
は
じ
め
北
野
天
満
宮
の
方
々
、
大
阪
天
満
宮

の
梅
林
権
耐
宜
、
福
岡
県
文
化
会
館
の
木
村
図
書
部
長
、
天

理
図
書
館
、
ま
た
、
資
料
紹
介
を
許
さ
れ
た
太
田
武
夫
氏

・

木
山
益
雄
氏
・
中
村
義
男
氏
・

中
川
文
庫

・
亀
井
戸
天
満
宮

の
御
厚
志
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
最
後
に
、
前
稿
を
た
ま
た

ま
目
K
と
め
ら
れ
て
、
中
村
義
男
氏
を
紹
介
し
て
下
さ
っ
た

中
島
安
賢
氏
に
御
礼
申
し
上
げ
る。
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（本
稿
は
、

昭
和
四
十

一
年
度
科
学
研
究
費
に
よ
る
、

先
の
一
部
で
あ
る
。）

wr 



八
作

品

叫

〉

（

刊
・
日
・
叩
年
月
日
不
明
〕

夢

想

草
を
え
て
昆
山
市
た
は
ら
の
秋
の
暮

月
す
む
山
の
露
の
し
ら
玉

は

の

し
く
れ
行
野

へ
の
遠
か
た
鹿
鳴
て

ヒ
ヒ

ヘ
か
へ
る
さ
寒
き
袖
の
ゆ
ふ
風

へ
河
舟
は
な
み
の
ま
に
／
＼
さ
し
は
な
れ

み
な
と
を
か
け
て
干
潟
と
そ
な
る

て
り
ま
さ
る
夏
の
日
数
や
か
さ
ぬ
ら
ん

木
す
ゑ

っ
た
ひ
の
蝉
の
こ
ゑ
／
＼

（巻
末
〕

御
一
句寿
三
紹
宅
重
綱

89 

四
十
九

四

四
十
九
十
八
長

寿重
三 綱
紹
’~『・

弓コ

太
田
武
夫
氏
蔵
＝司

連
歌

日ム
l 
L田

所
収〔墨
。点付
者廿
ベァ ー－
J白 一一ー

ナ内
シ長

〈
作

品

向

〉
可

人

へ
か
け
う
っ
す
山
や
染
川
秋
の
水

な
か
れ
の
ゆ
ふ
日
う
す
霧
の
そ
ら

涼
み
し
も
風
ひ
や
〉
か
に
月
出
て

詞
つ

L
き
狛
あ
る
へ
く
侠

へ
か
へ
る
さ
に
な
る
松
の
し
た
道

に

や

を

へ
妻
木
と
る
袖
よ
り
雪
や
払
ふ
ら
ん

む
ら
雲
さ
む
き
里
の
を
ち
か
た

か
ね
ひ
〉
く
嶺
は
ほ
の
か
に
明
離

舟
に
た
く
火
の
か
け
そ
き
え
行

〔
巻
末
〕寿
三
紹
宅

廿
五
廿
五

点
六
点
九

付
墨
十
五

〔
点
者
名
ナ
シ
〕

生
河一
ニ

紹
宅同

太
田
武
夫
氏
蔵
「
連
歌
三
吟
」
所
収
。

〈
作

品

問

〉
追

混
同

宅同三 同

独
吟
紹
古

憂
世
哉
散
し
跡
と
ふ
花
の
宿

ふ
る
き
み
き
り
の
霞
む
松
風

岩
間
よ
り
静
に
春
の
水
落
て

天
理
綿
屋
「
天
正
文
禄
百
韻
集
』

所
収
。

三 同 宅同

〈
作

品

行

〉

文
禄
四
年
七
月
廿
二
日

何

舟

梅
か
枝
や
西
よ
り
も
先
初
紅
葉

音
は
軒
端
に
か
よ
ふ
秋
風

露
落
る
鈎
簾
の
外
面
や
時
雨
る
ら
ん

訟
の
た
え
聞
の
月
幽
な
り

か
た
／
＼
に
文
し
た
ひ
ぬ
る
雁
鳴
て

江
の
水
さ
む
く
戦
く
芦
原

氷
も
や
舟
さ
す
梓
に
砕
く
ら
ん

明
は
な
れ
た
る
流
は
る
け
し

雨
は
た
h

晴
る
田
中
の
道
見
え
て

行
か
ひ
し
け
き
里
の
か
た
は
ら

乗
駒
ゃ
あ
と
先
に
し
も
噺
ら
ん

暮
わ
た
り
た
る
岡
越
の
末

松
た
て
る
奥
よ
り
鐘
の
響
出
て

な
を
ふ
る
寺
に
す
み
染
の
袖

世
を
う
し
と
思
ひ
と
る
こ
そ
哀
な
れ

い
の
ち
の
き
え
を
い
そ
く
終
／
｛
＼

紹
巴

〔信
寛
〕
儒
寛
昌
叱

，ん一玄
白
友
益
景
敏
寿
照

克
実
紹
印

〔知
彦
〕
知
広
玄
仲
宗
可巴

克’ドU

物
化
の
さ
ら
ぬ
限
の
身
は
く
る
し

昼
も
よ
り
臥
枕
露
け
き

月
に
け
さ
別
し
扇
引
と
ち
て

拶
の
名
残
の
す
さ
ま
し
き
床

袖
の
上
に
嵐
の
花
の
散
か
h

り

．
鼠
分
行
を
ち
の
山
も
と

帰
る
雁
声
も
さ
た
か
に
聞
え
来
て

技
し
っ
か
な
る
春
の
う
ら
舟

雨
や
猶
空
の
縁
に
過
け
ら
し

出
す
で
に
た
る
あ
け
ほ
の
h

雲

き
ぬ
／
＼
の
悌
し
た
ふ
小
夜
枕

た
え
ぬ
泊
に
月
う
つ
る
袖

葎
生
の
宿
も
思
の
秋
の
く
れ

分
る
跡
な
く
露
ふ
か
き
道

い
つ
し
か
に
野
は
鹿
の
音
の
遠
さ
か
り

う
ち
弊
た
る
末
の
草
む
ら

一
筋
の
塘
の
柳
波
越
て

ほ
り
か
へ

し
ゅ
く
小
田
の
水
口

ほ
の
か
に
も
暮
て
蛙
の
声
す
也

井
手
の
渡
り
や
程
近
き
里

な
ら
坂
や
見
る
／
t

＼
跡

K
成
ぬ
ら
ん

う
っ
す
都
は
時
め
き
に
け
り

妥
か
し
こ
車
た
て
置
道
の
末

祭
の
庭
の
袖
の
か
す
／
＼

七
夕
に
た
え
ぬ
願
の
糸
は
へ
て

月
は
つ
か
な
る
夜
半
の
爪
琴

う
ち
山
や
援
の
包
の
奥
深
み

な
か
れ
出
た
る
川
な
み
の
音

ふ
し
つ
け
や
朽
て
か
た
へ
に
残
ら
ん

ジミ忌（ 倣 主主仇 ~Iミ敏 j忍の 益 II七江 口 五｜ニイ1[1広 印
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と
ふ
人
ま
れ
に
過
ぐ
る
と
の
ど
ろ

た
の
ま
る
h

夢
の
ま
く
ら
の
明
初
て

金
子
堅
太
郎
著
「
黒
田
如
水
伝
」

中
津
城
竣
工
祝
賀
。

〈
作

品

n
v

天
正
十
九
年
十
二
月
独
吟

90 

魚
津
を
さ
そ
ふ
水
な
き
氷
か
な

へ
井
関
の
波
の
寒
き
夕
風

千
鳥
鳴
河
辺
の
秋
の
月
澄
て

中坊
の
た
え
ま
の
霜
の
む
ら
／
＼
－

竹
の
葉
の
戦
き
に
露
や
散
ぬ
ら
ん

里
人
か
よ
ふ
か
た
は
ら
の
道

は
る
／
＼
と
か
へ
す
田
面
の
山
か
け
て

な
ひ
く

霞
に

つ
〉
く
柳
い
く
本

ヒ

ヒ

ヒ

し
っ
か
な
る
夜
も
明
更
の
春
の
水

舟
さ
し
い

つ
る
遠
の
川
波

湊
江
の
む
ら
よ
り
村
の
あ
ら
は
れ
て

焼
火
の
け
ふ
り
立
の
ほ
る
空

三
句
め
い
か
誌

な
き
人
を
し
た
ふ
涙
の
こ
ほ
れ
そ
ひ

た
く
に
心
い
か
ふ

へ
面
か
け
残
す
け
さ
の
衣
々

浅
か
ら
ぬ
心
を
文
に
巻
乙
め
て

旅
の
ゆ
く
ゑ
そ
お
も
ひ
や
ら
る
〉

へ
待
日
も
や
こ
な
た
か
な
た
の
子
規

村
雨
に
な
る
山
の
は
の
雲

岩
間
よ
り
落
て
な
か
る
h

谷
の
水

亀
宗
俊

一初
一
順
所
収
。

紹
宅

鑑古わ
よ担Rた
りのし
明花 置
るはた
春 包る
のにの橋
夜外の
のに一
月見筋
え

て

中
川
文
庫
蔵
「
点
取
連
歌
発
句
』
所
収
。
巻
末

ニ、

「
付
墨
廿
三
句
此
内
長
四
臨
江
斎
紹
巴
」
ト
ア

八
作

品

臼

〉

天
正
廿
年
千
句
之
内

付
句
柚
入
斎
紹
宅

静
な
る
家
ゐ
の
煙
な
ひ
き
あ
ひ

花
に
柳
に
あ
け
ほ
の
〉
庭

も
と
む
る
も
す
b

み
所
は
稀
に
し
て

網
代
く
つ
る
〉
な
み
の
は
や
川

花
も
紅
葉
も
ひ
と
り
乙
そ
見
れ

菊
か
ほ
る
谷
の
戸
ほ
そ
は
里
は
な
れ

川
き
し
の
な
み
の
う
き
草
茂
り
そ
ひ

な
ひ
く
柳
の
か
け
の
涼
し
さ

い
つ
し
か
と
生
し
た
て
た
る
時
を
得
て

門
田
の
面
の
さ
苗
と
る
そ
て

う
き
恋
を
い
の
り
て
こ
そ
は
見
る
へ
け
れ

も
の
h

け
と
な
る
こ
〉
ろ
は
か
な
や

吹
ま
さ
り
ぬ
る
風
の
た
ひ
／
＼

外
山
よ
り
太
山
の
か
け
に
分
入
て

ふ
り
そ
ふ
雨
の
な
か
れ
と
そ
な
る

い
つ
ま
で
か
あ
ふ
せ
も
知
ら
ぬ
涙
川

浜
の
真
砂
の
子
ふ
り
見
え
け
り

松
の
葉
を
か
き
あ
つ
め
つ
L

け
ふ
ら
せ
て

仏
は
人
の
た
め
に
や
は
あ
ら
ぬ

ふ
る
て
ら
に
植
を
く
松
の
下
す
L

み

ぬ
し
あ
る
梅
の
花
は
お
ら
れ
す

か
す
み
も
や
北
野
の
社
か
乙
ふ
ら
ん

ふ
り
は
つ
る
跡
に
も
の
こ
る
道
あ
り
て

御
幸
の
袖
は
さ
か
の
山
か
け

〔
コ
ノ
ア
ト
付
句
伍
句
・

省
略
〕

太
田
武
夫
氏
政
「
連
歌
三
吟
」

所
収
。

〈
作

品

叩

〉

文
禄
二
年
六
月
四
日

可，
，a叶
『

t

人

撫
子
は
秋
ま
た
て
見
る
花
野
哉

虫
の
音
さ
そ
へ
夏
草
の
露

容
ゆ
け
は
扶
す
〉

し
く
風
立
て

舟
な
か
し
ゃ
る
流
は
る
け
し

水
上
の
波
の
一
存
続
晴
と
を
り

ひ
か
り
ほ
の
め
く
月
の
山
も
と

冷
し
き
道
の
か
へ
き
の
末
遠
み

い
く
た
ひ
／
＼
に
時
雨
ふ
る
空

村
雲
や
た
b

よ
ひ

っ
〉
も
残
る
ら
ん

た
え
／
｛
＼
に
し
も
風
わ
た
る
音

呉
竹
の
か
こ
ふ
粁
は
の
お
く
ふ
か
み

口
は
衆
に

L
（
逸
）
か
、
退
か
、
不
明
。

太
田
武
夫
氏
蔵

「京
連
歌
文
禄
二
年
」
所
収
。
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91 

つ
れ
／
＼
も
住
つ
く
ほ
と
の
か
く
れ
家
に

桜
路
は
人
の
跡
と
し
（
ふ
む
跡
〕
も
な
し

へ淡
雪
は
〔
の
〕
見
る
か
内
よ
り
ふ
り
そ
ひ
て

め
く
る
時
雨
の
寒
き
山
風

日
く
れ
て
や
柴
指
〔
積
〕車
い
そ
く
ら
ん

道
の
ゆ
く
ゑ
も
〔
に
〕
つ
L

く
一

む
ら

青
柳
の
木
の
間
し
ら
る
〉
花
咲
て

露
を
ひ
か
り
の
春
の
夜
の
月

伐
の
羽
吹
は
明
る
し
の
h

め
に

分
入
か
た
の
遠
き
野
の
原

義
深
き
里
は
伏
見
の
山
か
け
て

竹
の
そ
よ
き
も
冷
し
き
暮

さ
し
な
か
ら
秋
の
日
う
す
き
川
浪
花

む
ら
雨
過
る
水
の
水
上

棋
の
は
の
岩
に
か
さ
な
る
陰
さ
ひ
し

ゃ
〉
吹
出
る
松
風
の
声

夏
も
た
〉
暮
（
き
ゅ
〕
る
け
し
き
の
月
の
霜

サ
、

高
〔
ふ
か
〕
き
太
山
の
笹
ふ
き
の
庵

柏
か
た
も
ゑ
ら
ひ
て
や
き
る
宮
柱

神
の
た
〉
り
の
た
め
し
と
そ
あ
れ

乗
駒
も
を
り
た
つ
道
の
末
な
ら
し

へ
狩
場
の
鳥
の
ち
か
き
草
む
ら

晴
わ
た
る
雪
の
上
〔
よ
り
〕
明
は
な
れ

秋
の
夜
舟
を
つ
な
く
浦
浪

家
々
に
う
つ
音
す
な
り
麻
〔
海
人
〕
衣

鐘
も
身
に
し
む
暮
の
を
こ
な
ひ

し
の
ひ
ね
や
〔
を
〕
き
〉
も
さ
た
め
ぬ
子
規
〔
日
句
目
欺
）

嵐
も
や
横
川
の
雲
を
さ
そ
ふ
ら
ん

谷
の
ほ
と
り
は
杉
の
木
か
く
れ

ね
さ
め
の
ま
く
ら
更
る
夜
の
虚

ゴ一ワヘむ
な
し
き
を
か
そ
ふ
る
に
猶
お
も
ひ
出
〔
て
〕

老
の
物
な
る
涙
い
く
た
ひ

た
の
め
と
の
を
し
へ
う
れ
し
き
法
の
道

よ
は
ふ
乙
た
へ
は
遠
の
川
舟

前
ヲ
か
く

草
か
り
や
住
家
／
＼
に
か
へ

る
ら
ん

山
の
す
そ
の
h

暮
か
L

る
空

出
初
る
月
よ
り
露
の
あ
ら
は
れ
て

こ
b

に
か
し
こ
に
む
し
の
鳴
声

ヘ
里
は
あ
れ
て
あ
は
れ
も
深
き
秋
の
風

へ
か
れ
／
｛
＼
に
な
る
道
芝
の
色

、
花
な
か
ら
朽
〔
古
〕
木
の
下
校
〔
梢
）お
れ
ふ
し
て

遠
さ
か
り
ゆ
く
春
の
烏
の
ね

明
た
て
は
越
る
関
路
の
霞
日
（
む
よ
〕
K

さ
し
は
な
れ
た
る
陳
磨
の
浦
船

な
き
世
に
も
親
の
い
さ
め
に
ま
か
せ
き
て

吹
っ
た
ふ
乙
そ
家
の
風
な
れ

門
／
＼
や
茂
る
柳
に
篭
る
ら
ん

夏
か
け
つ
h

も
つ
は
め
な
く
な
り

雨
そ
h

き
そ
〉
く
夕
へ
は
し
っ
か
に
て

と
も
し
火
う
す
き
古
宮
の
中

ね
ぬ
人
の
し
は
ふ
く
声
の
た
ひ
／
’
＼
に

へ
忍
ひ
位
た
る
月
の
さ
や
け
さ

秋
は
猶
面
か
け
さ
ら
ぬ
袖
の
露

玉
ま
つ
り
す
る
野
へ
の
や
す
ら
ひ

松
虫
の
所
／
＼
に
ほ
の
め
き
て

入
日
の
跡
〔
か
く
れ
〕
そ
ひ
や
〉
か
に
な
る

滝
波
の
山
よ
り
落
る
戸
難
瀬
川

へ
き
か
り
し
は
し
の
花
の
春
風

ウ
J

竹
垣
に
紅
ま
し
る
園
の
梅

露
の
み
残
る
こ
す
の
外
の
雪

朝
鳥
や
出
る
ひ
か
り
に
む
か
ふ
ら
ん

色
も
冬
田
の
は
つ
か
な
る
比

へ
浅
み
と
り
堤
の
水
は
氷
ゐ
て

ゆ
く
／
＼
暮
る
道
の
つ
き
は
し

二
句
不
足

斗
リ
乙
司
士

司

4
J
E
E
P
－adト
此
内
長
二

コ
ノ
ア
ト
紹
巴
書
簡
（
本
文
5
ペ
ー
ジ
）
ア
リ
。

中
川
文
庫
蔵
「
点
取
連
歌
発
句
」

・
大
阪
天
満
宮
球

「連
歌
十
九
巻
（
二
十
番
）」
〈
れ

5
m
v
・
「古
連

歌
千
弐
百（
二
十
五
書）
』
所
収
。

八
作

品

叩

〉

天
正
十
八
年
八
月
吉
日

イ可

路

紅
葉
し
て
松
あ
ら
は
な
る
外
山
哉

お
吹
わ
く
る
み
ね
の
夕
風

む
ら
雨
の
跡
よ
り
秋
の
月
出
て

衣
子
す
Y
し
道
の
す
ゑ
介
＼

一
筋
の
橋
の
し
た
水
晴
わ
た
り

川
上
し
き
る
滝
っ
せ
の
な
み

舟
ょ
す
る
入
江
の
芦
の
う
ち
な
び
き

嶋
た
つ
鷺
の
声
く
る
h

そ
ら

ほ
の
か
す
む
雲
の
行
衛
に
日
は
落
て

山
よ
り
か
よ
ふ
と
す
の
春
か
ぜ

咲
き
そ
む
る
瑚
の
梅
や
匂
ふ
ら
ん

ー一つつ一一

長鎮宗 詩l 庇宗 一 正 紹 長孝
松継漸 貞直鉄 三ど三 宅政 商



人
乙
b

ろ
な
を
き
は
ま
れ
の
慣
に
て

君
か
恵
に
世
は
し
っ
か
な
り

都
よ
り
外
ま
て
広
き
家
つ
く
り

行
か
ひ
た
え
ぬ
道
の
小
車

春
や
た
〉
花
に
月
に
と
送
る
ら
ん

と
も
に
霞
を
く
み
な
る
〉
袖

執
筆
玄
伺
1
0

天
理
綿
屋
「
天
正
文
禄
百
韻
集
』
所
収
。

八
作

品

7
V

天
正
十
八
年
三
月
六
日

何

垣

遠
山
の
花
や
船
ゆ
く
み
を

つ
く
し

か
す
み
絶
／
＼
明
る
江
の
浪

影
う
っ
す
月
に
氷
の
隙
見
え
て

冬
田
の
原
に
落
る
雁
か
ね

半
空
や
ま
た
き
嵐
に
暮
ぬ
ら
ん

雨
気
も
よ
ふ
す
雲
の
む
ら
／
＼

里
人
の
帰
る
さ
急
く
道
の
末

入
日
の
遠
の
鐘
ほ
の
か
な
り

陰
ふ
か
き
松
や
尾
上
を
隔
つ
ら
ん

み
分
ま
よ
ふ
山
の
か
た
邑

小
男
鹿
の
立
所
定
め
ぬ
声
は
し
て

吹
い
て
け
り
な
月
の
下
風

云白 繁 閑光高
小清了忽紹 友 正玄英昌頼紹
梅房程慶宅益 繁 の f古叱介巴

国
会一

「連
歌
合
集
四
三
』

・
大
阪
天
満
宮
蔵

「
古
連

歌
千
七
百
（
二
十
三
番
）
』
八
甲
お
〉
・
同

「紹
巴
時

代
連
歌
十
巻
」
八
れ

5
幻

2
〉
所
収
。

92 

八
作

品

8
V

〔天
正
日
・
3
・

8
〕

何

路

12 8 12 

九
重
の
花
に
山
辺
は
人
も
な
し

袖
を
つ
ら
ぬ
る
春
の
小
車

箸
胞
を
末
野
の
霞
払
来
て

里
遠
く
な
る
道
の
か
た
／
t

＼

雪
に
宿
分
さ
り
し
も
や
晴
ぬ
ら
ん

策
を
ま
け
は
半
天
の
月

秋
風
の
涼
し
さ
添
る
帯
更
て

幽
な
り
し
も
虫
の
声
／
’
＼

野
辺
は
た
〉
薄
村
／
＼
な
ひ
き
相

接
や
ふ
か
め
て
ま
た
き
暮
ぬ
る

遠
方
の
山
よ
り
雨
は
そ
、
ふ
く
ら
し

舟
ょ
せ
つ
L

も
繋
く
江
の
波

芦
茨
の
窓
を
も
風
に
引
閉
て

里
は
な
れ
な
る
冬
田
寂
し
も

9 

小紹 左盛 重 玄英紹正永家昌左紹
梅巴継政貞 1J］恰宅繁純勝 11t;継巴

9 12 8 12 9 10 9 8 7 6 

天
理
綿
屋
「
天
正
文
禄
百
韻
集
』
・
同
「
紹
巴
社
中

連
歌
三
百
韻
』
所
収
。
年
月
日
は
後
者
に
の
み
記
。

9 9 9 9 

八
作

品

9
V

8 

天
正
十
八
年
三
月
廿
六
日
臨
江
斎
紹
巴
庵

一一テ

心
前
為
追
善
木
山
入
道
紹
宅
独
吟

8 6 1 

ヘ
散
花
は
夢
に
ま
さ
ら
ぬ
う
つ
b

か
な

へ
胡
蝶
の
す
か
る
〔
や
と
る
〕
浅
茅
生
の
陰

暮
わ
た
る
野
辺
の
霞
に
風
た
え
て

雨
の
名
残
の
露
の
む
ら
／
＼

へ
涼
し
き
ゃ
竹
の
葉
分
の
秋
の
水

9 

ヘ月
に
成
ゆ
く
末
の
川
つ
ら

湊
船
暁
か
た
に
漕
い
て
L

鐘
の
ひ
、
ふ
き
は
さ
や
か
な
り
け
り

霜
や
た
L

む
す
ふ
か
う
へ
も
〔
に
〕
む
す
ふ
ら
ん

冬
野
の
草
の
か
す
か
な
る
か
け

日
の
残
る
山
の
麓
の
タ
あ
ら
し

消
ゆ
く
跡
の
雲
の
一
筋

へ
涙
な
を
も
え
し
け
ふ
り
に
落
そ
ひ
て

へ
衣
の
か
ほ
り
の
〔
も
〕
つ
ら
き
物
こ
し

へ
人
つ
て
の
こ
と
の
は
は
た
b

お
ほ
つ
か
な

へ待
比
過
る
旅
の
か
へ
る
さ

朝
さ
へ
秋
築
く
な
る
風
の
音

雁
鳴
わ
た
る
有
明
の
そ
ら

〔山
み
れ
は
棚
引
接
の
方
分
て
〕

〔
つ
も
り
つ
も
ら
ぬ
初
雪
の
い
ろ
〕

と
本
ノ
マ

、

な
か
れ
ゆ
く
水
や
草
葉
を
浸
ら
ん

レ」

へす
き
か
へ
し
た
る
小
田
の
末
／
＼

賎
か
す
む
里
は
霞
を
笹
に
て

春
も
さ
ひ
し
き
い
に
し
へ
の
跡

へ
朽
残
る
枝
よ
り
梅
ゃ
に
ほ
ふ
ら
し
〔ん
〕

雫
も
深
き
陰
の
む
ら
竹

暗
雲
り
鳩
鳴
雨
の
昏
初
て

山
の
か
た
へ
に
う
つ
る
日
の
色
〔
か
け
〕

落
た
ま
る
岩
間
／
＼
の
さ
〉
れ
水

さ
し
入
涼
し
古
寺
の
道
〔庭〕

松
原
の
梢
っ
た
ひ
は
み
と
り
に
て

今

一
し
ほ
の
も
み
ち
は
の
露

さ
を
し
か
の
声
ほ
の
か
な
る
夕
月
夜

遠
山
本
の
秋
風
の
雲

ゆ
く
船
の
波
よ
り
波
に
た
b

よ
ひ
て

都
の
か
た
を
な
か
め
や
り
つ
b

1 

〔大
阪
天
満
宮
阪

本
ニ
ヨ
リ
間
ウ〕
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入
日
か
た
分
う
つ
る
江
の
水

へ
た
え
／
＼
に
涼
し
き
雲
の
棚
引
て

も
よ
ほ
し
あ
へ
す
雨
そ
〉
く
也

ウ
J

竹
の
葉
の
か
さ
な
る
陰
の
深
み
と
り

へ
軒
の
つ
ま
／
＼
か
b

る
松
か
枝

粁
の
つ
ま
fe－
－
、
と
末
に
を
－
F
か
へ
て
は
い
か
L

山
風
の
タ
に
な
れ
は
ふ
き
そ
ひ
て

見
る
／
＼
塩
の
入
海
の
波

あ
か
つ
き
の
月
の
夜
舟
を
漕
は
な
れ

時
分
さ
し
合
侠

は
る
〉
か
た
へ
の
接
ま
よ
ふ
空

晴
渡
る
初
雁
か
ね
の
か
す
か
に
て

田
面
の
い
な
は
な
ひ
く
遠
近

な
ひ
く
さ
し
候

か
へ
り
行
岡
へ
の
道
の
風
寒
み

暮
る
さ
か
ひ
の
霜
の
む
ら
／
＼

さ
か
ひ
分
別
な
く
候

は
る
か
な
る
鐘
も
さ
や
か
に
聞
え
来
て

一
句
珍
蕊
む
ら
f
t、
へ
付
所
猶
可
有
侠
か

旅
の
枕
の
夢
の
は
か
な
さ

ち
れ
は
咲
陰
を
や
と
り
の
春
の
花

へ
か
き
ほ
っ
た
ひ
の
鷲
の
声

〔
巻
末
〕
付
墨
廿
三
句

此
内
長

〔点
者
名
ナ
シ
〕

小
倉
市
立
記
念
図
書
館
蔵
〔
古
連
歌
写
〕
横
三
巻
合

一
冊
の
う
ち
、
そ
の
二
、
惟
久

・
船
田
半
醒
の
独
吟

百
韻
各
一
巻
に
、
前
者
は
点
者
名
な
く
（
紹
巴
か
）
、

後
者
は
、
宗
因
・
昌
程
が
点
を
し
た
も
の
。

「享
保

十
四
己
酉
卯
月
十
六
日
写
之
好
修
堂
主
人
」
と
あ

づ。。

八
作

品

4
V

〔
表
紙
〕

木
山
左
近
大
夫
人
道
惟
久

両
吟
千
句

栗
林
主
計
入
道
等
与

〔
本
文
〕

天
正
八
歳
正
月
日

第

一

木

山
左
近
太
夫
惟
久

栗
林
主
計
入
道
等
与

白
川
や
雪
よ
り
出
る
春
の
水

朝
日
ほ
の
／
＼
霞
む
遠
山

桜
咲
梢
を
伝
ふ
鳥
鳴
て

久等惟
与久

西
高
辻
信
貞
氏
蔵
本
に
よ
り
有
明
高
専
紀
要
創
刊
号

に
、
第

一
全
文
、

第
二
l
十
の
各
三
物
を
翻
刻
。

参
考
「
拾
集
昔
語
』
三
に
左
の
記
事
あ
り
。

彼
入
道
直
筆
之
連
歌
千
句
之
発
句
記

愚
老
前
々
よ
り
持

来
候
を
阿
蘇
友
隆
様
へ
進
上
仕
候
彼
発
句
記
に
等
与
々

々
と
有
之
候
者
甲
斐
宗
運
家
頼
侍
頭
被
申
付
候
栗
林
伊
賀

カ

シ

ノ

キ

ノ

エ

守
が
入
道
号
に
て
侯

樫
之
木
柄
計
握
た
る
者
と
計
存
居

候
に
紹
宅
と
如
此
儀
共
は
花
車
な
る
事
共
と
今
以
か
ん
じ

入
候

右
の

「
千
句
之
発
句
記
」
は
、
本
「
白
川
千
句
』
を
さ
す
と

思
わ
れ
る
。

八
作

品

5
V
〔年
月
日
不
詳
ナ
ル
モ
、
紹
宅
木
山
城
主
時
代
ノ
作

ナ
ル
ヲ
以
テ

コ
コ
ニ

収
ム
〕

於
肥
後
国
御
船
山
三
吟
連
歌

へ大
空
の
く
も
ら
て
ふ
る
や
花
の
雪

へカ
）

ヘ桧
原
の
上
に
霞
む
日
の
色

へ春
も
や
b

暮
る
山
の
端
鐘
鳴
て

舟
さ
し
か
へ
る
浪
の
し
つ
け
さ

風
よ
り
も
涼
し
き
露
の
竹
の
葉
に

（カ
）

雨
の
後
猶
盤
み
た
る
b

村
雲
に
影
ほ
の
か
な
る
月
出
て

荻
に
薄
に
ま
よ
ふ
野
の
道

中
川
文
庫
蔵
「
点
取
連
歌
発
句
』
所
収
。

〈
作

品

6
V

〔年
月
日
不
詳
。
本
文
4
ペ
ー
ジ
参
照
〕

花
見
よ
と
柏
木
に
残
す
樗
哉

茂
る
ふ
も
と
を
分
る
山
道

秋
ち
か
き
露
に
男
鹿
の
立
濡
て

雨
の
余
波
の
月
の
さ
や
け
さ

風
の
音
や
〉
冷
敷
暮
る
夜
に

田
面
の
は
ら
は
守
と
し
も
な
し

引
す
つ
る
小
船
た
b

よ
ふ
湊
川

岸
か
け
遠
み
汐
や
満
ら
ん

内ノ

な
く
声
も
わ
か
れ
て
い
っ
ち
友
衛

ひ
と
り
旅
ね
の
あ
か
つ
き
の
夢

故
郷
を
お
も
ひ
や
る
こ
そ
査
な
れ

ほ
と
ふ
る
文
の
か
へ

し
あ
ゃ
な
し

沸
な
を
後
の
朝
は
落
添
て

と
け
し
に
恩
ふ

つ
れ
な
き
の
う
た

い
ひ
よ
る
も
使
か
ら
な
る
中
な
れ
や

に
け
な
か
り
け
る
身
を
い
か
に
せ
ん

重 等惟
信 与 久

旨前叱宅巴空白長議祭器喜高見警管
8 11 
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八
作

品

1
V

〔木
山
紹
宅

赤
井
城
之
記
〕
本
書
題
号
無
シ

郷
を
木
山
と
か
や
里
を
赤
井
と
い
ひ
侍
り
け
る
に
廿
あ

ま
り
よ
り
心
の
外
に
住
馴
所
の
地
景
を
み
る
に
東
南
は
山

に
近
く
朝
日
影
め
て
た
ふ
し
て
月
の
光
り
も
長
閑
な
り

西
は
田

つ
ら
程
遠
く
一
里
計
に
湖
水
を
移
し
た
る
所
有
そ

れ
よ
り
地
な
み
た
い
ら
か
に
し
て
遥
に
海
を
へ
た
て
高

具
と
い
へ
る
山
眼
に
さ
へ
き
り
落
日
の
さ
ま
観
念
を
催
し

北
は
里
続
国
府
も
遠
か
ら
す
市
人
の
た
よ
り
有
て
行

歩
遥
に
見
ゆ
里
は
清
水
蕩
々
と
し
て
又
静
な
り
魚
は
タ

に
踊
り
沢
辺
の
盤
も
心
あ
ら
ん
人
は
見
処
お
ほ
か
ら
ん
か

7

レ

94 

は
に
ふ
は
か
た
ほ
と
り
な
り
け
る
に
行
年
の
さ
ま
う
る
さ

く
立
帰
る
春
の
あ
し
た
に
も
宮
古
に
は
替
り
静
成
る
を
賀

と
し
と
と
な
き
を
め
て
し
っ
か
業
に
ま
か
せ
梅
か
枝
を

折
く
へ
余
寒
を
い
と
ひ
悠
々
た
る
様
こ
と
は
り
て
そ
覚
侍

る

の
き
ち
か
き
梅
も
ほ
こ
ろ
ひ
ぬ
れ
は
侍
の
声
か
す
か
に

雪
も
漸
く
梢
〔
々
村
消
〕

戸
さ
し
明
み
れ
は
遠
山
の
霞
ほ
の

め
き
渡
り

維
の
草
加

出

山

y＼
の
桜
も
色
め
き
ぬ
れ
は

し
っ
か
山
田
も
揮
返
し
い
や
し
き
に
な
れ
あ
ゆ
み
を
は
乙

ひ

杖
を
た
て
や
す
ら
を
〔
め
る
お
〕
り
は
草
刈
お
の
こ
に

い
さ
な
わ
れ

有
時
は
枕
を
か
た
ふ
け
時
を
移
し

春
雨
の

静
な
る
折
か
ら
苗
代
水
の
音
信
て
風
せ
う
／
＼
し
く
ふ

き
ぬ
れ
は
花
も
散
り
青
み
わ
た
り
た
る
け
し
き
山
里
の

有
さ
ま
も
の
す
こ
く
春
の
名
残
も
一
き
は
哀
な
り

郭
公
の
初
音
ゆ
か
し
き
に
も
ふ
る
乙
と
お
も
ひ
出
ら
れ

花
橘
の
香
に
や
の
こ
れ
る
と
い
と
ゆ
か
し
く
杜
若
の
盛
な

る
こ
そ
あ
や
め
に
人
の
挽
な
ん
と
か
れ
是
心
を
慰
め
移

り
行
ま
〉
に
早
苗
と
る
頃
に
も
な
り
ぬ
れ
は
お
の
か
い

と
な
み
乙
と
し
け
く
田
歌
の
声
さ
〉
め
き
田
の
神
祭
な

ん
と
め
な
れ
ぬ
さ
ま
珍
し
其
事
彼
事
繁
か
り
し
中
に

麦

刈
も
て
ゆ
く
さ
ま
ら
う
た
け
な
り
争
か
時
し
ら
す
し
て
民

の
心
を
や
ふ
ら
ん
や
し
け
る
梢
に
蝉
の
声
／
＼
鳴
わ
た
り

遠
山
里
の
夕
気
色

雲
井
遥
に
鳴
神
の
俄
な
る
雨
に
し
っ

か
ふ
せ
屋
の
も
り
わ
つ
ら
へ
る
様
っ
き
／
＼
し
く
又
哀
也

田
つ
ら
青
み
わ
た
り
ぬ
れ
は

畠
わ
た
ら
へ
な
ん
と
皆
人
い

き
ま
き
あ
さ
ゐ
な
せ
し
と
行
っ
た
ふ
タ
部
／
＼
の
蚊
遣

火
は
お
も
ひ
の
身
を
や
乙
か
す
ら
む
水
無
月
は
ら
へ
の

比
に
も
成
ぬ
れ
は
み
そ
き
す
わ
さ
に
は
あ
ら
ね
と

豊
よ

と
計
の
し
る
へ
し
て
宵
／
’
＼
こ
と
に
仮
寝
の
ま
く
ら
に
す

た
く
虫
の
音
も
我
を
と
ふ
か
と
う
た
か
わ
れ
折
か
ら
哀

を
催
す
事
も
侍
り

日
往
月
の
来
る
を
〉
し
み
て
雁
金
の
友
呼
声
を
聞
く
は

今
幾
日
有
て
早
田
刈
な
ん
と
里
人
に
よ
り
て
は
其
事
を
と

よ
み
心
を
遊
し
め
お
の
〔
か
〕
浮
世
を
其
俸
に
更
行
秋

の
時
雨
し
て
紅
葉
を
ち
ら
す
山
下
風
長
き
夜
す
か
も
詠

れ
は
月
万
露
に
落
草
葉
な
を
静
也
な
に
は
の
事
も
い
た

つ
ら
に
心
の
外
に
や
さ
え
ぬ
ら
ん

折
ふ
し
の
移
行
こ
そ
い
と
さ
ひ
し
さ
ま
さ
り
つ
h

か
れ
行

野
辺
を
見
わ
た
せ
は
遠
き
高
根
に
降
雪
の
麓
の
震
音
信

て

空
の
気
色
も
物
す
乙
く
な
を
ふ
る
雪
の
白
妙
に

ち

か
き
わ
た
り
も
と
た
へ
し
て
晴
聞
に
斧
の
お
と
つ
れ
て

つ
ま
き
や
遠
く
に
ほ
ふ
ら
ん
道
行
人
の
あ
し
は
や
に

お

も
ひ
し
ま
L

の
心
ち
し
て
千
代
ふ
る
秘
も
立
添
ぬ

よ
h
を
ひ
と
ょ
に
く
れ
竹
の
住
馴
て
し
も
夢
な
れ
や
廿

年
計
に
め
く
り
き
て
四
十
余
り
も
覚
や
ら
す

暫
く
是
を

あ
ん
す
る
に
過
た
る
を
忘
遠
き
を
計
去
事
を
思
ひ
来

事
を
し
ら
す
い
と
お
ろ
か
な
り
是
を
思
ふ
も
又
益
な
し

静
な
る
頃
心
の
ゆ
く
ま

L
K

硯
の
海
の
ひ
か
た
に
遊
鳥
の

跡
に
の
こ
し
侍
る
も
の
な
ら
し

『
肥
後
古
記
集
覧
』
巻
五
所
収
（
本
文
2
ペ
ー
ジ
参
照）

熊
本
県
立
図
書
館
蔵
の
写
本
に
よ
る。

八
作

品

2
V

天
正
播三
山州年
医卯
イi司｜却用
宗 十
琳九
興日
n 

夏
草
は
た
h

夕
く
れ
の
ま
か
き
哉

ふ
り
く
る
雨
に
な
く
郭
公

い
か
に
せ
は
雲
の
さ
は
ら
ぬ
月
な
ら
む

す
h

み
出
つ
b

ふ
か
す
あ
き
の
夜

柳
ち
る
こ
か
け
の
道
は
査
に
て

た
え
／
＼
な
れ
や
水
の
行
末

河
な
み
の
か
つ
／
’
＼
氷
る
音
寒
て

し
は
し
小
舟
や
さ
し
と
〉
む
ら
ん

む
ら
雨
の
け
し
き
は
か
り
に
晴
と
を
り

そ
ら
は
ほ
の
か
に
う
つ
る
日
の
か
け

の
と
か
な
る
軒
は
の
山
の
明
そ
め
て

羽
ふ
き
い
て
h

ゃ
う
く
ひ
す
の
な
く

玄秀在、紹 寿 紹正文心 昌宗 紹
の尊云 清 恩 宅磐 閑前 H七琳巴

12 8 10 11 12 8 8 8 8 8 
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6 

大
阪
天
満
宮
蔵
「
連
歌
十
五
巻
（三
拾
六
番
）
』
〈
れ

5
泣
〉
・
同
『連
歌
千
六
百
（
十
六
番
）
』
〈
甲

M
V
所

収。

八
作

品

3
V

天
正
六
年
戊
寅

虫

吟

＼
淡
雪
に
戦
き
し
つ
ま
る
落
葉
か
な

へ時
雨
の
名
残
暮
る
山
か
け

男
鹿
な
く
野
へ
の
行
衛
に
月
出
て

か
り
ね
目
さ
ま
す
夜
半
の
秋
風

ほ
の
か
な
る
芦
聞
の
波
の
と
ま
り
舟

惟
久



〈
資

料

九

〉

95 

木

山

氏

略

系

図

之

写

久

〔
前
掲
岡
ト
同
文
ノ
部
分
省
略
ス
〕
上
京
中
北
野
の
社
笠
着
之
連
歌
に

又
七
度
の
別
れ
を
そ
す
る
と
い
ふ
句
に

八
重
桜
一

重
は
先
に
散
そ
め
て

と
言
ふ
句
を
付
紹
巴
法
眼
に
し
ら
れ
其
後
上
京
中
に

心
苦
し
き
月
を
こ
そ
ま
て

と

云
句
に

人
し
れ
ぬ
は
た
へ
に
結
ふ
岩
田
帯

と
云
句
附
た
り
此
句
名
句
な
れ
は
岩
田
帯
の
紹
宅
と
世
に
称
し
け
る
と
そ

其
後
本
城
落
去
に
及
牢

々
の
身
と
成
け
る
に
阿
蘇
之
奥
に
潜
居

天

正

十
五

年
太
閤
殿
下
九
州
征
伐
之
為
御
下
向
之
刻
肥
後
国
領
主
給
人
降
人
と
成
と
い

へ

と

も

甲

斐

宗

運

木

山
紹
宅
は
国
中
争
乱
之
張
本
た
る
に
よ
っ
て
尋
出
せ
ら
る

へ
き
所
宗
運
は
先
達
病
死
紹
宅
は
行
方
不
知
御
帰
陣
之
時
阿
蘇
’
州
大
よ
り
連

来
る
処
木
山
氏
は
文
武
に
名
有
者
之
由
玄
旨
公
紹
巴
様
御
吹
挙
に
よ
っ
て

被
為
助
命
為
御
礼

花
見
よ
と
柏
木
に
残
す
樗
か
な

と
云
句
を
奉
入
尊
覧
よ
り
御
拝
顔
首
尾
相
済
其
後
月
捧
給
は
り
御
上
洛
の
御

供
申
上

文
禄
朝
鮮
之
役
K
て
黒
団
長
政
侯
の
御
舎
弟
熊
之
助
君
之
御
舟

豊
前
中
津
河
よ

り
発
縦
し
給
ふ
時
保
護
し
て
参
り
け
る
其
外
黒
田
美
作
一
成
之
弟
加
藤
吉
松

年
十
六
才

毛

利

但
馬
友
信
長
子
吉
太
夫
同
十
六
才
従
行
す
其
後
筑
前
海
岸
に

帆
柱
流
よ
れ
り

古
歌
一
首

大
ぬ
さ
と
名
に
こ
そ
立
れ
な
か
れ
で
も

つ
ひ
に
よ
る
せ
は
有
て
ふ
物
を

此
寄
を
書
て
木
山
紹
宅
と
記
せ
り
か
く
有
を
見
て

1惟

作

CJ 

ロロ

さ
て
こ
そ
海
洋
に
て
逆

抄

凡

風
に
逢
て
舟
は
覆
溺
せ
し
な
ら
ん
と
知
れ
た
り

一
吉
田

連

木
山
備
後
守
左
近
太
夫
連
歌
屋
初
住
入
道
紹
印
也

天
正
十
三
年
六
月
落
城
之
時

自
殺
と
偽
実
は
慕
父
紹
宅

豊
前
中
津
城
に
来

り

如
水
侯
長
政
侯
に
随
身
し

入

道
し
て
紹
印
と
号

せ

り

其

後
中
津
よ
り
筑

前
国
に
封
せ
ら
る
如
水
侯
は
兼
て
神
庖
を
崇
め
敬
ひ
給
ふ
志
深
く
且
西
府
は

城
下
に
へ
た
、
ふ
り
閑
淡
に
し
て
御
志
を
養
ひ
給
ふ
よ
す
か
と
て
神
庖
の
側

に
居
を
ト
し

常
に
社
司
神
人
を
招
き
寄
を
読
連
歌
を
も
て
遊
ひ
給
ひ
け
る
と

な
ん
其
時
に
断
絶
せ
し
連
歌
屋
を
下
の
会
所
連
歌
屋
と
号
し
御
建
立
有
て

紹
印
を
は
初
住
の
主
と
定
め
た
ま
ひ
両
侯
愛
遇
し
給
ひ
て
三
十
石
の
釆
地
を
あ

た
へ
給
ひ
今
に
世
継
て
賜
物
を
受
侍
る
な
り

抑
連
歌
屋
を
下
の
会
所
と
号
け
〉
る
故
よ
し
は
御
社
の
左
の
傍
に
楼
門
の
外

二
十
歩
斗
に
上
会
〔
所
〕
と
額
を
か
b

け
た
る
末
社
有
人
麿
明
神
を
崇
め
り

是
む
か
し
の
上
会
所
の
祭
神
也
社
地
の
東
西
に
相
並
し
て
か
く
云
と
そ

〔信
辿
南
町
〕
某
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木
山
平
助
拝
知
六
百
石

筑
前
福
岡
ニ
有

信

天
正
十
三
年
落
城
之
時
二
才

家
臣
竹
崎
筑
后
懐
に
し
て
用
達
梅
屋
瀬
左

衛
門
え
託
し
養
育
を
頼
城
に
帰
て
打
死
す
幼
児
成
人
し
て
四
郎
左
衛
門

と
号
後
梅
屋
を
名
乗
世
を
忍
瀬
左
衛
門
は
元
浪
人
に
て
菅
原
姓
紋
梅
鉢
也

正右
の
信
正
は
浪
人
に
て

木
山
市
兵
衛
と
名
乗
け
る
と
そ

当
代
に
て
十
一
代
目
是
は
肥
後
益
城
郡
沼
山
津
手
永

馬
場
甚
七
郎
寿
英
と
名
乗
慶
応
四
年
戊
間
四
周
書
氾

浪
人

木
山
町
居
住

伊j

抄
録
は
お
お
む
ね
初

一
順
に
と
ど
め
た
。

連
衆
名
の
下
の
洋
数
字
は
句
前
を
示
す
。



天
文
年
間
阿
蘇
家
衰
国
中
大
乱
ニ
成
ル
領
主
小
給
人
ニ
至
迄
境
ヲ
犯

シ
弱
ヲ
亡
シ
自
立
セ
ン
ト
シ
テ
小
合
戦
止
時
無
時
二
乗
シ
下
陣
城
主

光
永
氏
ヲ
責
随
領
地
ヲ
広
メ
赤
井
村
エ
新

城

築

木
山
居
城
弟
弾
正
居

シ
ム

正

友

木
山
弾
正

「
正

親天
正
十
三
本
域
防
戦
っ
き
陥
て
信
連
自
害
を
聞
て
手
勢
引
連
打
出
血

戦
し
て
城
え
引
入
自
焼
し
て
煙
に
紛
逐
電
し
て

縁
座
た
る
に
よ

っ
て
天

草
本
渡
城
主
伊
豆
守
頼
み
身
を
寄
其
後
天
正
十
七
十
一
月
小
西
行
長
天

草
伊
豆
守
牟
楯
相
成
一
戦
之
所
城
強
防
城
仕
候
所
行
長
に
被
透
和
談
と
成

と
い
へ
と
も
元
よ
り
行
長
謀
斗
成
は
度
々
箆
城
を
雄
進
と
不
被
用
時

後
詰
加
藤
氏
之
陣
え
打
入
清
正
と
鎗
合
花
々
敷
義
死
を
と
ぐ

弾
正
忠

強
勇
無
双

l惟

左
近
太
夫
入
道
紹
宅

文
武
名
有
人
也

久

従
五
位
下

96 

初
元
亀
天
正
之
間

勇
武
独
立
同
郡
御
舟
之
城
主
甲
斐
相
模
入
道
宗
運

契
約
断
金
交
成
し
互
に
助
ケ
々
し
む
国
中
蜂
起
打
随
ひ
領
地
を
合
横
行
を

成
事
数
十
年
甲
斐
宗
運
同
郡
田
代
城
主
黒
仁
田
氏
を
責
領
地
を
合
黒
仁

田
は
木
山
氏
之
男
た
り
内
室
仇
を
報
せ
ん
と
事
を
恨
歎
と
い
へ
共
契
約

を
破
り
合
戦
に
及
時
は
両
虎
難
立
思
縞
に
斗
り
領
所
木
崎
村
に
新
に

温
泉
を
開
宗
運
を
招
熔
殺
し
て

温
泉
に
毒
有
と
し
て
人
口
を
ふ
さ
く
と

言
共
此
事
風
に
聞
へ
甲
斐
宗
立
不
平
抱
く
の
而
信
連
に
政
事
を
譲
り

官
位
昇
進
之
為
と
し
て
潜
行
斗
薮
（
科
撒
〕
之
身
に
や
っ
し
上
洛
し
て
宗

立
災
を
さ
く
上
京
之
中
北
野
社
に
笠
着
之
連
寄

ま
た
七
度
の
別
を
そ
す
る
と
言
ふ
題
匂
に

八
重
桜
一
重
は
先
に
散
初
て

紹
巴
法
眼
に
知
ら
れ

と
言
ふ
句
を
附

其
後
上
京
中
岩
田
帯
之
吟
に
て

異
名
を
岩
田
帯
紹
宅
と
言
本
城
落
去
に
相
成

牢
々
し
て
阿
蘇
の
奥
に
潜

居
天
正
十
五
年
太
閤
殿
下
九
州
嶋
津
征
伐
之
為
御
下
向
之
刻
当
国
之
領

主
給
人
降
人
相
成
雌
奉
随
順
甲
斐
宗
運
木
山
紹
宅
は
国
中
争
乱
之
張
本

た
る
に
よ
っ
て
尋
出
被
訴
伐
筈
之
処
宗
運
先
達
て
病
死
紹
宅
行
方
不

知
御
帰
陣
之
時
阿
蘇
山
奥
よ
り
連
来
る
処
木
山
紹
宅
は
文
武
に
名
有

者
之
由
玄
旨
公
御
吹
挙
に
よ
っ
て

被
為
助
命
為
御
礼

花
見
よ
と
柏
木
を
残
す
樗
か
な
紹
巴

（

7

7
）
 

と
言
ふ
発
句
独
味
百
韻
な
し

奉
入
尊
覧
御
拝
顔
首
尾
能
相
済
其
後
月

（

7

7
）
 

棒

給

り

御
上
洛
之
御
供
申
上

文
禄
朝
鮮
之
役
に
て
黒
田
如
水
軒
に
属
し
て
釜
山
海
洋
に
て
難
風
に
逢
海

K
没
せ
ん
と
す
る
時

帆
柱
に
辞
世
之
歌
を
誌
す

辛
う
し
て
竹
島
に
流
付

に
よ

っ
て
死
遁
帰
陣
之
舟
を
求
旧
里
に
帰
る

然
共
辞
世
を
誌
せ
し
帆

柱
日
本
に
漂
付
依
て
紹
宅
は
海
中
没
と
言
ふ

信
「
某信

備
後
守

左
近
大
夫

天
正
十
三
年
六
月
為
嶋
津
義
久
被
責

実
慕
父
出
奔
ス
号
紹
印
卜

矢
石
尽

自
殺
と
偽
り

筑
前
黒
田
家
ニ
有
子
孫

天
正
十
三
年
落
城
之
時
二
才
家
臣
竹
崎
筑
後
懐
に
し
て
用
達
梅
屋
瀬
左

衛
門
え
詫
し

養
育
頼
城
に
帰
打
死
す
幼
児
成
人
し
て
四
郎
左
衛
門
と

号

後

梅
屋
名
乗

世
を
忍
瀬
左
衛
門
は
元
浪
人
に
て
菅
原
姓

家
紋
梅

剣
削

浪
人
木
山
市
兵
衛

｜
｜
当
時
代
迄
十
一
代
連
綿
す
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鮮
持
来
之
器
物
御
持
鎚
片
鎌
其
外
御
武
具

昨
年
開
帳
に
相
成
申
候

木
山
弾
正
之
后
は
天
草
郡
本
渡
馬
場
村
大
圧
屋
木
山
十
兵
衛
と
申
者
有
之

清
正
公
弾
正
一
騎
打
は
小
西
行
長
天
草
責
之
節

天
正
之
末
其
節
折
よ
り

片

鎌

本

渡
村
之
内
仏
木
坂
と
申
所
鎮
守
有
之
候
之
由

福
岡
御
藩
中
木
山
六
之
助
跡
益
繁
栄
と
相
見
候
唯
今
は
如
何
い
た
し
居
候

哉
御
立
候
は
相
分
居
可
申
御
序
に
御
し
ら
せ
申
候

以
上

御
自
画
之
御
像
等
有
之
候

〈
資

料

八

〉
細
川
越
中
守
領
内
肥
後
国

木
山
町
村
居

住

浪

人

益
城
郡

沼
山
津
手
、
水

馬
場
甚
七
郎
寿
英

略
系
図
之
写

清
和
源
氏
新
田
氏
族

又
大
田
号

旗

紋

白

中

黒

崎

蛤

頼

大
田
九
郎
太
夫

市岡

兵
衛
丞

新
田

又
馬
場
称

延
文
年
間
征
西
将
軍
（
二
品
親
王
）
懐
良
王
筑
紫
下
向
ニ
供
奉
仕
テ
菊
地
家

エ
頼
ミ
身

寄

武

光
武
政
ヨ
リ
菊
地
郡
川
原
郷
木
山
邑
ニ
館
ヲ
造
テ
居
シ
ム

時
人
木
山
殿
ト
称
ス
依
テ
氏
卜
成
ス
泊
地
家

ニ
属
シ
テ
度
々
武
功
顕

征
西
将
軍
ヨ
リ
食
口
巴
三
千
余
貢
賜

木
山
備
中
守
受
領

従
五
位
下

菊
地
家
旗
下
ノ
一
大
将

h
u
y
J
71
H

－
 

Z
吉
田
ヌ

信

木
JJ」
備

中

旦
尽

信

民
部
丞
右
京
太
夫

実
｜
｜

l
i
l
i－－
－

－

1
1
1

新
田
三
郎
左
衛
門

ー
持

綱此
後
胤
新
田
筑
後
入
道
善
良
ト
一
五
者

自
殺
ス
子
孫
絶

限
部
一
族
成

親
永
柳
川
城
被
訴
時

左
近

備

中

守

｜
信

幸

1
1
1
1
1
1
1
1

議
吉
年
間
菊
地
家
衰
微
之
後
阿
蘇
大
宮
司
之
招
ニ
ヨ
ツ
テ
旗
下

一一
属
シ
テ

益
城
郡
腰
尾
郷
エ
築
城
益
城
郡
之
内
六
ケ
庄
合
五
千
余
貢
領
ス
服
尼
郷

改
木
山
邑
卜

一l
信
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興

左
近

備
後
守

j惟

木
山
城
主

左
近
太
夫

興

式
閤
斎

阿
蘇
大
宮
司
ヨ
リ

一
字
賜

一
族
門
葉

ニ
列

鷹
羽
之
紋
ヲ
免
ス

1惟

備
後
守

正

（昌
ナ
ル
ヘ
シ
）

l
i
l－
－

仁

左
疋
太
夫

月

小
字
刃
丸
幼
ヨ
リ
厭
火
宅

之
身
成
終
所
不
知

効
髪
シ
テ
止
観
之
門
入

其
後
斗
薮

自元

t惟

ヒ園

貞
ナ
ノレ
ノ＼

シ

右 ｜実
馬 ｜者
頭 ｜惟
！ヒ正
強 l（ 
勇｜昌

弟

兄
譲
受

弓
馬
達
人



り
知
侍
さ
る

覧

間

い

と
も
／
＼
わ
か
乙
、
ふ
ろ
に
叶
は
さ
る
事
に
な
ん
是
に
よ
り
て

妥
の
御
寺
か
し
こ
の
寺
と
尋
ね
奉
れ
と

御

霊
屋
は
い
つ
れ
に
祭
れ
置
せ
奉
る
に
か
侍

ら
ん
と
心
に
か
け
奉
る
折

し

も

あ

る
人
♂
許
に
て

高
野
山
赤
松
院
と
か
い
へ
る
仰

寺

に

熊

之
助
君
を
始
奉

り

黒

田

一
成
と
の
b

御
用

毛
利
吉

〔
大
〕
夫
と
の
わ
か

木
山
紹
宅
と
も
其
昔
の
人
々
の
御
霊
一を
御
国
の
守
よ
り
奉
り
置
せ
給
へ

る
よ
し
を
一ポ

り
侍
り
ぬ
れ
は

こ
よ
な
う
嬉
し
く

今
よ
す
か
も
あ
ら
は

か

の

高

野
山
花
て
く
は

（

7

7
）
 

し
う
尋
ね
取
置
侍
ら
ま
ほ
し
く
思
ひ
給
ら
し

れ

と

御

国
の
内
の
御
寺
に
は
い

つ
れ
御

祭
如
、
ふ
し
も
あ
ら
し
と
社
思
ひ
賜
ふ
れ
は
今
熊
之
助
君
の
法
の
御
名
を
し
も
承
り
山

し
奉
ら
は
か
ら
国
に
物
し
給
ふ
各
も
／
＼
連
寄
堂
の
か
た
は
ら
に
御
霊
屋
を
営
ひ

山本り
て
朝
夕
水
さ
h

け
花
手
向
な
と
心
さ
し
を
尽
し
ぬ
へ
き
御
昔
話
に
な
ん
侍
り
け

る

し
か
奉
り
奉
ら

は

い

よ

h

わ
か
家
の
風
末
の
世
に
吹
伝
へ
さ
か
ゆ
ら
ん
事
を
と

独
り
心
に
出
し
ひ
催
ふ
の
み

〈
資

料

五
〉

黒
田
年
譜

巻
之
七

慶
長
二
年
七
月
十
六
日
の
条

〔
慶
長
二
年
〕
七
月
十
六
日
黒
田
熊
助
主
中
津
川
を
発
し
て
朝
鮮
に
赴
給
ふ
加
藤

吉
松
母
里
吉
太
夫
乃
遊
客
木
山
紹
琢
等
是
に
従
ふ
時
に
暴
風
船
を
覆
て
溺
死

し
給
ふ
時
に
年
十
六
歳
也
如
水
公
長
政
公
哀
惜
し
給
ふ
事
比
な
し

熊
助
主
溺
死
し
給
し
所
名
を
聞
見
せ
す

又
加
藤
吉
松
は
黒
田
一
成
か
弟
也

時
に
年
十
六
歳
也
母
里
吉
太
夫
は
母
里
太
兵
衛
か
長
子
也
是
も
又
年
十
六

蔵
也
木
山
紹
琢
は
肥
後
の
産
也
初
左
近
太
夫
と
云
天
正
中
に
秀
吉
公

に
叛
く
然
共
紹
琢
能
連
歌
を
詠
す
る
故
に
是
を
赦
給
ひ
て
遊
士
と
な
る

紹

以
嘗
て
君
家
に
親
有

此
般
朝
鮮
遊
覧
の
為
の
故
に
従
行
す
と
い
へ
り

八
資

料

六

〉

98 

黒

田

熊

之

助

碑

黒
田
熊
之
助
君
孝
高
八ム次
子

而
長
政
公
同
母
弟
也

天
年
十
年

生
干
播
磨
山
崎

城

慶

長

二

年

並
大
閤
再
征
朝
鮮
也
吾
軍
十
余
万
諸
将
相
継
而
発

二
公
亦

皆
航
罵
君
独
在
豊
前
中
津
一
日
謂
加
藤
吉
松
母
里
吉
太
夫
日
予
与
汝
等
帥

巴
過
成
人
英
雄
立
功
名
之
秋
也
而
予
未
曽
臨
戦
故
欲
先
斬
韓
奴
以
試
刃
且

父
兄
椛
風
泳
雨
倶
在
彼
地

是
宣
可
寧

居

乎

意

気
懐

慨

不

能

自
禁

吉

松

等

大
賛
之

乃
使
木
山
惟
久
幹
事

七
月
十
六
日

駕
小
艇
発
中
津
川

直
航
大
海
至

筑
前
芦
屋
昨
腿
風
俄
起
艇
遂
覆
主
従
皆
没

君
年
十
六
惟
久
号
紹
宅

善

連
歌

急
速
一
之
際
題
楢
以
古
歌
及
姓
名
居
所

後
其
橋
漂
到
中
津
海
瀕

於
是
人

始
知
君
碩
命
也
莫
不
嘆
惜
者
吉
松
者
黒
田
美
作
之
弟
吉
太
夫
者
但
馬
之
嫡
嗣

也

皆

与

君
同
庚

云

今

悲

明
治
二
十
五
年
七
月
十
六
日

正
値
三
百
年
忌
辰
因

立
碑
勅
其
概
以
伝
後

乃
題
楢
古
歌
代
銘
詞
日

大
幣
止
名
雨
古
曽
立
礼
流
底
毛
遂
繭
寄
瀬
者
有
与
布
物
乎
侯
爵

黒
田
長
成
誌

〈
資

料

七

〉
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....... 
見

新
田
大
炊
助
義
重
三
男

大
間
四
郎

実
は
新
田
義
貞
之
末
子

義
貞
打
死
之
後

旧
之
庄
に
て
人
と
成
其
族
た
る
を
以
て

其
後
吉
野
に
朝
し
て
九
州
下
向

延
寿
寺

市
正
公
御
取
立
に
て
如
御
座
候
氏
姓
委
敷
不
存

西

派

之
流
家
之
所

東
派
転
し
申
候
其
内
当
流
主
へ
尋

委

細
可
申
上
候

清
正
公
御
・
取
立
之
寺
は
西
派
流
家
西
光
寺
に
て
御
座
候

当
国
代
々
之
国
守
菊

池
家
之
愈

流

限

部
氏

一
族
山
鹿
郡
日
輪
寺
入
寺
仕
居
候
処

清
正
公
御
入
国
之
初

還
俗
御
進
に
相
成
候
へ
共

承

引

な

く

改

宗
御
進
め

K
相
成
申
て

真
宗
に

成

子

孫

相
続

当

国

之
政
事
御
聞
に
相
成
候
由
朝

里
見
太
郎
義
俊
后
禁一

族
里
見
某
養
育
し
て
上
野
沼

太
旧
之
家
を
継
し
め
た
り

ヰl
比



（
天
明
二
壬
寅
十
二
月
晦
日
寂

〈
早
世
〉

妻
昌
麟
之
女
子）

博
多
松
屋
三
右
衛
門
男
養
子

99 

前
連
歌
屋
昌
春
大
法
師
位

嘉
永
五
壬
子
歳
六
月
十
三
円

（
嘉
永
五
壬
子
六
月
十
三
日
病
身
に
て
若
年
寺
務
退
休
）

八
終

身

多

病

早
年
退
身
〉

十
二
祖

y
L
bλ

7
 

qιd芯
ル
e
，ιa

na也
4

け
AA
n
u

’bLJ
λ
u

倍、A

/J± 

見
政

ω

文
政
6

前
連
歌
屋
権
律
師
法
橋
昌
因
霊
位

延
寿
王
院
家
中
坂
田
勘
太
夫
男

文

政

六
未
歳
四
十
二
才
退
職

天
保
五
午
歳
二
月
廿
六
日
寂
年
五
十
七

（天
保
五
甲
午
年
二
月
廿
六
日

歳
五
十
四
示
寂
大
鳥
居
家
臣
坂
田
勘
太
夫
之

嫡
男
執
行
坊
子
分
養

子

昌

謙
之
血
筋

妻

上
座
郡
久
喜
宮
村
大
庄
屋
平
位
氏

火）

八
権
律
師
法
婿

柚
友

斎

里

村
玄
川
ニ

入
門

伝
授
賦
物
伝
一
一
代
々
一
号
一一
文

品川
一
文
化
十
百
歳
玄
川
下
向

ニ
テ
当
坊
隠
宅

ニ
住
居
四
ヶ
年
後
輩
前
ニ
テ
死

去

文

化

十
三
子
ノ
正
月
柳
営
御
会
出
勤
其
節
江
戸
於
旅
館
法
眼
昌
逸
昌
以

玄
碩
祝
儀
連
歌
興
行

天
保
五
午
歳
二
月
廿
六
卒

行
年
五
十
四
和
奇
抜
講

伝
受
有
〉

前
連
歌
屋
木
山
紹
完
霊
位

明
治
十
四
年
二
月
二
十

一

日

行
年
七
十
九

（昌
順

号
柏
咲
斎

又
蓬
柏
之
屋

字

記

心

退

休

後
謂
紹
完

妻
屯
門
山
座
主
梼
伽
院
女
）

八
仙
咲
斎

蓬

之
柚
屋

静

寿

院

花

之
下
会
頭
近
国
宗
匠
ノ
許
状
里
村
昌
同
ヨ

リ
相
波
ル

号
記
心
秋
月
甲
斐
守
長
元
公
当
道
御
執
心一一

付
伝
道

浦

上
家

向

上

野

村
家
向
上

権
律
師
法
橋
和
寄
披
講
伝
授
ア
リ

里
村
玄
川
末
弟

也

道

ノ

伝
受
物
ハ

昌
同
ヨ
リ
伝

本
州
之
大
主
斎
薄
少
将
御
前
一
一
テ
度
々
連
歌
相
勤
安
政
六
未
ノ
四
月
十

一日

公
延
寿
王
院

－一テ
御
興
行
其
節
御
先
代
光
之
公
興
行
之
連
歌
巻
物
献
也
発

句
相
添
也
〉

十
四
一位

文
政
6

交
政
4

（卜
五
世
〕

木
山
義
昌
之
神
霊

明
治
三
十
四
年
六
月
廿
四
日

陰
脳
丘
円
弓
九
日

行
年
六
十
七

（昌
言
）

〈
昌
言
〉

〔『
太
宰
府
神
社
旧
神
宮
家
系
』
ニ

「
日日
賢

安

政

四

年

率

職

明

治
一以
年
彼
飾

本
山
義
昌
卜
改
ム

明
治
五
年
四
月
神
宮
御
廃
シ
民
結
編
入
」
〕

〈
資

料

三

〉

仮
題
〔
嘉
永
七
年
間
書
〕

ー
祥
寺
栄
重
肥
後
植
廻
一一
付

木
山
紹
宅
之
由
糠
取
調
ル
之
儀
相
頼
置
候
処

阿

蘇

山

之
館
長
草
村
卜
云
処

一一庇
宅
之
士
有
其
仁
之
日

背
木
山
備
後
守
卜
市
町
凡
木
山
村

九
百
丁
之
領
主
－
一
テ

今

ニ
木
山
九
百
丁
卜
申
伝
候
由
右
備
後
守
之
弟
木
山
時
正
ハ

清
正
公
之
代

天
草
合
戦

ニ
テ
打
死

弾
正
之
子
有

世

治

リ
テ
後

清

正
公

d
出
ニ

成
候

所

到

而

不
事
成
人
柄
之

〔
仁
欠
均
〕
－
一
テ
吏

ニ
仇
ヲ
報
ル
志
モ
ナ
ク

清

正

公
出
家

ニ
被
成
今
之
同
国

ニ
テ
大
寺
三
ケ
寺
之
内
延
寿
寺
之
開
基
卜
被
成
由
也

同
寺
真
宗
也

然
ハ
右
備
後
守
卜
云
シ
仁

岩
田
借
之
紹
宅
成

へ
シ

筑
前
国
ニ
被
参

候
由
ハ

今
以
同
国
ニ
テ
モ
申
伝
候
由
也

が
永
七
年
’寅
ノ
六
月
間
古

〈
資

料

四

〉

草
稿

仮
題
〔
熊
之
助
君
の
事
）

か
け
ま
く
も
か
し
こ
け
れ
と
も
竜
光
院
の
君
〔
黒
田
如
水
〕
の
御
恵
み
は
筑
波
山

の
陰
よ
り
も
い
と
し
け
L

れ
は
わ
か
屋
の
御
祖
の
御
神
と
仰
き
奉
る
事
に
し
侍
れ
は

｛
り
欠
カ
）

朝
夕
壁
上
に
其
御
像
を
か
け
一本り
て

い

さ

h

か
心
の
花
香
を
手
向
ま
っ
て
御
陰
を

は
山
し
け
山
の
下
柴
に
結
ふ
露
斗
報
ひ
奉
る
の
み
に
な
ん
同
し
活
か
末
の
御
子
熊
之

助
君
は
し
も

八

し
ほ
路
塩
の
八
百
路
も
あ
ら
波
を
法
き
給
ひ

事
さ

へ
く
か
ら
国
の

御
軍
に
出
立
し
給
ふ
御
供
に
と
て

わ
か
祖
紹
宅
め
し
具
し
給
ひ

は
か
な
く
事
と
り

給
は
す
ひ
と
つ
法
路
藻
屑
と
さ
へ
成
ら
せ
給
ひ
し
に
あ
ま
の
た
く
な
は
返
／
t

＼
む

か
し
を
思
ひ
奉
れ
は

熊

之

助
君
の
御
法
の
御
名
を
た
に
書
置
て
監
に
向
ひ
て

是
そ

明
暮
に
花
香
諦
経
を
さ
h

け
奉
る
へ
き
を

今
末
の
世
ま
て
も

其
御
名
を
さ

へ
得
承 安

政
4
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文
禄
二
年
間
九
月
二
日

（資
料

ωト
シ
テ
別
掲
ニ
ツ
キ
省
略
）

八
木
山
氏

清
和
源
氏
太
田
九
郎
太
夫
頼
綱
之
末
流

肥

後

国
益
城
郡
木
山
之
城

主
左
近
太
夫
従
五
位
下
惟
久
入
道
後
筑
前
黒
田
如
水
公
之
為
客

太

宰

府
下

之
会
所
連
歌
屋
中
間
（之
開
祖
ナ
リ
称
－一
岩
田
帯
紹
宅
↓

仙
入
古
川
店
長
二

年
黒
田
長
政
公
之
舎
弟
熊
之
助
君

一
同
朝
鮮
於
海
洋
溺
死
〉

コじ
祖

前
連
歌
屋
紹
印
大

法

師

木

山
備
後
守
左
近
太
夫
入
道
信
連
朝
団

慶
長
十
八
年
丑
ノ
口
寂

元
和
元
卯
年

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

（資
料
同
卜
シ
テ
別
掲
ニ
ツ
キ
省
略
）

八
紹
宅
長
子
始
名
信
連
備
後
守
左
近
太
夫

木
山
城
落
城
之
節

偽

自

殺

筑

前
ニ
来
リ
父
之
慕
レ

跡

太

宰

府
連
歌
屋
ノ
為
住
職
如
水
公
長
政
公
賜
三

十
石
〉

成
長
6

元
和
5

祖

前
連
歌
屋
昌
林
法

眼

位

前

浦

之
坊
信
貞
大
和
尚

明
暦
二
年
正
月
六
日

（
前
浦
之
坊

信

貞

里
村
昌
琢
入
門
代
々
昌
之
字
を
相
用
）

八
太
宰
府
法
眼
位
浦
之
坊
信
貞
退
休
後
住
連
歌
屋
始
里
村
昌
琢
／
門
ニ
入

代
々
昌
ノ
字
ヲ
被
譲

昌

三
幼
稚
ニ
テ
看
坊
〉

一χ
和
5

2
k
a
 

u

－－J
F
A

・ょ

前
連
歌
屋
昌
三
大

法

師

位

紹

印
大
法
師
実
子

寛
永
九
年
壬
申
二
月
廿
六
日

（始
之
名
正
吉

実

は
紹
印
之
弟

肥

後

国
に
て
出
生

幼
稚
た
る
を
以

坊
信
貞
連
歌
の
道
功
者
た
る
を
以
当
家
看
坊
故
K
第
二
住
な
り
）

八
実
紹
印
弟
肥
後
出
生
幼
名
正
吉
寛
永
年
中
死
〉

主且

，1】
，、
HO

ザ』、『刀

1

先
帝
人
元

浦
之

100 

前
連
歌
崖
昌
純
大
法
師
位

年
月
不
詳

二

十

九
日

（
記
事
ナ
シ
）

〈
記
事
ナ
シ
〉

文
文
元

川
地
内
弘

3

凶
但担

前
連
歌
屋
昌
俊
大
法
師
位

延
支
3

｛去
、氷

7

享
保
六
年
四
月
廿
九
日

（
勾
当
坊
梅
重
之
男
寛
永
十
四
年
丁
丑
に
生
れ
享
保
六
年
辛
丑
正
月
十
六
日
示

寂
歳
八
十
六
才
と
あ
り
旧
記
に
昌
三
寛
永
九
年
壬
申
卒
去
と

昌
俊
寛
永
十

四
年
丁
丑
に
生
誕

し
か
れ
は
昌
三
没
後
昌
俊
十
五
才
慶
安
四
年
辛
卯
迄
凡
二

十
年
之
問
屋
主
閥
た
る
織
に
見
ゆ
と
あ
れ
と
も
回
目
三
の
実
子
昌
純
有
し
事
を

古
落
し
た
り
と
見
ゆ
）

〈
忠
之
公
御
代
連
歌
堂
再
建
ア
リ
〉

／＼ 

祖

前
連
歌
屋
昌
的
大
法
師
位

宝
永
六
年
正
月
十
六
円

（宝
永
六
年
己
丑
正
月
十
六
日
寂）

〈
勾
当
坊
梅
重
之
二
男
養
子
〉

ん示、氷

7

卒
保
6

〔七
祖

昌
永

霊
牌
亡
失〕

（寛
延
四
年
辛
未
六
月
八
日
寂

宰

府

古
川
長
左
衛
門
之
男
養
子
）

八
当
所
古
川
長
左
衛
門
之
男
養
子
〉

与
が
6

克
明
止

4
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〔八
祖

昌
範

設
牌
亡
失〕

（
天
明
三
笑
卯
十
二
月
十
五
日
寂
）

立
延
4

宝

叫
回

6

〔九
祖

昌
麟

霊
牌
亡
失〕

（宝
暦
十
三
年
十
一
月
廿
五
日

八
早
世
〉

安
上
座
妨
実
雄
女
）

宝
暦
6

宏
、水
7

〔十
祖

昌
謙

笠
牌
亡
失〕

（寛
政
十

一
己
未
六
月
廿
五
日

一
代
清
僧）

八
再
々
勤
ア
リ
〉

延
寿
王
院
家
臣
坂
田
氏
よ
り
養
子

安
永
7

天
明
5

〈
昌
謙
弟

昌
達

小
野
伊
予
家
ヨ
リ
養
子
〉

権
律
師
法
橋

有
故
出
国

十

一
祖

前
連
歌
屋
昌
英
大
法
師
位

天
明
二
寅
歳
十
二
月
廿
九
日

天
明
5

究
政
7
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も
つ
ゐ
に
寄
る
瀬
は
あ
る
て
ふ
も
の
を
）
井
に
木
山
紹
宅
と
ほ
れ
り
か
く
あ
る

を
見
て
さ
て
こ
そ
筑
前
の
海
洋
に
て
逆
風
に
逢
ひ
乗
給
ひ
し
御
船
覆
溺
せ
し
な

ら
ん
と
し
ら
れ
け
る
連
歌
屋
に
伝
へ
い
へ
る
処
は
朝
鮮
固
に
従
軍
し

同

所

に
戦
死
と
あ
り
て
卒
年
伝
は
ら
す
九
月
六
日
と
の
み
あ
り
然
れ
は
い

つ
れ

と
一
定
し
か
た
け
れ
と
も
海
洋
に
命
を
終
ら
る
弘
事
は
実
説
の
や
う
に
侍
れ
は

彼
是
乙
h

に
“記
し
て
後
の
人
の
正
し
補
は
ん
事
を
希
ふ
の
み

紹
宅
は
文
禄
の
末
慶
長
の
初
に
棄
世
と
考
ふ
れ
共
其
年
暦
伝
は
ら
す
紹
宅
の
斯
道

を
よ
く
せ
ら
れ
し
を
追
感
の
余
り
に
や
長
子
紹
印
を
連
歌
屋
初
住
の
主
と
な
し

如
水
公
長
政
公
愛
過
し
給
ふ
乙
と
厚
く
三
十
石
の
釆
地
を
あ
た
へ

賜

り

今

K

世
っ
き
て
其
賜
物
を
う
け
侍
る
と
そ
紹
印
は
早
世
せ
し
と
な
む

（一

純
案
す
る
に

天
正
の
末
生
誕
な
る
へ
き
か
卒
年
を
も
伝
へ
す
惟
ふ
に
慶
長
十
年
以
後
元
和
の
は

し
め
の
年
早
世
な
ら
ん
か
七
月
十
四
日
卒
す
と
の
み
伝
へ
残
れ
り
）

紹
印
の
弟

（正
吉
後
に
昌
一
ニ
）
あ
り
と
い
へ
と
も
幼
稚
な
る
を
以
て

第
二
住
昌
林
君

妨
の
主
と
な
れ
り
（
昌
林
は
浦
乃
坊
退
休
せ
し
人
な
る
を
連
寄
の
道
を
よ
く
せ
ら
れ

し
故
屋
主
と
な
れ
り
と
そ
）
此
人
里
村
昌
琢
か
門
に
入
り

昌

林

と
呼
は
る
是
よ

り
此
か
た
昌
の
字
を
用
ひ
通
称
と
な
れ
る
と
そ
（
昌
林
の
半
年
伝
へ
す
三
月
廿
日
卒

す
と
の
み
伝
ふ
今
按
す
る
に
・
鹿
長
の
末
よ
り
元
和
の
年
ま
て
看
坊
せ
ら
れ
し
な
ら

ん
か
）

第
三
住
昌
三

（天
正
の
末
肥
後
国
に
生
れ
た
る
人
な
ら
ん
幼
名
正
吉
と
い
ひ
し
な
り

寛
永
九
年
壬
申
二
月
十
六
日
棄
世
）

第
四
主
昌
俊
（
勾
当
坊
梅
重
の
男
也

寛
永
十
四
年
丁
丑
に
生
れ
享
保
六
年
辛
丑
正

月
十
六
日
示
寂

年
八
十
六
歳
と
あ
り
一

純
按
す
る
に
昌
三
寛
永
九
年
壬
申
卒
去

と
前
文
に
見
ゆ
昌
俊
寛
永
十
四
年
丁
丑
生
誕

し
か
れ
は
昌
三
没
後
昌
俊
十
五
歳
慶

安
四
年
辛
卯
ま
て
凡
二
十
年
の
問
屋
主
を
閥
け
る
や
う
に
考
へ
侍
る

元

よ
り
司
務

の
輩
各
衆
議
あ
り
て

し
は
ら
く
其
器
を
え
ら
は
ん
間
空
坊
な
り
し
に
や）

第
五
主
昌
的
（
宝
永
六
年
己
丑
正
月
十
六
日
卒
す
）

第
六
主
昌
永

（
寛
延
四
年
辛
未
六
月
八
日
示
寂
）

第
七
主
昌
伴

第
八
主
昌
麟
（
宝
暦
十
三
年
美
未
十
一

月
廿
五
日
示
寂
）

第
九
主
現
住
昌
謙
な
り
ま
こ
と
に
神
に
仕
ふ
る
の
つ
〉
し
め
る
御
恵
は
申
も
お

そ
れ
あ
り
と
い
へ
と
も
し
か
し
な
か
ら
紹
印
初
て
屋
主
た
り
し
よ
り
当
昌
謙
に
及
ひ

九
世
年
は
百
八
十
余
年
に
及
へ
る
も
い
と
め
で
た
く
且

竜
光
尊
霊
〔
如
水
〕
の
御
思

沢
の
浅
か
ら
ぬ
御
事
は
永
く
末
の
世
に
伝
は
り
我
曹
恐
れ
み
／
＼
伝
へ
聞
に
も
感
慨

を
催
し
奉
る
こ
と
に
侍
る
如
水
公
は
慶
長
甲
辰
の
と
し
三
月
二
十
日
御
齢
五
十
九

歳
に
て
逝
去
し
給
ひ
ぬ
か
h

り
し
か
は
年
こ
と
の
三
長
月
（
正
五
九
月
を
三
長
月
と

い
へ
る
乙
と
内
外
典
花
見
え
侍
る
又
三
月
廿
日
わ
き
て
連
寄
興
行
あ
る
へ
き
こ
と
な

る
に
さ
は
な
く
て
正
五
九
月
の
み
興
行
有
た
る
こ
と
予
忠
ひ
は
か
り
し
こ
と
あ
れ

と
も
妥
に
も
ら
し
侍
る
）
の
二
十
日
に
は
此
所
に
初
宵
社
職
の
輩
集
会
ひ
て
懐
旧
の

連
歌
興
行
せ
ら
る
、
ふ
こ
と
今
に
お
ゐ
て
怠
な
き
は
誠
に
公
の
御
遺
愛
の
限
り

な
き
を
報
し
奉
る
乙
と
は
り
に
こ
そ
と
い
と
有
難
く
お
ほ
へ
侍
る

過
し
弥
生
の
末
の
比
屋
主
昌
謙
予
を
招
き
何
く
れ
と
む
か
し
今
の
物
語
に
長
き
日

を
わ
す
れ
ぬ
あ
る
し
か
h

る
折
し
も
物
語
の
あ
ら
ま
し
を
か
ひ

つ
け
よ
と
乞
へ
り

予
あ
る
し
に
於
て
旧
相
識
な
り
官
途
に
さ
え
ら
れ
し
は
ら
く
逢
迎
疎
か
り
し
か
と

む
つ
ひ
の
心
隔
な
け
れ
は
あ
な
か
ち
に
い
な
ひ
か
た
く
拙
き
言
葉
を
か

へ
り
み
す

旧
記
旧
聞
を
と
り
ひ
ろ
ひ
記
事
一
筋
を
撰
結
し
て
其
求
に
応
し
侍
る
又
予
自
拝
写

し
蔵

め

奉

る

竜

光
尊
属
の
御
画
像
を
寄
附
し
て

な

か
く
堂
屋
K
か
L

け
奉
り
て

祭
莫
の
尊
主
と
あ
ふ
き
奉
ら
ん
乙
と
を
希
ふ
も
の
な
ら
し
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力[I

京市

g口

2口

出i

天
明
元
年
辛
丑
八
月
二
十
五
日

八
資

料

ニ
〉
連

歌

屋

歴

代

資

料

編

凡

間1 /¥ ＂本

ム

X
・・・・・・
木
山
家
霊
牌
ノ
記
載

）・
：：

「木
山
氏
略
系
図
之
写
」
ノ
記
事

v
i－－－
「連
歌
師
道
統
伝
」
ノ
記
事

註
：：：

『
太
宰
府
神
社
旧
神
宮
家
系
』

一一
ヨ
ル

任
・
退
職
ノ
年
次

研リ

連
歌
屋
開
基
木
山
左
近
太
夫
従
五
位
下
源
惟
久
朝
臣
入
道
紹
宅



（ヨ

稿
に
紹
介
し
た
。

仮
題
〔
嘉
永
七
年
間
書
〕
木
山
益
雄
氏
政
覚
書

一
枚
。
十
四
世
昌
順
筆
か
。
友
祥
寺

（
宰
府
一
山
の
う
ち
）
栄
重
に
依
頼
し
た
紹
宅
事
蹟
の
調
査
報
告
の
聞
書。

仮
題
〔
熊
之
助
君
の
事
〕
木
山
益
雄
氏
蔵
草
稿
一
枚
（
本
文
7
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

黒
田
年
譜

正
徳
元
年
（
序
文
）
、

能
勢
頼
実
（
後
一一
頼
唐
）
校
輯
。
九
大
附
属
図
書

館
蔵
写
本
。
そ
の
う
ち
、
巻
之
七
慶
長
二
年
七

A
十
六
日
の
条
。

黒
田
熊
之
助
碑

明
治
二
十
五
年
七
月
十
六
日
、
l
三
百
年
忌
l

黒
田
長
成
誌
。
福

岡
市
崇
福
寺
内
の
如
水

・
長
政
両
碑
の
聞
に
建
立
。

覚

写一

巻
、
中
村
義
男
氏
版
。
近
世
初
期
の
筆
紙
で
、
内
容
よ
り
推
し
加
藤
忠
広
代

（
寛
永
九
年
改
易
）
に
加
藤
家
へ
提
出
し
た
書
上
げ
の
草
稿
か
。

馬
場
甚
七
郎
寿
英
略
系
図
之
写

写
一
巻
。
前
記
口
の

ω中
の
註
記
に
よ
り
、
慶
応
四

年
間
四
月
記
。
天
正
十
三
年
木
山
落
城
の
時
二
才
の
信
正
（
紹
印
の
子
）
は
、
木
山
氏

代
々
の
用
達
た
る
梅
屋
瀬
左
衛
門
に
養
わ
れ
、
成
人
し
て
木
山
四
郎
左
衛
門
と
称
し
、

加
藤
家
代
に
は
木
山
郷
圧
官
を
勤
め
た
（
肥
後
国
誌
）
。
馬
場
甚
七
郎
は
信
正
よ
り
十

一
代
目
。
本
資
料
は
明
治
初
期
に
宰
府
連
歌
屋
に
伝
来
し
、
中
村
義
男
氏
現
版。

木
山
氏
略
系
図
之
写

前
出
同
の

ωに
前
明
。

国（四）十吋（内(;IL) 八
資

料

〉
太

宰

府

天

満

宮

「巳－一＝ロ

事

連

歌

屋
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筑
前
国
太
宰
府
天
満
天
神
の
御
社
は
そ
の
か
み
朝
廷
よ
り
宮
柱
ふ
と
し
き
た

て
給
ひ
し
よ
り
か
み
は
宝
件
の
栄
久
を
守
ら
せ
給
ひ

し
も
は
蒼
生
も
御
恵
に
も
れ

さ
れ
は
至
誠
を
以
て
い
の
る
に
其
応
あ
ら
す
と
い
ふ
乙
と
な
し
か
L

る
尊
と
き
御

社
も
世
湊
季
に
及
ひ
ぬ
れ
は
に
や
元
亀
天
正
の
比
兵
焚
の
為
に
回
禄
の
災
に
か
h

ら

せ
給
ひ
し
か

天
正
十
五
年
小
早
川
中
納
言
隆
景
卿
当
国
の
主
と
成
給
ひ
し
時
神
殿

楼
門
な
と
旧
貫
に
し
た
か
ひ
再
建
せ
ら
る
h

と
い
へ
と
も
神
宮
社
司
の
輩
は
漸
か
た

は
か
り
の
住
居
に
て
神
に

つ
か
ふ
ま
つ
り
し
と
な
む

か
く
て
慶
長
五
年
庚
子
凶
賊
上

ぷ
に
乱
を
起
し
美
濃
尾
張
の
地
に
兵
を
出
す
と
い
へ
と
も
神
祖
一
た
ひ
戎
衣
し
た

ま
ひ
げ
れ
は
海
内
太
平
の
化
に
浴
し
け
り
此
時
黒
田
長
政
公
神
祖
の
御

味
方
と
な
り
殊
更
に
忠
節
を
あ
ら
は
し
給
ふ
元
よ
り
如
水
公
も
神
祖
の
御

方
人
と
し
て
中
津
川
の
城
よ
り
兵
を
出
し
給
ひ
九
州
の
敵
地
を
征
伐
し
勝
利
を
得
た

ま
ひ
日
な
ら
す
し
て
兵
を
収
て
中
津
川
に
か
へ
り
入
ら
せ
ら
る

か
L

る
仰
功
績
に

よ
り
て
豊
前
を
転
し
筑
前
固
に
封
せ
ら
る
其
年
の
冬
中
津
川
よ
り
筑
前
国
に
う
つ
ら

せ
ら
れ
し
か

如

水

公

は

か

ね

て

神

高
を
崇
め
敬
ひ
給
ふ
御
志
深
く
且
西
府

は
城
下
に
隔
り
閑
淡
に
し
て
御
志
を
養
ひ
給
ふ
よ
す
か
と
忠
召
け
る
に
や

神
高

に
近
く
居
を
ト
し
給
ひ
常
に
社
司
神
人
を
ま
ね
き
寄
を
詠
し
連
歌
を
も
て
あ
そ
ひ
た

ま

ひ

け

る

と

な

ん

（

）

ハ

版
本
割
在
、
以
下
同
ジ

抑

連

歌

屋

を

神

産
の
傍
に
建
給
ひ
（
一
一
泊
縞
に
案
す
る
に
此
坊
屋
を
連
歌
屋
と

名
付
け
或
は
下
の
会
所
と
も
号
せ
り
其
故
は
御
社
の
左
の
傍
楼
門
の
外
二
十
歩

は
か
り
に

上
会
所
と
額
を
か
〉
け
た
る
子
社
あ
り
人
丸
明
神
を
祭
る
と
い
ふ
か

h

る
故
に
て
連
歌
屋
を
下
の
会
所
と
も
い
ふ
に
や
）

紹
印
を
初
住
の
主
と
し
給
ふ
こ
と

の
本
を
た

つ
ぬ
る
に
紹
印
の
父
は
肥
後
国
益
城
郡
木
山
の
城
主
木
山
左
近
大
夫
惟
久

後
に
祝
髪
し
紹
宅
と
い

へ
り
代
々
阿
蘇
大
宮
司
に
与
力
せ
し
家
な
る
か
天
正
十
五

年
丁
亥
豊
臣
殿
下
西
国
を
征
し
給
ひ
肥
後
国
を
佐
々
陸
’
央
守
成
政
に
賜
ひ

地
士
は

皆
其
旗
下
に
属
せ
ら
る
同
十
六
年
戊
子
成
政
罪
を
得
て
国
を
除
ら
れ
加
藤
清
正
小

西
行
長
両
将
に
半
国
宛
頒
ち
与
へ
ら
る

此
時
に
及
ん
て
国
士
各
衰
微
離
散
し
け
る

惟
久
は
か
ね
て
如
水
公
長
政
公
の
懇
遇
を
蒙
り
し
か

は

中

沖
川
に
来
り

如
水
公
に
仕
へ
け
り

一
純
旧
記
を
考
ふ
る
に
惟
久
は
阿
蘇
大
宮
司
に
属
し
武
功
あ
り
文
才
あ
り

乙
と
に
連
歌
に
工
な
り
け
り
後
に
紹
巴
法
眼
か
門
に
遊
へ
り

一
と
せ
宮
古
に

の
ほ
り
北
野
に
て
紹
巴
興
行
の
連
．
司
の
席
に
て
紹
巴
か

又
七
た
ひ
の
わ

か
れ
を
そ
す
る

と
い
へ
る
句
に
惟
久
八
重
桜
一

章
一は
さ
き
に
散
そ
め
て

と

つ
け

ま
た
同
所
笠
着
の
会
に
心
く
る
し
き
月
を
乙
そ
ま
て
と
い
ふ
句
K

惟

久

人

し
れ
す
府
に
む
す
ふ
糊
帯
と
付
た
る
よ
り
世
に
い
は
た
帯
の
紹

官
と
よ
ひ
し
と
な
ん

文
禄
二
年
六
月
晦
日
（
或
云
慶
長
二
年
七
月
十
六
日
）
長
政
公
の
御
弟
熊
之
助
詞

朝
鮮
陣
場
を
見
給
は
ん
と
て
中
津
川
よ
り
船
に
召
さ
れ
発
糊
し
た
ま
ふ
紹
宅

は
年
齢
の
人
な
り
し
故
に
保
護
し
て
従
ひ
参
け
る

其
外
毛
利
但
馬
友
信
長
子
吉

大
夫
（
十
六
歳
）
黒
田
美
作
一
成
弟
加
藤
吉
松
（
十
六
歳
）
従
行
す

其
後
筑
前

の
海
岸
に
帆
柱
流
れ
寄
れ
り
古
歌
一

首

（
大
ぬ
さ
と
名
に
社
た
て
れ
な
か
れ
て
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H

漕
舟
も
流
れ
次
第
の
月
見
か
な
ナ
ル
へ
シ
ト
云
シ
ト
カ
ヤ

紹
宅
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
話
で
は
な
く
、
何
か
原
話
の
あ
り
そ
う
な
気
が
す
る
。
そ
れ
に
し
て

も
、
句
と
し
て
も
よ
い
出
来
と
は
い
え
な
い
。

紹
宅
、
宰
府
末
杜
に
紀
ら
る

肥
後
の
地
方
史
料
に
は
、
晩
年
の
紹
宅
に
つ
い
て
、
あ
る

い
は
紹
印
が
宰
府
連
歌
屋
と
な
っ

た
と
と
に
言
及
し
た
記
事
を
見
出
さ
な
い
。
「
新
摂
事
蹟

通
考
』

も

「惟
久
剃
髪
シ
テ
紹
宅
ト
号
シ
聯
歌
ニ
名
ア

リ

諸
書
一一
賞
出
シ
人
口
K
脂
実
ス

故
ニ
略
ス
其
終
所
ヲ
不
知
」
と
す
る。

同
書
の
註
花
、
紹
宅
が
宰
府
の
末
社
煙
宮
に
妃
ら

れ
た
と
い
う

「
甲
斐
宗
運
記
」
の
所
説
が
引
か
れ
て
い
る。

紹
印
の
連
歌
屋
と
な

っ
た
ζ

と

が
風
の
便
り
に
伝
わ
り
、
党
灯
庵
が
北
野
末
社
煙
宮
に
把
ら
れ
た
と
い
う
中
央
の
連
歌
附
と

混
合
し
て
、
紹
宅
に
つ
い
て
の
地
方
版
が
生
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
甲
斐
宗
運
記
」

は
未
見
、
先
後
は
詳
ら
か
に
し
な
い
が
、
ま
ず
「
拾
集
昔
語
」
の
記
事
を
左
に
紹
介
す
る
。

彼
紹
宅
を
宰
府
之
天
神
御
末
社
之
内
に
祝
崇
め
候
へ
と
神
詫
ま
し
ま
し
候
に
付
而

寺
社
職
人
五
十
余
人
一
同
に
い
か
様
之
分
ケ
に
て
御
神
慮
に
か
な
ひ
彼
入
道
を

如
此
に
は
神
勅
ま
し
ま
し
候
ぞ
と
祈
申
候
処
に
又
々
神
勅
花
木
山
紹
宅
が

人
を
送
り
て
か
へ
る
夕
暮
と
云
ふ
付
ケ
句
に

身
を
い

つ
の
け
ふ
り
の
為
に
残
す
ら
ん

と
付
候
句

殊
の
外
神
慮
に
叶
ひ
奉
り
候
と
御
座
候
故
け
ふ
り
の
宮
と
神
号
を
申

ニ
ク
カ

候
て
御
末
社
に
入
加
被
レ
在
候
と
古
老
之
仁
被
哨
聞
候
実
否
い
か
Y
な
が
ら
書

出
置
侯

『肥
後
国
誌
」
は
、
右
の
話

（『拾
集
昔
語
』
を
さ
す
か

『甲
斐
宗
運
記
』
を
さ
す
か
は
不
明
）

を
実
否
不
明
の
説
と
し
て
註
記
に
と
ど
め
、

「
連
証
集
』

の
書
き
出
し
を
連
想
さ
す
よ
う
な

諮
り
口
で
左
の
よ
う
に
記
し
て
い
る。

又
太
宰
府

ニ
到
リ
日
昏
ケ
レ

ハ

直

一一聖
廟
ノ
拝
殿
一一通
夜
シ
労
レ
出
テ
居
眠
タ
ル

処

両

三

人
来
リ
テ
連
歌
ヲ
為
ル
者
ア
リ
人
を
お
く
り
て
帰
る
夕
く
れ

卜
云
句

ア
リ
テ
其
次
甚
タ
渋
レ
リ
満
座
挙
テ
此

ニ
旅
僧
ア
リ
眠
ヲ
覚
シ
テ
次
ヲ
付
サ

I

セ
ヨ
ト
呼
起
ス
驚
キ
覚
テ
其
故
ヲ
聞
身
を
い

つ
の
煙
の
た
め
に
残
す
ら
ん
ト

付
シ
ト
カ
ヤ
（
一
説
筑
前
宰
府
天
満
宮
ノ
末
社
ニ
祝
ヒ

煙
ノ
明
神
ト
号
ス

ル
ハ
此

紹
宅
カ
事
也
ト
云
リ

不
知
其
実
否）

「
肥
後
国
誌
』
の
補
考
は
「
本
朝
語
圏
』
巻
十

（
連
歌
新
式
大
抄
）
を
引
き
、

類
話
と
し
て

考
え
て
い
る
。
同
書
は
未
見
で
あ
る
が
、
林
凡
灯
庵
主
の
附
し
は

「
塩
尻
』
巻
七
十
二
や
『
山

城
名
勝
士
山』
巻
之
七
に
も
見
え
、

か
な
り
に
広
が
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
紹
宅
の
拙
し

は
、
帰
る

「鳥
辺
野
」
を
「
夕
暮
」
と
置
き
換
え
た
だ
け
で
あ
る
。

（
註
）
な
お
、
『菊
池
軍
記
』
（
宝
永
七
年
、
井
沢
崎
竜
）
に
は
、（
D
）（
B
）
に
つ
づ
け

て
、
こ
の
付
け
句
だ
け
が
収
録
さ
れ
て
い
る

（お
ぺ
l
ジ
参
照
）
。

史

料

j高

ゴしい
1

・

7
f
 1
 

’〆
l
j
J

題

（一）

太
宰
府
天
満
宮
連
歌
屋
記
事

写一

巻
、
天
明
元
年
八
月
二
十
五
日
、
加
藤

一
純
記
。

成
立
の
事
情
は
文
末
に
記
さ
れ
て
い
る
。
加
藤
一
純
は
福
岡

・
黒
田
藩
士
、
号
虞
山
。

寛
政
五
年
四
月
殻
、
七
十
三
才
。
「
筑
前
国
続
風
土
記
附
録
』
の
編
者
。

「亀
井
戸
天
満
宮
連
歌
屋
の
記
」

（
お
ぺ

l
ジ
）
の
影
響
を
う
け
成
立
し
た
も
の
か
。

連
歌
屋
歴
代
資
料
編

左
の
四
資
料
に
記
録
さ
れ
て
い
る
、
紹
宅
・
紹
印
よ
り
最
後
の

十
五
世
昌
言

（義
昌
）
に
い
た
る
十
六
代
の
記
事
を
各
人
別
に
配
列
し
再
編
集
し
た。

ω
連
歌
屋
代
々
の
霊
牌

木
札
計
十

一
枚
、
木
山
益
雄
氏
（
昌
言
の
孫
）
家
に
把
ら

れ
て
い
る
。
元
祖
新
田
義
貞
よ
り
十
一
祖
木
山
右
馬
頭
惟
貞
ま
で
が
四
枚
、
開
基

紹
宅

。
元
祖
紹
印
よ
り
十
五
世
昌
言
ま
で
（
内
四
代
分
の
一
枚
亡
失
）
が
七
枚
の

木
札
両
面
に
各
一
及
至
二
名
宛
記
さ
れ
て
い
る。

木
山
氏
略
系
図
之
写

中
村
義
男
氏
（
昌
言
の
孫
）
所
蔵
。
〈
資
料
例
〉
馬
場
甚

七
郎
寿
英
略
系
図
之
写
を
基
に
し
、
昌
言
ま
で
の
記
載
が
あ
る
。
筆
者
は
昌
言

か。

紹
宅
・
紹
印
の
記
事
は

ωよ
り
詳
し
い
の
で
、
別
に
仰
と
し
て
収
録
、
回目林

以
後
を
乙
こ
に
収
録
、
そ
の
他
の
部
分
は
例
と
ほ
と
ん
ど
同
文
な
の
で
省
略
す
る。

連
歌
師
道
統
伝

木
山
益
雄
氏
蔵
写
本
横
一

冊
。
「
連
歌
相
伝
之
次
第
大
略
」
と

内
題
し
て
、
花
下
菩
阿
よ
り
紹
巴
、
紹
宅
よ
り
昌
言
に
至
る
道
統
譜
が
記
さ
れ
て

い
る
。
南
家

・
北
家

・
瀬
川
家
等
も
お
の
お
の
幕
末
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
。
昌
言

の
父
昌
順
は
里
村
玄
川
の
末
弟
で
あ
る
乙
と

〔
本
文
〕

な
ど
よ
り
考
え
て
も
、
そ

の
拠
っ
た
資
料
は
素
性
正
し
く
思
わ
れ
る
。
な
お
、
表
紙
に

「太
宰
府
連
歌
屋
文

庫
」
と
－記
さ
れ
て
い
る
が
、
同
文
唐
の
書
籍
は
全
く
散
扶
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

太
宰
府
神
社
日
神
宮
家
系

福
岡
県
文
化
会
館
職
写
本
一

冊
。
本
紀
要
前
号
の
拙
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(2) (3) (4) 



宅
被
・
甲
候
は

田
舎
よ
り
上
京
者
に
て
候
と
被
申
候
へ
ば
田
舎
は
何
国
之
人
に
い
は

ぞ
と
御
座
候
に
九
州
方
之
者
に
て
候
と
被
申
候
へ
ば
肥
後
之
国
木
山
之
紹
宅
と

巾
仁
に
て
は
無
之
候
哉
と
仰
候
に
左
候
と
被
申
候
へ
ば
手
を
に
ぎ
り
掠
も
御

白
分
は
聞
及
候
／
＼
と
仰
候
て
近
付
き
に
罷
被
成
以
後
は
書
音
に
て
歌
の
取
遣

ど
も
被
召
候
由
児
候
如
此
之
縁
故
木
山
落
去
以
後
紹
宅
は
被
成
御
免
以
後
は

秀
吉
公
に
も
被
知
召
上
候
由
に
候
（
『拾
集
昔話問
』二一
）

（註）

「
拾
集
昔
語
』
に
は
別
本
『
拾
集
物
語
』
が
あ
り
、
そ
の
第
五
巻
に
は
右
の
引
用

と
同
話
が
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
異
同
は
、
連
歌
唱
の
性
格
の
一
面
を
示
す
が
、
あ

ま
り
に
煩
雑
に
わ
た
る
の
で
省
略
す
る
。

紹
宅
の
紹
巴
入
門
に
つ
い
て
、

「肥
後
国
誌
』
ピ
は
左
の
一
説
を
も
伝
え
て
い
る
。
森
本

一
瑞
（
天
明
四
年
十
一
月
一
日
夜
）
に
よ
る
原

「肥
後
国
誌
』

の
所
載
か
、
後
の
増
補
部
分

か
は
未
調
査
の
ま
ま
、
左
に
紹
介
す
る
。

一
説一
一惟
久
上
京
シ
テ
紹
巴
カ
門
人

ニ
成
ン
ト
請

へ
ト
モ
紹
巴
如
何
ナ
ル
思
慮
一一

ヤ
対
面
一
一
モ
及
ハ
ス
惟
久
月
日
ヲ
重
ネ
テ
滞
京
ス

或
時
客
ア
リ
テ
紹
巴
ト
久
ク

談
リ

事
ノ
序
ニ
惟
久
カ
事
ヲ
語
リ
ケ
レ
ハ
紹
巴

誠
二
左
ナ
リ
対
面
ス
へ
シ

ト
テ
惟
久
ヲ
招
キ
初
テ
面
ス

ル
時
紹
巴
さ
し
い
て
〉
ば
か
げ
に
見
ゆ
る
桜
か
な

上
五
ル
発
句
ヲ
書
テ
与
へ
辺
部
ノ
人
連
歌
ハ
無
用
也

是
一一テ
合
点
シ
下
一
フ
レ

ヨ

ト
云
フ
惟
久
此
色
紙
ヲ
押
戴
キ

辱
ク
ト
謝
礼
シ

然
－フ
ハ
迎
モ
ノ
事
－一
愚
吟
ヲ

申
へ
シ
ト
料
紙
ヲ
乞
フ
テ
惟
久
さ
し
い
て
訟
は
か
げ
に
見
ゆ
る
桜
か
な
ト
押

テ
出
ス
紹
巴
取
上
ケ
見
テ
是
ハ
予
カ
今
ノ
発
句
也

如
何
ヤ
ト
云
ケ
レ
ハ
惟

久
云
ク

同

シ
句
ナ
カ
ラ
某
カ
申
処
ハ
は
か
げ
に
見
ゆ
る
桜
か
な

ニ
テ
候
ト
答
ケ
レ

ハ
紹
巴
手
ヲ
拍
テ
賞
欺
シ

直

ニ
門
弟
ト
シ

惟

久
薙
髪
シ
テ
紹
宅
ト
号
ス
ト
云

E 
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つ
く
し
よ
し
と
は
お
も
は
さ
り
け
り

昔
語

・
物
語
両
本
と
も
ほ
ぼ
同
文
に
伝
え
、
国
誌

に
は
見
え
な
い
。
い
ま
、

昔
語
に
よ
り
紹
介
す
る
。

一
彼
紹
宅
以
後
は
都
に
上
り
候
て
紹
巴
法
眼
に
て
歌
を
よ
み
な
を
し
被
申
候
由
に
候

カ
ミ
カ
タ

が
紹
巴
御
問
候
哉
又
々
上
々
方
被
仰
候
哉
紹
宅
花
上
方
が
能
候
哉
つ
く
し

が
よ
く
候
哉
被
成
御
尋
候
に
誠
に
て
候
哉
如
此
に
口
ず
さ
み
被
申
候
な
ど
と

店
伝
候う
っ
せ
み
の
羽
よ
り
も
か
ろ
き
身
を
持
て

つ
く
し
よ
し
と
は
お
も
は
ぎ
り
け
り

右
之
通
に
被
申
候
な
ど
？
甲
伝
候
う
た
の
道
文
盲
に
候
故

ら
ぬ
火
な
が
ら
な
ぐ
さ
み
に
書
出
置
候

紹
宅
同
様
に
多
く
の
連
歌
拙
を
伝
え
る
、
肥
後
の
同
時
代
人
、
水
俣
城
主
深
水
宗
芳
に
ま

つ
わ
る
一
話
の
批
伝
で
あ
ろ
う
。
国
誌
に
は
紹
宅
に

つ
い
て
此
伝
な
く
、
休
甫
（
深
水
宗
芳）

に
つ
い
て
左
の
記
事
が
あ
る。

殿
下
ハ
島
津
降
参
ノ
後
日
州
豊
州
ヲ
経
テ
当
国
阿
蘇
小
国
ヲ
通
リ
南
関
ニ
着
陣

シ

休

甫

ヲ
上
方
へ
可
被
召
連
旨
仰
ア
リ
ケ
レ
ハ
休
甫
ハ
紹
巴

ニ
述
テ
某
ハ
相

良
譜
代
ノ
士
也
願
ク
ハ
恩
免
ヲ
支
ル
ヘ
シ
ト
辞

退

ス

殿

下

休
甫
ヲ
召
テ
仰
一
一

汝
筑
紫
ニ
馴
テ
花
治
ヲ
不
知
ヤ

卜
宣
ヒ
ケ
レ
ハ
休
市

空
蝉
の
羽
よ
り
も
薄
き
身
を
持
て

つ
く
し
よ
し
と
は
い
か
、
ふ
云
へ
き

御
暇
ヲ
賜
リ
頼
房
ノ
供
シ
テ
水
俣
へ
帰
リ
シ
ト
也

F 

右
の
歌
よ
し
あ
し
し

F 
城
主
紹
宅

木
山
城
主
時
代
の
紹
宅
に
つ
い
て
、
次
の
二
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る。

一
紹
宅
木
山
城
主
之
瑚
飯
田
山
に
花
盛
之
時
分
参
詣
之
処
に

山
詣
之
仁
人
以
之
花

を
枝
共
に
手
々
々
手
折
候
を
風
覧
候
て

風
よ
り
も
は
け
し
き
人
の
心
に
て

G

手
と
と
に
折
し
は
な
の
枝
か
な

如
比
に
詠
し
ら
れ
候
を
其
頃
賞
翫
申
た
る
と
語
伝
候
（
『
拾
集
物
語
』五
）

北
日
語
に
は

「
語
伝
候
と
亡
父
被
申
聞
侯
」
と
あ
る
。
飯
田
山
は
木
山
（
赤
井
）
城
よ
り
約

四
キ
ロ
、
天
台
宗
大
聖
院
常
業
寺
が
あ
る
。

- 9-

い
ま
一
話
は
国
誌
の
み
伝
え
る
。

紹
宅
或
時
緑
川
ニ
舟
ヲ
泥
テ
月
ヲ
見
テ
漕
舟
を
と
め
て
月
見
る
ふ
I

宵
か
な
ト
云

伺
ヲ
吟
ス

翌
日
紹
宅
出
城
シ
テ
此
辺
ヲ
通
ル
時
ニ
十

一
二
歳
ノ
村
童
四
五
人
川

耳
ニ
遊
ヒ

一
主
主
ク
夜
前
紹
宅
政
ノ
発
句
ヲ
聞
シ
ヤ
月
見
ル
意
ニ
ハ
叶
フ

マ

シ

ト

云
群
童
皆
未
タ
間
ス
ト
答
フ
紹
宅
立
寄
テ
今
ノ
発
句
如
何
ナ
レ
ハ
月

見
ル
意

ニ
ハ
叶
フ
マ
シ
ト
云
ソ
卜
問
へ
ハ
一

童
答

テ

サ

レ

ハ

コ

ソ

ト

云

紹

宅
又
然
ラ
ハ
如
何
云
へ
ハ
意
－一叶
フ
ソ
ト
問
へ

ハ
群
童
皆
笑
フ
一
童
云
月

二
心
ヲ
移
サ
ハ
舟
ハ
留
メ
ス
樽
ヲ
モ
忘
レ
テ
流
レ
次
第
一
一
シ
テ

コ
ソ
ア
ル
ヘ
キ



105 

秘
め
て
、
熊
之
助
君
の
事
蹟
の
明
ら
か
な
ら
ざ
る
を
欺
く
文
意
で
あ
る
。
高
野
山
赤
松
院
の

こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
書
は
、
木
山
氏
の
旧
記
の
雑
多
な
メ
モ
（
残
存
五
葉
）
と

こ
よ
り
で
減
じ
合
わ
せ
て
あ
る
が
、
同
筆
の
一
葉
に

「
天
正
十
一
年
今
歳
次
男
熊
之
助
御

誕
生
孝
一
角
三
十
八
歳
長
政
十
六
歳

信
長
諾
し
給
て
の
後
也
」
と
だ
け
記
し
て
あ
り
、

熊
之
助
の
伝
を
筆
者
が
考
え
て
い
る
と
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
天
正
十

一
年
生
と
す
れ
ば
、

そ
の
十
六
才
は
慶
長
三
年
に
相
当
し
、
あ
ら
た
に
一
説
を
加
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
「
信
長

云
々
」
を
天
正
十
年
の
後
期
と
と
れ
ば
、
十
年
の
誤
記
と
な
る
。
何
に
基
い

て
書
い
た
も
の

か
は
判
ら
な
い
の
で
、
紹
介
に
と
ど
め
る
。

紹
宅
に
つ
い
て
の
連
歌
唱

L

A
V
E
つ

は

ほ

っ

く

九
州
に
木
山
と
て
連
歌
の
上
手
あ
り
八
月
十
五
夜
に
紹
巴
に
て
発
句
を
せ
ん
と
月

め
い

も
な
し
と
い
へ
り
紹
巴
の
わ
る
ひ
／
’＼

名
月
に
月
も
な
し
は
と
申
さ
れ

し

ま

た

ま
へ

っ
す
ゑ
を
聞
他
口
と
て

A

月
は
な
し
日
を
そ
の
ま
〉
の
今
福
か
な

（内
閣
文
庫
本
複
製

・
下
九

O
九
頁）

た
っ
た
一
話
な
が
ら
『
醒
睡
笑
』
（
広
本
）
に
も
名
を
出
す
紹
宅
に
ま

つ
わ
る
連
歌
仙
を
、

煩
雑
に
わ
た
る
が
乙
乙
に
集
成
し
、
紹
宅
の
伝
を
補
う
と
と
も
に
、
近
世
初
期
連
歌
哨
の

一

面
を
考
え
た
い
。
な
お
、
A
I
I
は
類
話
に
分
類
す
る
た
め
に
付
し
た
。

岩
田
帯
の
紹
宅

『陰
徳
太
平
記
』
巻
七
十
四
「
島
津
乞
和
事
問
木
山
紹
宅
深
水
宗
方
事
」

に
、
禿
吉
宇
土
の
陣

ι馳
せ
参
じ
御
礼
申
す
違
命
の
者
共
の
う
ち
に
、

其
中
に
肥
後
の
住
人
、
木
山
左
近
入
道
紹
宅
と
云
ふ
者
有
り
け
り
、
是
は
当
国
一
撲

の
魁
首
K
て
有
り
け
れ
ば
、
主
（
罪
科
訴
伐
を
出
づ

べ
か
ら
ざ
り
し
が
、
此
者
連
歌
の

達
者
也

先

年
上
洛
し
て
北
野
社
頭
に
於
て
連
歌
の
有
り
し
に
、
「
心
苦
し
き
月
を

B

乙
そ
ま
て
」
と
云
ふ
前
句
の
あ
り
し
に
、
紹
宅
、「
人
し
れ
ず
肌
に
結
ぶ
い
は
た
帯
」

と
付
け
た
り
け
れ
ば
、
時
の
花
本
の
里
村
紹
巴
法
眼
、
甚
だ
感
称
せ
ら
れ
し
よ
り
、

岩
田
帯
の
紹
宅
と
唱
へ
て
、
都
邸
に
隠
な
き
者
に
て
候
と
言
上
し
け
れ
ば
、
殿
下
、

左
様
の
風
雅
の
者
訴
す
べ
き
に
非
ず
と
宣
ひ
け
り
、
木
山
喜
び
に
堪
へ
ず
、
百
韻
の

連
歌
興
行
す
べ
し
と
て、

紹
巴
法
眼
に
発
句
を
所
望
し
た
り
け
れ
ば
、

C

花
見
よ
と
柏
木
に
残
す
樗
哉

と
せ
ら
れ
け
り
。

と
あ
る
。
本
紀
要
創
刊
号
に
紹
介
し
た
中
川
文
庫
蔵
の
近
世
中
期
の
写
本
〔
逸
題
随
筆
・
例

臨
気
〕
の
記
事
は
、
類
似
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
同
文
に
近
く
、

っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る。

第
二
話

「岩
田
帯
の
紹
宅
」
は
か
な
り
広
が
っ
た
話
ら
し
く

「臨
尻
』
を
也
十
一

・
『閃

窓
一
得
」

な
ど
に
も
見
え
、
後
者
は

「紹
宅
1

紹
巴
1

秀
吉
」
を
も
含
む
。
す
な
わ
ち
、

紹
巴
、法
眼
也
、
臨
江
斎
、
一
峰
山
村
年
紹
宅
は
肥
後
の
国
の
人
、
木
山
氏
、
左
近
大
夫
仙

後
守
惟
久
と
云
ふ
者
也
、
上
京
し
て
心
ぐ
る
し
き
月
を
こ
そ
ま
て
と
い
ふ
句
に
、
人

巳

知
れ
ず
肌
に
結
べ
る
い
は
た
帯
を
付
ケ
、
紹
巴
に
感
ぜ
ら
れ
、
い
は
た
帯
の
紹
宅
と

人
い
へ
り
、
秀
吉
公
時
代
九
州
征
伐
の
時
、
紹
宅
乙
の
道
の
逮
人
故
、
御
ゆ
る
し
を

安
り
け
る
故
、

一
命
を
助
り
ぬ
。

（『閃
窓
一
得
』）

第
三
話

（C
）
巳
つ
い
て
は
、
同
句
を
発
句
と
す
る
百
韻
の
現
存
す
る
こ
と
を
さ
き
に
述

べ
た
（
4
ペ
ー
ジ）
。
歌
（
連
歌
）
の
徳
が
危
い
命
を
助
け
る
〈
主
題

V
、
秀
吉
と
連
歌
の
上

下
・
介
在
者
と
し
て
の
紹
巴
八
枝
場
人
物
〉
と
い
う
の
は
、
別
稿

「
肥
後
連
歌
史
概
観
」
に

収
め
る
深
水
宗
芳
の
場
合
に
も
当
て
は
ま
り
、
近
世
連
歌
唱
の
一
つ
の
パ

タ
ー
ン
と
考
え
ら

れ
る
。
史
料
篇
に
収
め
る

「
馬
場
系
図
」
で
は
、
そ
の
作
成
者
が
細
川
筒
の
住
で
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
、
こ
の
哨
し
に
玄
旨
公
が
顔
を
出
し
て
い
る
。

「陰
徳
太
平
記
』
よ
り
探

- 8 -

拾
集
昔
語
の
諸
話

『
拾
集
昔
語
』
（
元
禄
八
年
、
前
出
）
は
も

っ
と
も
多
く
紹
宅
の
連
歌

山
を
伝
え
て
い
る
。

〈
作
品
川間
〉
に
註
し
た
等
与
の
話
に
つ
づ
け
て
、
ま
ず
第
四
活
（
D
）

が
あ
ら
わ
れ
る。

一
紹
宅
与
風
上
京
被
致
候
に
京
着
即
日
之
脱
其
瑚
之
花
の
本
紹
巴
天
正
年
中
之
市

カ
サ

キ

に
て
候
ひ
つ
る
に

北
野
に
て
笠
着
之
付
け
句
ば
い
か
ひ
被
レ
召
候
旨
紹
宅
風
間

被
致
即
晩
北
町
に
被
参
候

ι

ま
た
七
た
び
の
わ
か
れ
を
ぞ
す
る

と
紹
巴
被
召
候
に
紹
宅

八
市
一桜
一
市
一
は
さ
き
に
ち
り
そ
め
て

と
付
被
・
申
候
に
あ
っ
と
紹
巴
法
眼
被
法
又
発
句
を
紹
巴
被
召
候
ば

心
苦
し
き
月
を
乙
そ
ま
て

如
此
に
法
眼
被
召
候
に

笠
之
内
よ
り
紹
宅

イ
ハ
タ
ヲ
ピ

人
し
れ
ず
は
だ
へ

に
む
す
ぷ
五
月
帯

ケ
様
に
付
被
申
候
に
法
眼
す
る
／
＼
と
走
り
よ
り
か
さ
を
お
っ
と
り
御
覧
候
へ

ど
も
誰
人
と
も
相
知
れ
不
申
候
故
自
分
は
洛
中
人
か
洛
外
人
か
と
仰
侯
に
紹

D B 



が
、
四
日
に
在
京
し
、
三
十
日
に
中
津
を
出
帆
す
る
乙
と
は
、
か
な
ら
ず
し
も
不
可
能
で
は

な
い
。
問
、
凶
に
つ
い
て
も
傍
証
は
な
く
、
聞
に
つ
い
て
み
て
も
、
熊
之
助
の
生
年
天
正
十

年
は
、
お
そ
ら
く
は
熊
之
助
の
残
年
十
六
才
か
ら
の
逆
算
で
あ
ろ
う
か
ら
、
決
め
手
と
は
な

ら
な
い
。

天
明
元
年
、
辿
歌
屋
第
九
主
昌
献
の
請
い
に
よ
り
、
旧
沼
旧
聞
を
と
り
ひ
ろ
（
て
「
連
歌

屋
記
事
」
を
践
ん
だ
加
藤
一
純
は
、
紹
宅
の
残
年
に
つ
い
て
、
註
記
に
お
い
て

「，X
禄
二
年

六
月
晦
日

或
云
慶
長
二
年
七
月
十
六
日
」
ま
た
「
連
歌
屋
に
伝
へ
い
へ
る
処
は
朝
鮮
園
児

従
軍
し
同
所

ι戦
死
と
あ
り
て
卒
年
伝
は
ら
す
九
月
六
日
と
の
み
あ
り
」
と
三
説
凶
、
問
、

問
を
挙
げ
つ
つ
も
「
文
禄
の
末
慶
長
の
初
に
棄
世
と
考
ふ
れ
共
其
年
暦
伝
は
ら
す
」
と
後
人

の
補
正
を
候

っ
て
い
る
（
木
山
家
笠
牌
は
本
記
事
よ
り
も
後
世
、
お
そ
ら
く
幕
末
乙
ろ
の
叩

で
あ
る
）
。
紹
宅
が
熊
之
助
に
随
行
溺
死
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
問
の
戦
死
説
を
除
く
諸
説

に
共
通
す
る
の
で
事
実
と
認
め
る
と
き
、
紹
宅
の
残
年
す
な
わ
ち
熊
之
助
の
妓
年
を
た
ず
ね

る
こ
と
に
な
る
。
一
見
、
有
効
な
こ
の
傍
証
法
も
、
実
は
悲
観
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「筑
前
国
続
風
土
記
附
録
」
の
編
者
で
も
あ
る
藩
士
加
藤
一
純
さ
え
、
藩
祖
の
舎
弟
熊
之
助

の
残
年
を
詳
ら
か
に
し
得
な
か
っ
た
ほ
ど
で
、
紹
宅
の
残
年
を
黒
田
家
史
料
に
期
待
し
行
な

、
も

内》

b
L
V
 

と
は
い
う
も
の
の
、
熊
之
助
の
忌
日
を
慶
長
二
年
七
月
十
六
日
と
明
記
す
る
黒
田
家
関
係

の
史
料
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
一

つ
が
、
先
に
言
及
し
た
九
大
間
属
図
書
館
阪
の
写

本
「
黒
田
年
譜
」
巻
之
七
の
記
事
八
資
料
同
〉
で
あ
る
。
乙
れ
が
能
勢
頼
実
（
の
ち
頼
庸
）

の
正
徳
元
年
編
の
原
撰
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
加
藤
一
純
が
目
を
通
さ
な
い
筈
も
な
い
の
で
、

あ
る
い
は
後
世
の
増
補
分
と
も
考
え
る
が
、
未
だ
詳
ら
か
に
し
な
い
。

因
に
、
必
軒
撰
の
「
黒
田
家
譜
』
に
は
、
朝
鮮
両
役
と
も
に
熊
之
助
の
記
事
を
見
な
い
。

つ
ぎ
に
、
福
岡
県
文
化
会
館
蔵
の
写
本
『
黒
田
系
図
』
一

冊
が
あ
る
。
文
化
八
年
ま
で
の

こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
編
年

・
編
者

・
隼
写
者
共
に
未
詳
。
校
合
結
果
の
註
記
が
朱

と
墨
で
あ
る
。
紹
宅
が
重
く
記
さ
れ
て
あ
り
、
か
っ、

残
年
の
両
説
の
根
拠
が
記
さ
れ
て
い

る
の
で
、
な
る
べ
く
原
形
に
ち
か
く
し
て
左
に
紹
介
す
る
。
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同熊守
之 本
鹿助 主
長
二或
丁 目
酉熊
年松
禿
古天
公正
再十
伐壬
朝午
鮮年
時生

某点
任
制i
疋
p~ 

母
与
長
政

将
赴
朝
鮮

寛
政
六
甲
寅
年

斉
隆
公
霊
牌
安
置

干
崇
福
寺
之
中
心
宗
庵

暴
風
覆
船
而
溺
死
年
十
／＼ 

イ＊
五色

お．

半高起
年 野
文 山
禄赤
二松
ハ院
月旧
日毎 日
日 ~ ！持！
日Zlと
記）熊
之殿

正寛っ
当永十
七八）

月丙
十 辰
六年
日 二
祭百
駕年

木
山
左
近
大
輔
惟
久
入
道
紹
宅
（
イ
琢
）
共
溺
死

加
藤
吉
松
黒
田
三
左
衛
門
弟

（イ
毛
利
但
馬
弟
毛
利
吉
太
夫
）

す
な
わ
ち
、
熊
之
助
の
忌
日
が
慶
長
二
年
七
月
十
六
日
と
定
め
ら
れ
た
の
は
、
寛
政
六
年
、

黒
田
九
代
当
主
斉
隆
に
至
っ

て
か
ら
な
の
で
あ
る

（次
例
の
『
黒
田
家
系
譜
略
」

と
あ
わ
せ

て
か
く
断
定
す
る
）
。
ま
た
、
文
禄
二
年
六
月
晦
日
説
の
根
拠
は
、
高
野
山
赤
松
院
の
旧
日

牌
に
よ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
六
月
三
日
（
十
字
欠
カ）

説
の
「
黒
田
如
水
伝
』

（紹
琢
と
あ

り
）
に
は
、
熊
之
助
等
が
高
野
山
赤
松
院
に
把
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
明
治
二
十
五

年
七
月
十
六
日
に
は
当
主
黒
田
長
成
侯
爵
に
よ
る
建
碑
（
碑
文
は
資
料
内
と
し
て
収
録
）
も

あ
る
の
で、

金
子
堅
太
郎
氏
は
何
か
赤
松
院
関
係
の
資
料
を
見
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
、
文
禄
二
年
六
月
晦
日
説
を
全
く
は
捨
て
が
た
い
の
で
あ
る
。
な
お
、
高
野
山
赤
松
院
は

万
延
元
年
烏
有
に
帰
し
、
そ
の
際
過
去
帳
等
は
焼
失
し
て
現
存
し
な
い
。

- 7 -

九
大
附
属
図
書
館
臓
の
写
本
『
黒
田
家
系
譜
略
』
横
一

冊
（
安
政
五

年
分
ま
で
収
録
、

編
・
筆
者
未
詳
）
の
記
事
は
「
黒
田
系
譜
』
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
が
、
「
連
寄
師
紹
琢
」

と
あ
る
の
で
左
に
引
用
し
て
お
く
。

某

黒
田
熊
早
世
熊
之
助
と
も
有
母
向
上

〔
長
政
〕
天
正
十
年
播
摩
国

ニ

生
産
長
二
年
秀
吉
再
朝
鮮
征
伐
之
時
朝
鮮
国

ニ
赴
暴
風
覆
船
溺
死
此
時
附
随

者
毛
利
吉
太
夫
加
藤
吉
松
述
寄
師
木
山
初
球
溺
死
年
十
六
法
名
定
任
禅
定

門

寛
政
七
年
六
月
斉
隆
位
牌
〔
ヲ
〕
崇
福
寺
内
心
宗
陪

ニ
安

置

忌

日
七
月
十
六

日
卜
ス

い
ま
一
つ
、
〈
資
料
側
〉
と
し
て
収
録
す
る
文
書
〔
仮
題

。
熊
之
助
君
之
事
〕
は
木
山
菰

雄
氏
蔵
。
半
紙
横
折
り
一
葉
に
認
め
ら
れ
た
草
稿
で
、
年
次

。
隼
者
と
も
に
不
明
で
あ
る

が
、
内
容
か
ら
推
し
て
、

昌
謙
あ
た
り
の
筆
で
は
な
か
ろ
う
か
。
先
祖
紹
宅
の
顕
彰
を
内
に
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め
其
軍
中
に
御
供
し
累
年
御
在
陣
之
間
公
之
御
側
に
照
尺
し
奉

る

然

而
御
帰
陣

之
後
上
人
為
求
法
京
師
学
席
に
住
す
其
比
如
水
公
長
政
公
共
曲
一旦
州
御
在
城
也

秀

吉
公
捷
御
之
後
退
乱
不
定
之
巷
説
京
都
大
坂
風
聞
す
両
公
開
合
之
士
数
輩
被
付
置

と
い
へ
と
も
其
註
進
な
し
両
公
託
敷
被
思
召
之
処
団
空
上
人
在
京
之
内
委
是
を

聞
定
中
津
御
城
下
に
参
着
具
言
上

両
公
御
喜
悦
不
浅
其
忠
志
を
被
感
於
盟
州

国
山
派
本
寺
分
二
ケ
寺
団
空
に
被
恩
附
之

紹
宅
・
紹
印
と
宰
府

紹
宅
晩
年
の
黒
田
随
身
説
が
推
定
の
域
を
出
な
い
こ
と
を
述

べ

た。

し
た
が
っ

て

「
黒
田
年
譜
』
の
紹
琢

（
前
出
）

の
叙
し
方
を
文
字
通
り
に
事
実
と
取
る

こ
と
も
充
分
に
可
能
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
紹
宅
は
晩
年
を
遊
士

・
連
歌
師
と
し
て
過

ご
し
、
中
津
の
黒
田
家
に
身
を
寄
せ
る
こ
と
も
幾
度
か
あ
っ
た
が
、
宰
府
を
生
活
拠
点
と
し

て
居
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
定
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
お
け
る
紹
印
と
宰
府
と
の
関
係
は

か
な
り
明
ら
か
で
あ
る
が
、
紹
宅
に
つ
い
て
は

「玄
旨
公
御
連
寄
」
に
左
の
一
例
を
見
山
す

の
み
で
あ
る
。於
名
護
屋
天
満
宮
万
句
木
山
紹
宅
被
執
行
」

由
有
て
発
句
所
望

梅
は
世
に
又
の
そ
み
な
き
い
ろ
香
か
な

幽
斎
関
係
の
資
料
か
ら
、
右
の
発
句
の
年
次
を
考
え
て
い
る
が
未
だ
詳
ら
か
に
し
な
い
。

幽
斎
と
紹
宅
と
の
相
識
は
、
年
次
不
明
「
花
見
よ
と
」
百
韻
〈
作
品
附
〉
に
同
座
が

一
回
あ

る。

因
に
、
宰
府
文
書
に
は
天
正
廿
年
二
月
と
七
月
の
両
度
、
各
五
千
句
の
祈
祷
連
歌
の
剛

丈
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
万
句
の
記
録
は
見
な
い
。

「
連
歌
屋
記
事
」
「
馬
場
系
図
」
な
ど
は
す
べ

て
、
紹
印
の
宰
府
と
の
結
び
つ
き
を
如
水
の

配
慮
に
よ
る
も
の
と
伝
え
る
が
、
黒
田
の
筑
前
入
国

（慶
長
5
）
以
前
、

す
で
に
紹
印
が
牢

府
に
身
を
寄
せ
て
い
た
乙
と
は
、
僅
か
二
作
品
に
す
ぎ
な
い
が
、
次
に
よ
り
推
定
さ
れ
る。

間

文

禄

4

・
7
・
n

「
何
舟
」
百
韻

「梅
か
枝
や
西
よ
り
も
先
初
紅
葉

紹

巴

」

組
巴
ロ

信
寛
8

自国
叱
ロ

生
9

玄
の
叩

友
益
8

景
敏
9

寿
恩
7

寛
実
6

紹
印
6

知
彦
6

玄
仲
6

宗
可
1

（
小
鳥
居
克
二
郎
氏
械
の
似

紙
断
片
を
天
理
綿
屋
「
天
正
文
禄
百
韻
集
』
に
よ
り
補
う
）

一院長
3
・
6
・
6

「
何
人
」
百
韻
「
月
は
夕
涼
し
さ
ま
さ
る
松
の
陰
長
俊
」

長
俊
比

紹

忍
ロ

長
純
U

信
自
叩

急
関
日

信

讃

叩

紹

印

9

一試清
8

元
朔
日
「
於
笛
崎
」

（
大
阪
天
満
宮
蔵
「
紹
巴
前
後
連
歌
千
三
百

(18) 

（三
十

一
番）』

〈
甲
訂
〉
所
収
）

太
宰
府
天
満
宮
司
務
別
当
大
鳥
居
信
岩
の
慶
長
五
年
の
筆
記
と
推
定
す
る
「
一

生
年
記

付
」

（太
宰
府
天
満
宮
蔵
）
に
見
え
る
、
文
禄
四
年
の
信
寛
（
信
岩
父
）
の
上
洛
、
紹
巴
と

一
会
の
記
事
が
聞
の
百
韻
と
符
合
す
る
（
『天
正
文
禄
百
韻
集
』
に
は
信
寛
を
儒
寛
に
誤
る
）
。

克
実
は
小
学
府
上
座
坊
。
文
禄
二
年

・
同
四
年
の
両
度
紹
巴
へ
付
句
を
上
せ
た
こ
と
を
、
信
岩

は
わ
ざ
わ
ざ
「
一
生
年
記
付
』
に
記
す
る
位
で
あ
る
か
ら
、
信
寛
の
紹
巴
と
の

一
座
に
果
た

し
た
紹
印
の
役
割
り
は
大
き
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
文
禄
二
年
六
月
四
日
以
後
の
紹
宅
作
品

を
見
ず
、
聞
に
は
紹
宅
で
な
く
紹
印
が
出
て
い
る
の
は
、
紹
宅
の

mm年
慶
長
二
年
説
に
は
不

利
に
も
と
れ
る
が
、
紹
宅
生
存
中
で
も
、
宰
府
と
の
結
び
つ
き
は
紹
印
の
方
が
強
か

っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
本
百
韻
は
、
管
見
で
は
紹
巴
の
三
井
寺
法
居
前
長
後
の
作
品
で
も
あ
る
の

で
、
全
文
を
翻
刻
す
る
。

仰
の
百
韻
に

つ
い
て
は
、
信
白
が
宰
府
御
供
屋
初
、
信
讃
が
宰
府
代
行
を
勤
め
た
（
如
水

入
国
の
頃
）
角
大
鳥
居
氏
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
末
社
の
福
部
社
を
寄
進
し
た
り
し
て
宰
府
と

縁
深
い
山
中
山
城
守
橘
長
俊
、
大
友
の
部
将
田
原
紹
忍
等
と
宰
府
衆
の
交
歓
の
一
座
と
推
定

す
る
。（
註
）
黒
田
筑
前
入
国
後
の
紹
印
に
つ
い
て
は
、
別
稿
「
大
鳥
居
信
岩
伝
」
に
お
い
て
詳

述
す
る
。
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紹
宅
の
没
年

八
資
料
同
〉
に
収
め
る
ど
と
く
、
木
山
益
雄
氏
宅
に
紀
ら
れ
て
い
る
連
歌

屋
庇
代
の
霊
牌
に
は
文
禄
二
年
間
九
月
二
日
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
紹
宅
の
残
年
に

つ
い
て

は
左
の
五
通
り
の
諾
伝
が
あ
る
。
結
論
と
し
て
は
慶
長
二
年
七
月
卜
六
日
泌
を
と
る
が
、
患

な
べ
き
資
料
が
な
い
ま
ま
に
、
以
下
に
詳
考
し
た
い
。

山

文
禄
二
年
六
月
三
日

「
黒
田
如
水
伝
』

（金
子
堅
太
郎
）

凶

文
禄
二
年
六
月
三
十
日
「
連
歌
屋
記
事
」

ω
〔
年
不
詳
〕

九
月
六
日
「
連
歌
屋
記
事
」

l
l連
歌
屋
所
伝
と
し
て
｜
｜

凶

サ
〈円
借
二
年
間
九
月
二
日

木

山
家
軍
牌

阿
川
良
民
二
年
七
H
A
十
六
日

「
黒
田
年
諮
』
・
「
黒
田
家
系
譜
略
』
な
ど

右
の
う
ち
、
山
の
三
日
は
凶
の
誤
記
、
mwと
凶
と
は
同
祖
の
説
と
見
る
と
き
は
三
つ
に
類
別

し
て
考
え
ら
れ
る
。
因
に
、
知
水

・
長
政
両
人
は
、
各
年
次
と
も
在
韓
し
て
い
る
。
太
田
武

夫
氏
蔵
の
写
本

「
京
連
歌
文
禄
二
年
」
中
児
、
管
見
で
は
紹
宅
最
後
の
作
品
た
る
周
年
六
月

四
日
興
行
の

「何
人
」
百
韻
一

巻
八
作
品
問
〉
の
あ
る
の
が
山
を
否
定
し
凶
を
弱
く
す
る



中
津
川
に
来
り
如
水
公
に
仕
へ

け
り
」
と
伝
え
る
ほ
か
は
、
紹
宅
の
黒
田
家
随
身
の
事
情
は

全
く
詳
ら
か
で
な
い
。

天
正
十
五
年
六
月
六
日
、
秀
吉
が
佐
々
成
政
に
肥
後
一
国
を
与
え
た
朱
印
状
（
制
官
官
五
条
）

に

「肥
後
国
五
十
二
人
之
国
人
に
如
先
規
知
行
可
渡
事
」
と
見
え
る
が
、
秀
吉
を
迎
え
た
肥

後
国
侍
五
十
二
人
の
う
ち
に
、
前
々
十
三
年
間
八
月
十
四
日
、
薩
州
勢
に
木
山
誠
を
攻
め
落

さ
れ
た
木
山
信
連
（
紹
印）

が
い
た
か
否
か
も
詳
ら
か
に
し
な
い
。
管
見
に
入
っ
た
地
方
史

料
の
限
り
で
は
、
佐
々
成
政
治
下
、
天
正
十
五
、
六
年
の
交
の
僅
か
一
年
足
ら
ず
の
問
、
紹

印
が
木
山
城
主
と
し
て
還
り
咲
い
た
と
い
う
証
は
見
出
し
得
な
い
。

天
正
十
六
年
春
、
秀
吉
は
黒
田
官
兵
向

・
浅
野
弾
正
忠

。
福
島
左
衛
門
大
夫

・
加
藤
虎
之

助
等
の
七
将
を
肥
後
に
派
遣
し
、
同
圏
内
の
要
街
七
城
に
そ
れ
ぞ
れ
城
番
と
し
て
一
説
の
飢

圧
に
当
ら
せ
た
。
乙
の
と
き
中
津
よ
り
赴
き
、
二
月
よ
り
五
月
に
か
け
て
叩
斐
氏
の
居
城
御

船
を
分
担
し
た
の
が
如
水
で
あ
る
。
木
山
は
も
と
よ
り
そ
の
区
域
内
に
あ
っ
た
。
紹
宅
が
如

水
に
出
会
っ
た
の
は
乙
の
と
き
と
考
え
る
の
が
常
識
的
な
線
で
あ
る
。
如
水
は
翌
十
七
年
三

月
に
も
再
度
肥
後
へ
出
張
し
て
い
る。

天
正
十
八
年
三
月
十
九
日
、
小
田
原
征
伐
に
京
都
進
発
の
秀
吉
に
、
如
水
は
参
謀
と
し
て

屈
従
し
た
（
長
政
は
中
津
在
国
）
。
乙
の
月
、
紹
宅
も
在
洛
し
、
作
品
三
点
な
ら
び
に
そ
れ

に
関
す
る
紹
巴
よ
り
の
書
簡
一
通
を
残
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
両
者
の
関
係

を
左
に
考
え
る
。

紹
宅
は
六
日
と
八
日
の
両
度
、
紹
巴
と
の
百
部
〈
間
＠
附
〉
に
同
座
し
、
二
十
六
日
に
は

心
前
追
善
の
百
韻

「
ち
る
花
は
」
〈
作
品
川川
〉
を
大
徳
寺
卵
塔
前
で
独
吟
し
た
。
紹
巴
書
簡

は
翌
三
月
廿
七
日
付
、
紹
巴
が
こ
の
独
吟
百
韻
一
巻
を
加
点
し
て
紹
宅
へ
一
民
す
際
、
懐
紙
の

余
白
に
苦
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
中
川
文
庫
政
「
点
取
連
歌
発
句
」
に
収
ま
る
同
百

韻
写
本
の
付
記
、
お
よ
び
大
阪
天
満
宮
政
「
連
歌
十
九
巻
（
二
十
番
）」
の
長
松
の
手
に
よ
る

朱
書
書
入
れ

（
「
此
朱
書
は
遠
里
経
次
本
を
以
書
加
候
也
」
と
註
あ
り
）
の
模
様
よ
り
か
く
推

定
す
る
。
い
ま
後
者
に
よ
り
左
に
紹
介
す
る
（
傍
註
は
中
川
本）。
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付町民平
廿
句

此
内
長
二

出
江
田斎

紹

巴

判

本月
山廿
紹七
宅（！ミl
ヨ三

参

旅さ
庵

（

吟

味

）

〔

抑

）

（

鮮〕

此
一
巻
御
独
吟
再
三
見
申
侯
百
句
を
し
な
へ
て
面
白
候

ま

〉

付
塁
数
少
候

（
手
耳
況
も
不
逃

走

）

（

可

為

納

交

侠

）

（

ナ

ν）

て
に
は
も
ち
か
は
す
さ
し
合
も
な
く
候

心
前
定
而
納
受
た
る
へ
く
候

昨
日
於
大

（

附

吟

）

〈

ニ

仰

F
向

）

（

又

）

（

倍

自

）

徳
寺
卵
塔
御
独
吟
感
入
候
俄
不
国
御
残
多
候
亦
々
御
上
洛
に
て
侯
共

愚
老
残

〈引
）

（

一

件
tr以
）

（

ナ
ジ
〉

（問
）
（
誠
に
あ
た

y
kと
候
て
）

〈叩難
測
候

以
一
番
可
申
通
候
返
々
来
月
中
も
御
在
京
と
存
候
に
ふ
た
／
＼
と
て

（
ニ
円
（
ι

向）

遺
恨
候

猶
以
面
可
申
候

恐
憧
謹
言

前
記
四
資
料
か
ら
考
え
て
も
、
最
低
二
十
数
日
は
在
京
し、

す
で
に
最
低
三
回
は
同
座
し

て
い
る
紹
宅
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
本
紹
巴
書
簡
中
に
紹
宅
の
身
分

。
境
遇
を
物

語
る
よ
う
な
事
項
を
見
出
し
得
ぬ
の
は
、
む
し
ろ
当
り
前
の
乙
と
と
は
い
え
残
念
で
あ
る
。

来
月
中
も
在
京
と
思

っ
て
い
た
紹
宅
が
「
俄
に
」
下
国
す
る
、
そ
の
帰
り
先
は
何
処
で
あ
ろ

う
か
。
豊
前
中
津
か
、
筑
前
宰
府
か
。
因
に
、
紹
巴
と
如
水
と
の
交
渉
は
、
こ
の
頃
に
は
ま

だ
全
く
認
め
ら
れ
な
い
。
前
稿
「
黒
田
如
水
の
連
歌
」
に
述
べ
た
ど
と
く
、
こ
の
こ
と
は
如

水
後
年
の
紹
巴
へ
の
親
限
度
よ
り
考
え
て
む
し
ろ
異
様
に
さ
え
忠
わ
れ
る
。

同
年
八
月
、
禿
吉
の
奥
羽
下
向
に
は
従
わ
ず
中
津
へ
帰
国
し
た
如
水
は
、
同
月
某
日
、
長

政
と
と
も
に
中
体
城
竣
工
祝
賀
の
連
歌
会
を
催
し
、「
何
路
」
百
韻
一

巻
を
興
行
し
た
。
「
黒

田
如
水
伝
』
に
初
一
順
の
み
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
の
百
韻
に
、
紹
宅
は
第
三
を
勤
め
て
い
る

〈
作
品
側
〉
。
な
お
、
本
百
韻
は
如
水
の
連
歌
の
初
見
で
あ
り
、
唯
一

の
如
水
紹
宅
同
座
の

作
品
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
、

熊
之
助
に
随
行
溺
死
の
記
事
の
ほ
か
、
紹
宅
と
黒
田
家
と
を
関

述
さ
せ
る
唯
一
の
資
料
で
あ
る
。

紹
宅
晩
年
の
黒
田
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
は
な
は
だ
大
胆
な
仮
説
で
は
あ
る
が
、
如
水

が
紹
宅
を
表
向
き
は
客
分
の
連
歌
師
と
し
て
、

実
体
は
情
報
係
と
し
て
使
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
も
考
え
る
。
紹
宅
が
紹
巴
な
ど
中
央
詞
人
と
親
交
あ
る
乙
と
、
武
将
と
し
て
か
な

り
の
経
験
を
持

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
、
紹
宅
が
ζ

の
あ
と
慶
長
二
年
ま
で
、
数
回
は
上
洛

し
て
い
る
伝
記
事
項
と
併
せ
て
か
く
考
え
る
。
如
水
に
は
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
か
ら
で
あ

7
Q

。如
水
の
父
職
降
を
杷
る
、
福
岡
市
内
の
時
土
宗
大
長
寺
は
、
も
と
長
前
中
津
に
あ

っ
た
が

同
寺
の
僧
団
空
長
徹
が
朝
鮮
役
に
長
政
に
随
行
し
た
縁
を
以
て
、
国
替
後
福
岡
に
移
っ

た
寺

で
あ
る
。
同
寺
に
伝
わ
る
元
禄
頃
年
記
の
縁
起

『
当
寺
伝
記
」
の
な
か
に
、
同
僧
の
関
ケ
原

役
前
夜
に
お
け
る
情
報
活
動
に
ふ
れ
た
左
の
記
事
が
あ
る
。

此
時
御
城
下
に
団
空
長
徹
上
人
と
言
浄
土
之
碩
学
有
リ

i:: ::> 

於
朝
鮮
国
書
翰
通
辞
の
た
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「追
善
」
独
吟
百
韻

「憂
世
哉
」

「
何
舟
」
百
韻

「
梅
か
枝
や
」
紹
巳
発
句

紹
印
十
句
目
・
6
匂〕

附
の
百
蹴
は
天
理
綿
屋
文
庫
版
「
天
正
文
禄
百
韻
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
張
行
年

月
日
は
不
明
で
あ
る
。
紹
巴
発
句
「
花
見
よ
と
柏
木
に
残
す
樗
哉
」
の
仙
字
は
も
と
よ
り
木

山
に
対
す
る
挨
拶
の
修
辞
で
あ
る
。
紹
宅
が
柚
入
斎
と
称
し
た
こ
と
は
、
作
品
開
に
見
え
る

が
、
あ
る
い
は
紹
巴
の
こ
の
句
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
陰
徳
太
平
記
』

（
8
ペ
ー
ジ

参
照
）
や

「馬
場
系
図
」
は
、
こ
の
句
を
太
閣
に
よ
る
紹
宅
助
命
の
座
で
の
作
と
伝
え
て
い

る
が
、
紹
巴
・

昌
叱
・
心
前
・
玄
旨
・

禅
高

・
文
閑

・
玄
の
な
ど
鍔
々
た
る
メ
ム
パ

l
が
秀

吉
に
随
行
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
乙
の
あ
と
紹
宅
上
洛
の
節
興
行
さ
れ
た
本
百
韻

に
仮
託
し
た
連
歌
唱
で
あ
ろ
う
。
「
拾
集
昔
語
』

・
「
肥
後
国
誌
』

な
ど
、
紹
宅
の
連
歌
唱

を
多
く
伝
え
る
肥
後
の
地
方
史
料
に
、
乙
の
拙
し
の
見
え
な
い
こ
と
も
、
こ
の
附
し
が
実
話

で
は
な
く
、
後
日
の
百
韻
に
附
会
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
推
定
を
強
め
る
。

）
 

ρ
n
u
 
l
 
r1
 
）
 

円，
ll
 
（
 

年
月
日
不
明

文
禄
4

・7
・n

大
鳥
居
信
寛
脇
句

官
官
簡
二
通
の
う
ち
、

天
正
十
八
年
三
月
廿
七
日
付
の
紹
宅
宛
紹
巴
書
状
は
5
ペ
ー
ジ
に
翻

刻
紹
介
す
る
。
今
一
通
の
天
正
十
九
年
四
月
十
九
日
付
の
紹
宅
書
簡

（厳
島
神
社
宮
司
野
坂

元
定
氏
所
蔵
）
の
と
と
は
金
子
金
治
郎
博
士
よ
り
お
教
え
い
た
だ
い
た
。
原
本
披
見
の
機
を

得
な
い
ま
ま
、
同

博
士
の
御
教
示
よ
り
内
容
を
紹
介
す
る
に
次
の
通
り
で
あ
る
。
包
紙
に

「
元
及
様
参
木
山
朝
露
斎
紹
宅
」
と
あ
る
が
、
書
状
と
同
時
の
も
の
か
否
か
は
断
定
出
来
な

い
。
要
件
と
し
て
は
、

名
宛
人
（
元
及
）
の
所
望
に
任
せ
て

「
紹
巴
老
に
て
相
伝
」
の

「三

部
抄
」
の
写
し
を
贈
る
ζ

と
を
述
べ
、
彼
書
は
殊
の
外
秘
事
で
あ
る
か
ら
み
だ
り
に
口
外
し

な
い
よ
う
に
と
の
、
紹
巴
の
紹
宅
に
対
す
る
注
意
が
追
而
書
き
に
申
し
添
え
ら
れ
て
い
る。

「
出
船
時
分
取
紛
大
方
候
」
と
の
文
句
も
あ
る
か
ら
、
元
及
な
る
人
物

l
l紹
宅
は
か
な
り

敬
譲
の
語
法
を
用
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
ー
ー
の
こ
と
が
判
れ
ば
、
紹
宅
の
伝
記
研
究
に
強

力
な
一
事
実
を
加
え
る
。

そ
の
他
の
作
品
川

i
聞
に
つ
い
て
は
、
次
章
に
諮
る
。

。：n
if.ロ

年

..... 『

弓己

の

晩

木
山
城
落
城

（
天
正
日
・

閏
8
月
）
に
先
立
つ
こ
と
二
年
、

天
正
十

て

二

年
の
交
よ
り

す
で
に
遊
士
｜
l
亡
命
者
と
い
う
べ
き
か
ー
ー
ー
の
境
遇
に
あ
っ
た
と
は
い
う
も
の
の
、
紹
宅

が
帰
る
べ
き
故
里
を
失
っ
た
の
は
、
か
の
一
撲
の
処
置
と
し
て
肥
後
が
加
藤
清
正

・
小
西
行

長
等
に
分
封
さ
れ
、
行
長
領
に
編
入
さ
れ
た
木
山
城
に
城
代
（
伊
藤
与
左
衛
門
）
の
置
か
れ

た
天
正
十
六
年
六
月
で
あ
ろ
う
。
以
後
そ
の
残
年
下
限
の
慶
長
二
年
七
月
ま
で
の
九
年
間
、

紹
宅
は
そ
の
晩
年
を
い
か
に
送
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
天
正
末
期
の
い

つ
の
乙
ろ
か
、
豊
前
中

津
の
黒
田
家
に
身
を
寄
せ
た
紹
宅
は
、
如
水
の
お
伽
衆
と
な
る
、
た
だ
し
、
朝
鮮
役
た
は
従

軍
せ
ず
、
中
津
に
留
守
す
る
如
水
の
次
子
熊
之
助
（
長
政
の
同
母
弟
）
の
傍
役
を
勤
め
、
そ

の
窃
か
に
渡
斡
し
て
父
兄
の
軍
に
投
ぜ
ん
と
す
る
の
に
随
行
し
て
、
文
禄
二
年
（
あ
る
い
は

度
長
二
年
）
、

玄
海
灘
に
て
溺
死
し
た
と
、
前
稿

「
黒
田
如
水
の
連
歌
」
の
な
か
で
推
定
し

た
。
因
に
記
せ
ば
、
天
正
十
五
年
七
月
豊
前
六
郡
十
二
万
石
に
封
ぜ
ら
れ
た
如
水
は
、

秀
吉

の
請
疑
を
避
け
ん
が
た
め
に
、
翌
々
十
七
年
五
月
に
は
ま
だ
四
十
五
才
の
若
さ
で
封
を
長
政

に
譲
り
、
茶
の
湯
の
稽
古
を
は
じ
め
、
ま
た
、
彼
晩
年
の
連
歌
執
心
を
見
せ
は
じ
め
よ
う
と

し
て
い
た
。

い
ま
改
め
て
紹
宅
の
晩
年
を
考
え
る
と
き
、

右
の
推
定
は
全
く
誤
り
と
は
号
一
守
え
ぬ
も
の

の
、
な
お
独
断
の
お
そ
れ
な
し
と
し
な
い
。
紹
宅
が
如
水
の
お
伽
衆
を
勤
め
た
と
か
、
幼
君

熊
之
助
の
停
役
を
勤
め
た
と
か
い
う
こ
と
を
証
す
る
資
料
は
実
は
な
い
の
で
あ
る
。

「
紹
宅

は
年
齢
の
人
な
り
し
故
K
保
護
し
て
従
ひ
参
り
け
る
」
（
連
歌
屋
記
事
）
と
あ
り
、
ま
た

「乃

使
木
山
惟
久
幹
事
」
（
熊
之
助
碑
文
）
と
あ
る
記
述
、
な
ら
び
に
熊
之
助
に
従
う
者
何
れ
も

同
年
十
六
才
で
あ
り
、

一
行
の
責
任
者
ら
し
い
人
物
が
紹
宅
以
外
に
所
伝
な
き
乙
と
、
熊
之

助
溺
死
の
諸
伝
が
す
べ

て
紹
宅
の
こ
と
を
伝
え
て
い
る
こ
と
な
ど
と
考
え
合
わ
せ
て
の
推
定

で
あ
る
。

小
な
り
と
い
え
ど
も

一
城
の
主
で
あ
っ

た
紹
宅
の
経
歴
が
、
単
な
る
連
歌
師
と
い

う
よ
り
も
、
近
世
初
期
お
伽
衆
の

一
般
的
性
格
に
適
う
と
と
、
ま
た

「黒
田
故
郷
物
語
』
に

子
供
相
手
の
お
伽
衆
が
所
見
す
る
こ
と
な
ど
の
類
推
も
加
わ

っ
て
い
る
。

史
料
篇
に
収
め
る
「
黒
田
年
譜
』
の
記
事
八
資
料
同
〉
に
は

「
遊
客
木
山
紹
琢
」
「
此
般

朝
鮮
遊
覧
の
為
の
故
に
従
行
す
と
い
へ
り
」
と
あ
り
、
後
に
引
く
「
黒
田
家
系
譜
略
」
も

「連
寄
師
紹
琢
」
と
記
す
（
紹
琢
は
昌
琢
に
ひ
か
れ
て
の
誤
記
）。
少
く
と
も
公
式
的
に
は
、

紹
宅
の
身
分
は
黒
田
家
臣
で
は
な
か
っ
た
。
加
う
る
に
、
紹
宅
・
紹
印
の
乙
の
時
期
に
お
け

る
宰
府
と
の
結
び

つ
き
が
考
え
ら
れ
る
。
紹
印
に
つ
い
て
は
明
ら
か
な
証
が
あ
り
、
紹
宅
も

あ
る
い
は
黒
田
家
よ
り
宰
府
を
本
拠
と
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

残
年
は
慶
長
二
年
七
月

十
六
日
説
を
と
る
べ
き
か
。
乙
れ
等
の
と
と
を
以
下
に
検
討
す
る
乙
と
に
す
る
。

-4-

如
水
と
の
出
会
い

「
連
歌
屋
記
事
」
に
、
天
正
十
六
年
の
い
わ
ゆ
る
肥
後

一
撲
後
、
肥

後
国
侍
が
各
衰
微
離
散
し
た
と
き
惟
久
は
「
か
ね
て
如
水
公
長
政
会
の
懇
遇
を
蒙
り
し
か
は



あ
る
が
、
阿
蘇
殿
よ
り
直
参
分
の
扱
い
を
受
け
て
い
た
。
「
松
永
貞
徳
の
研
究
続
篇
』
に
も

紹
介
さ
れ
て
い
る
天
正
十
八
年
十

一
月
廿
四
日
張
行
の
「
何
人
」
百
韻
一
巻
は
、
こ
の
等
与

の
興
行
と
思
わ
れ
、
彼
の
晩
年
も
紹
宅
と
同
一
類
型
に
属
す
る
か
と
思
わ
れ
る
。
ほ
か
に
も

関
係
作
品
が
あ
る
が
、
〈
作
品
凶
〉
に
『
拾
集
昔
語
』
の
記
事
を
引
用
す
る
に
と
ど
め
る
。

（
註
）
本
稿
に
は
、
附
考
と
し
て

「肥
後
連
歌
史
概
’
観
」
の
一
章
を
も
う
け
、
宗
祇
と
交

渉
深
か
っ
た
相
良
為
続
よ
り
加
藤
正
方
・
宗
因
ま
で
を
概
観
し
た
地
方
連
歌
の
流
れ

に
紹
宅
を
位
置
づ
け
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
紙
数
の
関
係
で
別
稿
に
改
め
る
こ
と

と
し
た
。
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甲
斐
宗
運
毒
害
「
馬
場
系
図
」
は
紹
宅
の
隠
居
を
、
妻
の
祖
父
甲
斐
宗
運
の
毒
害
と
関

連
づ
け
て
説
明
し
て
い
る
。
乙
の
話
は
「
拾
集
昔
語
』

（
元
禄
八
年
、
渡
辺
玄
察
著
）
を
は

じ
め
多
く
の
地
方
史
料
に
誌
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
の
主
人
公
紹
宅
が
ま
さ
に
戦
国
残
酷
物
語

の
渦
中
人
物
で
あ
っ
た
と
と
を
伝
え
て
い
る
の
で
、
そ
の
摘
要
を
左
に
紹
介
す
る
。

（
註
）
玄
察
は
阿
蘇
氏
の
一
族
渡
辺
惟
清
入
道
玄
察
。

寛
永
九
年
生
、
正
徳
四
年
残
。

「拾
集
昔
語
』

「
拾
集
物
語
』

「
拾
集
記
』
「
渡
辺
玄
察
日
記
』
「
渡
辺
先
祖
以
来

今
事
記
』
『
早
川
故
事
』
な
ど
が
「
肥
後
文
献
叢
書
』
四
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

紹
宅
の
妻
は
御
船
城
主
甲
斐
民
部
大
輔
親
直
入
道
宗
運
の
嫡
子
、
同
相
模
守
親
秀
入
道
宗

立
の
娘
で
あ
る
。
宗
運
は
阿
蘇
殿
の
一
老
と
し
て
肥
後
一
固
に
重
き
を
な
し
て
い
た
。
心
に

叶
わ
ぬ
と
て
二
男
三
男
を
討
捨
て
（
四
男
は
危
う
く
日
向
に
逃
れ
た
）
、
嫡
男
宗
立
さ
え
も

嘗
て
肥
前
竜
造
寺
隆
信
と
誼
を
通
じ
た
い
肢
で
、
諒
せ
ん
と
し
た
非
情
の
人
物
で
あ
る
が
、

一

方
、
天
正
九
年
響
の
原
合
戦
に
て
薩
摩
の
先
鋒
た
る
相
良
義
陽
を
討
取
る
な
ど
、
大
友
氏
に

通
じ
て
阿
蘇
氏
の
末
期
を
守
っ

た
柱
石
虎
牙
之
宿
将
と
し
て
、
文
武
兼
備
を
讃
え
ら
れ
て
い

る
。
事
実
、
宗
連
の
死
後
僅
か
二
年
余
に
し
て
、
阿
蘇
氏
は
島
津
氏
の
征
服
す
る
と
こ
ろ
と

な
っ
た
。
阿
蘇
氏
の
家
を
滅
し
た
当
事
者
の
一
人
と
し
て
、
ま
た
、

天
正
十
六
年
佐
々
成
政

に
対
す
る
肥
後
一
段
の
魁
首
と
し
て
、

宗
立
の
方
は
後
世
余
り
芳
し
く
な
い
。

宗
立
の
男
、
黒
仁
田
最
後
｛
寸
（
紹
宅
妻
の
祖
父
）
は
、
同
じ
く
阿
蘇
の
部
将
矢
部
岩
尾
の

城
代
で
あ
っ
た
が
、
阿
蘇
氏
に
逆
心
を
見
せ
た
の
で
、

宗
運
は
搬
に
之
を
討
つ
こ
と
を
諮
っ

た
と
ζ

ろ
、
無
法
の
仁
を
親
と
思
わ
ず
と
の
言
を
得
た
の
で
、
黒
仁
田
一

家
を
御
船
の
河
狩

遊
び
に
招
き
、
一
人
残
さ
ず
謀
殺
し
た
。
乙
の
と
き
白
水
一
滴
落
と
さ
な
か
っ
た
彼
女
は
、

わ
が
娘
た
る
紹
宅
妻
に
、
わ
が
親
の
仇
た
る
興
宗
運
の
毒
害
を
命
ず
る
。

「其
方
は
自
ら
の

た
め
に
は
子
宗
運
の
為
に
は
孫
に
て
候
親
は
近
く
祖
父
は
遠
し
然
上
は
入
道
公
に
致

毒
害
く
れ
候
へ
」
（
拾
集
昔
語
）
と
。
木
山
城
辺
な
る
木
崎
の
温
泉
に
招
か
れ
た
宗
運
は
、
孫

女
の
持
参
し
た
毒
茶
を
喜
ん
で
服
し、

天
正
十

一
年
七
月
五
日
、
七
十
五
才
で
落
命
す
る
。

か
く
て
「
温
泉
に
毒
有
と
し
て
人
口
を
ふ
さ
く
と
言
共
此
事
風
花
聞
え
甲
斐
宗
立
不
平
を

抱
く
の
て
信
連
に
政
事
を
譲
り
官
位
昇
進
の
為
と
し
て
潜
行
判
撒
之
身
に
や
っ
し
上

治
し
て
宗
立
災
を
さ
く
」
（
馬
場
系
図
）
。

（
註
）
内
閣
文
庫
本
「
連
歌
百
韻
集
』
（
続
群
書
数
従
に
は
目
録
の
み
）
所
収
の
天
正
4
・

8
・
日
「
分
け
ゆ
か
ば
」
百
韻
を
興
行
し
て
い
る

「肥
後
国
甲
斐
左
京
入
道
宗
柳
」

は
、
こ
の
宗
立
と
同

一
人
物
で
あ
る。

紹

巴

市百

－『弓己

と

紹
巴
と
の
師
弟
関
係
を
証
す
る
資
料
は
、
後
に
紹
介
す
る
か
ず
か
ず
の
連
歌
唱
を
別
と
す

れ
ば
、
左
に
掲
げ
る
作
品
年
譜
中
に
見
る
ご
と
く
、
同
座
の
百
韻
四
巻
、
紹
巴
加
点
の
百
組

五
巻
五
十
韻
一
巻
（
う
ち
四
巻
は
紹
巴
点
と
推
定
）
、
紹
宅
宛
紹
巴
書
簡

・
元
及
宛
紹
宅
書

簡
各
一
通
が
管
見
に
入
っ
た
す
べ
て
で
あ
る
。

紹

宅

作

品

年

譜

〔
前
掲

ωω
凶
問
省
略
〕

「
花
見
よ
と
」
百
韻
紹
巴
発
句
紹
宅
脇

・
8
句

「
何
垣
」
百
韻
「
遠
山
の
」
紹
巴
発
句
八
句
目
・
9
句

「
何
路
」
百
韻

「九
重
の
」
紹
巴
発
句
七
句
目

・
9
句

「
心
前
追
善
」
独
吟
百
韻

「
ち
る
花
は
」
紹
巴
加
点

附

・
紹
宅
宛
紹
巴
書
簡

一

通

中
津
城
竣
工
祝
賀
「
何
路
」
百
瓶
一
巻

〔
元
及
宛
〕
紹
宅
書
簡

一

通

独
吟
百
韻
「
砕
を
」

紹
巴
加
点

「
天
正
廿
年
千
句
之
内
付
句
柚
入
斎
紹
宅
」
付
句
幻
句

「何
人
」
百
韻

「
撫
子
は
」
覚
全
発
句
玄
旨
脇
七
句
目

・

9
句「夢
想
」
百
韻

「草
を
え
て」

重
綱
脇
句
の
み

両
吟
紹
巴
加
点
カ

「
何
人
」
五
十
韻

「
か
け
う
っ
す
」

宅
両
吟
紹
巴
加
点
カ

(9) (8) (7) (6) 

年
月
日
不
明

天
正
日
・

3
・
6

天
正
日
・
3
・
8

天
正
国
・

3
・お

(1日

天
正
時
・
8
吉
日

天
正
日
・

4
・
m

天
正
問
・
ロ
・

天
正
初

文
禄
2

・6
・4

(13) (12) (11) 山刷
4・aEA

年
月
日
不
明

(15) 

年
月
日
不
明

- 3 

寿
三

・
紹
古

芳
三
発
句

寿一ニ

・
紹
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肥
後
の
地
方
史
料
で
は
、
信
連
（
紹
印
）
は
落
城
の
節
自
殺
と
あ
る
の
み
で
、
宰
府
時
代

に
言
及
し
た
記
事
を
見
な
い
。

『
肥
後
見
聞
雑
記
』
に
、
紹
宅
が
筑
前
に
て
木
山
落
城
の
こ

と
を
聞
き
、
「
帰
リ
テ
モ
詮
ナ
シ
ト
テ
終
一
一
筑
前
一
一
止
ル
其
子
孫
数
代
ヲ
経
テ
今
天
明
ノ
比

木
山
六
兵
衛
黒
田
家
ノ
臣
下

一
一
シ
テ
二
百
石
」
と
あ
る
黒
田
藩
中
の
木
山
家
は
、
八
資
料
口

の
凶

V
の
木
山
平
助
拝
知
六
百
石
、
八
同
肘

V
の
木
山
六
之
助
、

ハ
間
的

V
の
信
連
弟
某
な

ど
が
こ
れ
に
該
当
す
る
が
、

宰
府
連
歌
屋
と
の
関
係
は
未
だ
詳
ら
か
に
し
な
い
。

木
山
城
主
と
し
て

紹
宅

・
紹
印
の
支
配
し
て
い
た
領
地
は
ど
れ
く
ら
い
で
あ
っ
た
か
。

わ
ず
か
に
、
「
馬
場
甚
七
郎
寿
英
略
系
図
之
写
」
八
資
料
内

V
（
以
下
「
馬
場
系
図
」
と
略
す
）

ヘ
マ
マ
）

の
う
ち
信
幸
代
に

「益
城
郡
之
内
六
ケ
圧
合
五
千
余
貢
領
ス
」
、
「
御
舟
軍
談
（
一
名
、
甲
斐

宗
運
軍
記
）
』
（
『
肥
後
古
記
集
覧
』
巻
十
七）

に

ご
肥
前
筑
後
押
一一ハ

木
山
備
後
守
惟
久

也
七
百
余
丁
之
城
主
也
」
と
あ
り
、
ま
た
、
仮
題
〔
嘉
永
七
年
間
書
〕
八
資
料
国

V
K
「木

山
九
百
丁
之
領
主
」
と
の
現
地
の
所
伝
が
録
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
い
ま
「
新
撰
事
蹟

通
考
」
や
「
肥
後
国
誌
」
に
よ
り
、
木
山
郷
の
こ
と
を
考
え
る
に
概
略
次
の
如
く
で
あ
る
。

益
城
郡
に
は
古
く
木
山
郷
を
含
め
て
七
郷
五
荘
あ
る
い
は
六
郷
六
荘
が
あ

っ
た
（
腰
尾
郷

が
木
山
郷
と
改
ま
っ
た
の
は
、
菊
池
郡
川
原
郷
木
山
邑
よ
り
移
駐
し
た
木
山
氏
の
築
城
に
よ

る
と
の
「
馬
場
系
図
」
の
説
は
他
に
所
説
を
見
な
い
）
。

近
世
期
に
益
城
郡
は
十
一
（
の
ち

十
）
手
永
に
再
編
制
さ
れ
、
旧
木
山
郷
の
領
村
十
九
の
う
ち
、
赤
井
村
な
ど
四
村
は
総
手
永

K
、
木
山
町
村
な
ど
十
五
村
は
沼
山
津
（
ぬ
や
ま
づ
）
手
永
に
編
入
さ
れ
た
。
な
お
、
総

・

沼
山
津
両
手
永
は
、
古
く
は
益
城
郡
で
は
な
く
詫
摩
郡
に
属
し
た
。
肥
後
六
ケ
荘
の
地
名
は

乙
の
時
代
の
も
の
で
、
木
山
郷
の
古
名
で
あ
る
。

紹
宅
・
紹
印
代
の
木
山
氏
所
領
が
木
山
郷
全
域
に
及
ぶ
と
の
証
は
な
い
が
、
い
ま

「肥
後

国
誌
』
に
載
せ
る
各
村
の
石
高
に
よ
り
、
旧
木
山
郷
十
九
村
の
総
石
高
を
試
算
す
る
に
二
万

十
八
石
を
得
る
。
土
豪

・
国
侍
で
は
あ
る
が
、
小
名
ク
ラ
ス
と
言
え
よ
う
。

（
註
）
手
永
と
は
、
寛
永
十
年
に
細
川
氏
の
設
け
た
行
政
単
位
で
、
そ
の
宮
署
を
会
所
と

い
う
。
沼
山
津
手
永
の
会
所
は
木
山
町
村
に
置
か
れ
た
。
現
在
の
上
益
城
郡
益
城
町

の
中
心
地
木
山
で
あ
る
。
熊
本
市
半
島
町
よ
り
産
交
パ
ス
で
約
四
十
分。

木
山
城
主
時
代
の
紹
宅
に
つ
い
て
の
資
料
は
、
別
項
に
紹
介
す
る

「城
主
紹
宅
」
の
連
歌

山
二
話
（
F
）（
G
）
お
よ
び

「
馬
場
系
図
」
の
記
事
の
ほ
か
は
次
の
諸
作
品
で
あ
る
（
頭
記
は

作
品
番
号
）
。

「
播
州
医
師
宗
珠
興
行
」
「
山
何
」
百
韻
、
紹
巴
・
昌
叱
等

独
吟
百
韻

「淡
雪
に
」
（
紹
巴
加
点
カ
）

「両
吟
千
句
』

（『白
川
千
句
』）
栗
林
主
計
入
道
等
与
と

「
於
肥
後
御
船
山
三
吟
連
歌
」
百
韻
、
悦
久

・
等
与
・
重
信

（
紹
巴
加
点
カ
）

ま
た
、
右
四
点
の
ほ
か
に
、
紹
宅
作
と
伝
え
ら
れ
る
「
赤
井
城
之
記
」
と
題
す
る
一
文
が

あ
り
（
文
政
編
の
地
方
史
料
「
肥
後
古
記
集
覧
』
巻
五
収
録
）
、
編
者
大
石
真
麿
は

「
右
上
益

城
上
陳
邑
福
田
氏
之
蔵
写
之
実
紹
宅
之
手
跡
無
疑
」
と
註
を
附
し
て
い
る
が
、
文
意
K
よ

っ
て
考
え
る
に
、
紹
印
の
作
で
は
な
い
か
と
思
う
。

「廿
あ
ま
り
よ
り
心
の
外
に
住
馴
所
」

（
第
一
段
）
、
「
よ
〉
を
ひ
と
ょ
に
く
れ
竹
の
住
馴
て
し
も
夢
な
れ
や
廿
年
計
に
め
く
り
き
て

四
十
余
り
も
覚
や
ら
す
」
（
第
六
・
最
終
段
）
の
句
は
二
十
余
才
の
こ
ろ
ま
で
住
み
馴
れ
た

故
里
を
、
二
十
年
ぶ
り
に
訪
れ
た
者
の
記
述
た
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
木
山
城
の
落
城
は
天

正
十
三
年
間
八
月
、
そ
れ
よ
り
二
十
年
後
は
慶
長
十
年
で
あ
る
。
紹
宅
が
息
紹
印
に
譲
っ
て

判
撒
行
脚
に
出
た
の
は
落
城
二
年
前
と
し
て
も
、
彼
の
残
年
（
慶
長
二
年
）
と
矛
盾
す
る
。

紹
印
が
慶
長
の
半
ば
ご
ろ
故
里
木
山
を
訪
れ
て
の
懐
旧
の
作
と
考
え
た
い
。
何
れ
に
せ
よ
赤

井
城
の
自
然
を
写
し
て
い
る
の
で
、
作
品
抄
の
冒
頭
に

ωと
し
て
収
め
る
。

（
註
）
「
熊
本
県
史
料
』
中
世
篇
同
〔
弥
富
文
書
〕
中
に

「
木
山
惟
昌
母
追
善
和
歌
」
と
し

て
収
め
ら
れ
て
い
る
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を
頭
字
と
す
る
六
首
に
は
「
妙
空
追
膳
天

正
十
年
三
月
日
木
山
備
後
守
」
と
あ
り
、
紹
宅
あ
る
い
は
紹
印
の
作
と
思
わ
れ
る

が
、
原
本
未
調
査
で
あ
る
。
一
首
自
に
惟
生
と
あ
る
を
信
連
の
別
名
と
す
れ
ば
、
紹

宅
妻
の
唯
一
つ
の
史
料
と
な
る
。

ωは
紹
宅
作
品
の
初
見
で
あ
る
。
大
阪
天
満
宮
蔵
『
連
歌
十
二
巻
』
に
は
、
天
正
三
年
五

月
に
興
行
さ
れ
た
紹
巴

・
昌
叱
・
心
前
等
と
肥
後
衆

・
薩
摩
衆
と
の
百
韻
四
巻
が
記
録
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

，
天
正
3
・
5
・
7
「
肥
後
国
加
悦
式
部
少
輔
入
道
業
丹
興
行
」
「
何
人
」

天
正
3
・
5
・

9

「肥
後
国
住
北
大
炊
助
行
豊
興
行
」
「
朝
何
」

な
ど
で
あ
る
が
、
凶
の
百
韻
の
背
後
に
は
、
肥
後
衆
と
と
も
に
上
治
す
る
な
ど
の
事
情
が

あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
（
『
家
久
君
上
京
日
記
』
に
は
紹
宅
所
見
せ
ず
〉
。

右
の
素
丹
を
、
後
に
加
藤
清
正
に
信
用
さ
れ
た
桜
井
素
丹
の
前
身
と
す
る
と
き
、
彼
も
ま

た
紹
宅
と
同
じ
く
土
豪

・
国
侍
よ
り
連
歌
師
へ
転
身
し
た
類
型
に
属
す
る
。

凶
、
聞
の
栗
林
主
計
入
道
等
与
は
、
木
山
に
隣
す
る
御
船
城
々
主
甲
斐
宗
運
の
侍
大
将
で

(5) (4) (3) (2) 

天
正
3
・
4
・
日

天
年
6
戊
寅

天
正
8
・
正
月
日

年
月
日
未
明
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.......-・ 
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，
l
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1
1
J
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－、、、
’’川ぺ
d

1
l
 

－
t
 

~II 

H
C
v
d
g
m凶

ω
r
o
g
f
c
 

1

1

〉

ω
z
ε
oコ
2

月

g
mω

’
苫
＝
。
ご
Z
E
S
F
3
3
2ロ
m
c）

ωE
B

寸
V『

斗。ョ。
V
N
m凶

lま

め

じ

112 

連
歌
師
か
さ
も
な
く
ば
談
義
僧

「
た
Y

両
道
に
定
め
上
治
し
」
と
、

『
戴
恩
記
』
は
紹
巴

の
連
歌
師
を
志
し
た
動
機
を
き
わ
め
て
ジ
ュ
リ
ア
ン
日
ソ
レ
ル
的
な
も
の
に
解
釈
し
て
い
る
。

秀
吉
に
よ
る
天
下
統
一
の
新
体
制
を
迎
え
、
肥
後
の
一
地
方
小
名

（土
豪

・
国
侍
）
よ
り
連

歌
師
へ
転
身
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
木
山
紹
宅

・
紹
印
父
子
の
場
合
は
、
せ
い
ぜ
い
下
世
話
に

い
う
「
芸
は
身
を
助
く
」
を
地
で
行
っ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
こ
に
は
近
世
初
期
地
方

連
歌
の
一
側
面
を
物
語
る

「類
型
」
と
し
て
興
味
を
ひ
か
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

慶
長
五
年
の
末
、
筑
前
に
入
国
し
た
黒
田
如
水
は
、
太
宰
府
天
満
宮
に
連
歌
屋
を
再
興
し

木
山
紹
印
を
そ
の
初
代
屋
主
と
し
た
。
紹
印
は
肥
後
国
益
城
郡
木
山
城
の
最
後
の
城
主
木
山

備
後
守
左
近
太
夫
信
連
。
紹
宅
は
そ
の
父
、
従
五
位
下
木
山
左
近
太
夫
惟
久
、

「
醒
睦
笑
』

（
広
本
）
に
「
九
州
に
木
山
と
て
連
歌
の
上
手
あ
り
」
と
の
一
話
を
と
ど
め
て
い
る
。
肥
後

の
地
方
史
料
の
う
ち
に
、
紹
宅
に
ま
つ
わ
る
連
歌
唱
を
数
多
く
見
出
し
た
こ
と
も
、
彼
の
伝

へ
の
興
を
深
め
た
。
古
歌
一
首
に
名
を
連
ね
た
帆
柱
の
漂
着
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
紹
宅
の

最
後
も

一
つ
の
連
歌
山
で
あ
る
。

以
下
、
木
山
城
主
時
代
／
紹
巴
と
紹
宅
（
紹
宅
作
品
年
譜
）
／
紹
宅
の
晩
年
／
紹
宅
に
つ
い

て
の
連
歌
附
、
の
四
章
に
分
け
て
紹
宅
の
伝
を
考
え
、
別
に
、
史
料
篇
お
よ
び
作
品
抄
を
附

す
。

マ
イ
ク
ロ
リ
ポ
エ
ッ

卜
で
あ
る
だ
け
に
、
紹
宅
ピ
つ
い
て
の
未
見
の
資
料

・
作
品
も
多

い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
大
方
の
御
示
教
に
与
れ
ば
幸
せ
で
あ
る
。

刷
）
凶

H
A
H
I－
－

、Ham回口
m
H
g
m
5
7
一

木

主

城

時

代

山

紹
宅
の
出
自

史
料
篇
に
収
め
た
諸
資
料
な
ら
び
に

『
肥
後
国
誌
」
な
ど
地
方
史
料
の
記

述
に
よ
れ
ば
、
紹
宅
の
出
自
は
大
略
次
の
よ
う
で
あ
る
。

清
和
源
氏
新
田
氏
流
、
太
田
九
郎
太
夫
頼
綱
の
子
為
綱
は
延
文
年
間
征
西
将
軍
懐
良
親
王

に
従
っ
て
九
州
に
下
り
、
菊
池
家
に
頼
み
、
菊
池
郡
木
山
邑
に
居
住
し
て
よ
り
木
山
殿
と
称

ば
れ
た
。
信
網

・
信
景

・
信
実
を
経
て
信
幸
代
の
嘉
吉
年
間
、
菊
池
家
衰
微
に
よ
り
阿
蘇
大

宮
司
に
属
し
、
益
城
郡
腰
尾
郷
に
居
城
し
、
腰
尾
郷
を
木
山
郷
と
改
め
た
。
「
肥
後
国
誌
」

は
、
信
幸

・
信
興
を
経
て
惟
興
の
代
に
阿
蘇
氏
に
属
し
た
と
す
る
。
信
興
が
阿
蘇
氏
の
偏
υ川

を
受
け
て
惟
興
と
改
め
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
そ
の
証
は
な
い
。

文
明
十
三
年
八
月
日
、
隈
府
に
お
け
る
一
日
一
万
句
連
歌
に
、
初
千
句
第
十

「薄
何
」
百

加
、
月
副
題
の
発
句
を
残
す
木
山
三
河
守
惟
之
は
別
家
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
、
阿
蘇
文
書
な

ど
に
は
、
別
家
と
思
わ
れ
る
木
山
氏
の
名
を
見
る
。

惟
興
の
子
、
左
近
太
夫
備
後
守
惟
正
（
惟
自国
ト
モ
）
、
そ
の
弟
右
馬
頭
惟
貞
の
代
の
天
文

十
六
年
（
一
説
五
年
）
、

居
城
を
木
山
の
南
な
る
赤
井
に
移
し
た
。
惟
貞
の
子
太
郎
惟
久
が

左
近
太
夫
従
五
位
下
入
道
紹
宅
、
そ
の
子
で
最
後
の
木
山
城
主
備
後
守
信
連
が
紹
印
、
天
正

十
三
年
間
八
月
落
城
、
の
ち
に
宰
府
連
歌
屋
の
初
代
屋
主
と
な
る
。
な
お
、
惟
昌
弟
の
小
字

月
丸
は
僧
月
航

（他
書
に
は
月
耽
）
、
ま
た
、
天
草
で
清
正
と
一
騎
ー
し
た
と
い
う
木
山
州

正
は
、
紹
宅
の
叔
父
か
従
兄
弟
に
あ
た
る
。
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